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黒河尺目遺跡と黒河中老田遺跡の所在する小杉町黒河地区は,射水丘

陵と平野部が接する地域にあたり,県内でも有数の遺跡密集地域として

知られています。

本書は主要地方道小杉婦中線建設に伴い;平成12年度に調査を実施し

た黒河尺日遺跡と黒河中老田遺跡の発掘調査報告書です。

黒河尺目遺跡は過去にも5度の調査が行われ,奈良・平安時代の集落

として知られてきました。今回の調査では,縄文時代及び古代末から中

世前半の遺構・遺物が検出され,舌状に延びた丘陵先端部いっぱいに広

がる集落形態が明らかになり,貴重な資料を得ることができました。

黒河中老田遺跡では,古墳時代と古代の遺構・遺物が検出されました。

古墳時代では,旧河道において粘土採掘を行う作業場夕古代では自然堤

防上を利用した小規模な集落形態が確認されました。遺物では,須恵器

制作に用いた木製の叩き板や,「黒川」と書かれた墨書土器などが注目さ

れました。

また,両遺跡から検出した粘土採掘坑は,こ の地域での粘土利用が古

くは縄文時代にはじまり,現代にまで連綿と引き継がれてきたことを示

しています。

これらの発掘調査の成果が,文字には現れない人々の生活を解明する

一助となり,今後の調査 。研究に活用されれば幸いです。

本書をまとめるにあたり,関係機関や団体また諸氏のご指導,ご協力

をいただき厚く感謝いたします。

平成16年 12月

財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

所 長 桃 野 真 晃
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中老田遺跡とする)の発掘調査報告書である。
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凡 例

本書には本文,挿図及び表,自然科学的分析と写真図版を掲載する。

時期別に検出した主な遺構 。出土遺物の内容については,文末に一覧で掲載している。

時代区分は以下のように分けた。

黒河尺日遺跡    縄文時代,古代・中世

黒河中老田遺跡   古墳時代,古代

本書で示す方位は全て真北である。

挿図の縮尺は次の率を基本とし,各図の下に縮尺率を示す。遺物出土状況図にはレベル値 (標高)

を付した。遺物写真図版の縮尺は統一していない。

遺構 建物 :1/1CICl,溝 :1/40・ 1/200,井戸 :1/40,土坑 1/40,遺物出土状況 :1/20。 1/40

遺物 土器・陶磁器 :1/3・ 1/4,土製品 1/2・ 1/3,木製品 :1/4・ 1/6・ 1/8,

石製品 :2/3・ 1/3,金属製品 :1/3

遺構の略号は以下のとおりである。

SBI建物,SD:溝 , SE:井戸, SK:土坑,SP:柱 穴,SX:そ の他

遺構番号は,調査時に遺跡毎に付した番号で,遺跡毎に 1か ら付してある。遺構の種類に関わら

ず連番号とし,黒河尺目遺跡の建物には新たに番号を付した。

遺物の番号は遺跡毎に連呑を付す。遺物番号は遺物観察表及び挿図図版,写真図版中の遺物番号

と一致する。なお,遺構出土のものでも混入品と判断したものは包含層扱いとしている。

施釉陶器等の釉の掛かる範囲は 1点破線で示した。 2種類以上の釉が掛かる場合や絵付けがされ

ている場合はトレースの濃淡で示した。

遺物の煤付着部分及び赤彩部分等,遺構図中の地山及び炭化物層等はスクリーントーンで示す。

以下に図示したもの以外については,それぞれの図・文を参照されたい。

o赤彩 (ス クリントーンと併用)

遺跡の略号は,黒河尺目遺跡が「22K J― A」 ,黒河中老田遺跡が「22K N― A」 で,遺物の注

記には略号を用いた。

遺構一覧及び本文中で用いる遺構の用語・数値等は以下のとおりとする。

掘立柱建物 :用語は「平城宮発掘調査報告Ⅶ」を参考とし,以下のように定義付ける。

① 柱間や胸方向に関わらず建物の平面図の長軸を 耐ヒ棟の場合

「桁行」,短軸を「梁行」とし,桁行 (間 )X梁行

(間)の順に表記する。

② 建物の棟方位は,真北から建物の長軸の方位を測る。

その角度から建物を「東西林」 と「南】跡刺 に分けた。
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③ 建物の面積は長軸に短軸をかけた数値である。

④  「柱穴」とは柱位置に遺存する穴の総称とする。

⑤  「柱掘形」とは,掘立柱を据え付けるための穴のことで,「掘形埋土」とは柱根を固定する

ために柱掘形に入れた上のことである。

⑥  「柱根」とは,遺存している柱自体の下部のことであり,「柱痕跡」とは柱掘形の中の柱根

が立ったまま腐り消えて空洞になり,そ こに上が流れ込んだもので,こ こでは柱根が抜き取ら

れたものも含む。

⑦ 柱穴の規模は,遺構確認面から測った数値である。

遺構一覧・遺物一覧 :観察表の凡例は以下のとおりである。

① 遺構の埋上に切り合い関係がある場合は,備考欄に新>古のように記号で示す。

② 遺構の規模はm単位で示す。

③ 遺物の法量はcm単位で示す。

④ 重量はg単位で示す。計測は大きさにより台秤と電子秤を使い分けた。

③ 色調・釉調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修 財団法人日本色彩研究所色票監修

「新版標準土色帖」・財団法人日本規格協会「標準色票 光沢版」を使用し,釉調の和名は小

学館『色の手帖』より似たものを使用した。なお,陶磁器のうち複数の色が見られる場合は,

最も多く使用されている色を記し,その他は備考欄に記す。但し透明釉の場合は記入しない。

⑥ 黒河中老田遺跡の古墳時代の上器については調整方法を以下の部位に分けて記す。

外国頚 :外面口縁部及び頚部,外胴上 :外面胴部上半,外胴下 :外面胴部下半

内口頸 :内面口縁部及び頸部,内胴上 :内面胴部上半,内胴下 :内面胴部下半
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第 I章 調査経緯

1 調査に至る経緯

A 調査の契機

主要地方道小杉婦中線臨時道路交付金事業は,昭和41年 4月 8日 に都市計画決定された都市計画街

路七美・太閤山線の北部線から富山戸出小矢部線までの区間2.lkmの整備事業を指す。工事対象区間は

第 1期整備区間である町道東老田高岡線から富山戸出小矢部線までの1.Okmで,伏木富山港及び国道 8

号線と北陸自動車道小杉 ICを直結する南北の主要幹線となり,平成 8年度より着手し,平成15年度

に完成している。

小杉町では,高岡土木センター (旧 高岡土木事務所)の依頼により平成10年 11月 13日 に分布調査を

行い,全区間で試掘調査の必要があることを確認し,平成11年 7月 から11月 にかけて試掘調査を行っ

た。その結果,黒河尺 目遺跡で9,310だ ,黒河中老田遺跡及び針原西遺跡で9,650ど の本調査,未買収

地については試掘調査の必要があると判断した。

B 過去 の調査

黒河尺目遺跡は,商北に長 く昭和51年に都市計画街路七美・太閤山・高岡線の予定地を対象に行わ

れた分布調査の結果,存在が明らかにされた遺跡である。この都市計画街路は高岡市西広上から小杉

町太閤山を経て,新湊市七美に至る路線で,昭和61年度に小杉町黒河地内で試掘調査が行われた。そ

の結果,多数の遺構・遺物が確認され,奈良時代の集落遺跡であることが推定されたため「黒河尺目

遺跡」と名付けられた。本遺跡は,試掘調査を行って遺跡の範囲と性格を確認した結果を基に本調査

を実施する方法で,既に昭和61・ 62年 ,平成 2・ 3年 に富山県埋蔵文化財センター及び小杉町教育委

員会によって本調査が実施され,奈良時代を中心とした集落遺跡が確認されている。

C 試掘調査

黒1可尺 目遺跡及び黒河中老田遺跡は主要地方道

小杉婦中線臨時道路交付金事業の第 1期整備区間

内に位置しているため,小杉町教育委員会によっ

て黒河尺目遺跡は平成11年 7月 12日 から7月 19日

まで延べ 6日 間,黒河中老田遺跡は同年 7月 21日

から11月 16日 まで廷べ 9日 間の試掘調査が実施さ

れた。試掘調査は重機により,幅 lmの トレンチ

を設け,壁面を入力により精査 して包含層と遺構

の確認を行う方法で行われた。

黒河尺 目遺跡の調査対象地4,940ゴ には10本の

トレンチが設定された。発掘面積は約260どであ

る。確認された遺構は溝と土坑で,遺物は縄文土

器・須恵器・土師器・中世土師器等である。遺構

の確認は非常に浅 く地表から30cmほ どで行え,対

象地の南半分は攪乱が激 しいとのことであった。
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第 1図 調査位置図



1 調査に至る経緯
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第 2図 過去の調査区位置図 (1:5,000)

還跡 名 時  代 道 樽 遺   物

黒河尺目
遺跡

1 昭和61年 約3,400ば
縄文・奈良・

中世・近世
掘立柱建物・溝・土坑他

縄文土器・石器・土師器・須恵器・墨書土器・陶磁
器・木製品

2 昭和62年 瞭92,600r正
縄文・奈良・

中世・近世
掘立柱建物・溝・土坑他 縄文土器・土師器 。須恵器・陶磁器・製鉄関連遺物

3 平成 2年 約 246だ
縄文・奈良・

中世・近世
掘立柱建物・溝・土坑他 縄文上器・土師器・須恵器・陶磁器・製鉄関連遺物

4 平成 3年 豫91,000■ 正
縄文・奈良・

中世・近世
掘立柱建物・溝・土坑・

井戸他
縄文土器・土師器・須恵器・陶磁器・木製品

5 平成13年 約2,500∬
縄文・奈良・

平安・中世・
近世

掘立柱建物・溝・土抗・

井戸他
縄文土器・土師器 。須恵器・内黒土器・墨書上器・

陶磁器・木製品・石製品

黒河中老田
遺跡

平成13年 約2,500∬
縄文・奈良・
平安・中世・

近世
土坑・溝・河川跡 縄文土器・土師器・須恵器・陶磁器 '木製品・石製品

第 1表 過去の調査一覧



第I章 調査経緯

対象地は射水丘陵北端の舌状に延びた微高地と平野が接する地点に位置している。周辺の トレンチの

調査結果から舌状に延びた微高地を取 り巻 くように旧河道が蛇行するものと考えられ,対象地は旧河

道右岸の高台 (自 然堤防上)及び旧河道内に位置するものと考えられ,10ト レンチ・12ト レンチを中

心とする対象地中央部に古代～中世の集落の存在が推定された。出土遺物については,黒河中老田遺

跡も含め本調査の本文中で記述 している。

黒河中老田遺跡の調査対象地3,292だ には 7本の トレンチが設定され,発掘面積は約180∬ である。

確認された遺構は溝・土坑・井戸で,遺物は縄文土器・須恵器・土師器 。木製品等である。対象地は

射水平野の南端に位置し,黒河尺 目遺跡とは地続きとなり,出土遺物 も黒河尺 目遺跡 とほぼ同じ縄

文・弥生～古墳・古代 。中世の 4時期から構成されていた。 1ト レンチ 。2ト レンチからは弥生末～

古墳にかけての土器が多 く出土してお り,周辺に集落の存在が推定された。

D 本調査

本調査については,平成11年度の小杉町教育委員会による試掘調査中間報告の段階で,高岡土木セ

ンターから平成12年度の本調査の要望があったが,既に小杉町では町道東老田高岡線 (主要地方道小

杉婦中線道路整備事業第 1期整備区間との交差点部分)の本調査が予定されていたため,平成11年 9

月に行われた小杉町教育委員会 。同町都市建設課・高岡土木センター・県文化財課による協議の結果 ,

富山県文化振興財団が本調査を受託することで合意した。

本調査は黒河尺目遺跡が平成12年 7月 17日 から12月 21日 まで,黒河中老田遺跡が同年 7月 31日 から

12月 22日 まで実施した。
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第 3図 試掘 トレンチ位置図
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2 調査経過

2 調査経過

A 調査方法

発掘調査の基準となるグリッドの設定に際しては国家座標を用い, +77500, -4500を XOYOと

し,南北方向をX軸 ,東西方向をY軸 とした。グリッドは 2m方眼とし,各グリッド名は右上のX軸

とY軸の座標 とした。黒河尺目遺跡,黒河中老田遺跡ともに同一の基準点を使用し,連続したグリッ

ドを用いた。それぞれの発掘範囲は黒河尺目遺跡がX44～ X239,Y63～ Y101,黒河中老田遺跡がX

229～ X320,Y80～ Y107ま でである。両遺跡は地続きであるため,試掘調査 とは異なるが,便宜上

要川で分けて南側を黒河尺目遺跡,北側を黒河中老田遺跡とし,それぞれA地区とした。

調査は表土・耕作土の除去,包含層の発掘,遺構確認面の精査 。遺構の検出,遺構の発掘,遺構の

記録,写真撮影,空中写真測量,補足作業の順で行った。

表土・耕作上の除去は,人力掘削による調査の事前準備として,調査員立ち会いのもと,試掘調査

の結果を踏まえて基本層序を確認しながら,事業者側がバックホウにより行った。場所によっては,

一部表土・耕作上の除去も人力で行った。

包含層の発掘はスコップ等を用い,人力で掘削した。排土はベル トコンベヤーを使用し,調査区内

の端に集積 し,ダ ンプによる調査区外への搬出は事業者側が行った。

遺構確認面の精査・遺構の検出は,遺構確認面に達するとジヨレンやねじり鎌で精査 し,検出した

遺構にスプレーペンキ等でマーキングを行い遺構概略図を作成した。検出した遺構には遺構呑号を付

すが,各遺跡毎に遺構の種類に関わらず通し番号とした。

遺構の発掘は柱穴・井戸 。小さい土坑は長軸に沿って半裁,大 きい土坑は十字またはそれ以上に,

溝は適宜に間隔をあけてセクシヨンベル トを残し,移植ゴテで発掘した。

遺構の記録は断面図を縮尺 1/20で実測 し,遺構によっては 1/10の遺物出土状況図を作成した。黒

河中老田遺跡においては遺物がまとまって出土 したため,概略図に出土地点を記入して番号を付 し,

1/10の遺物出土状況図を作成 した後,こ の番号を付 して遺物の取 り上げを行った。断面図の土層説

明には『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局 監修)を用い,色調・土性・混入

物の割合等を記載した。

写真撮影は,各遺構の断面は35剛カメラで,出土状況や個別の完掘写真・ブロック写真はブローニ

ー判も併せて行った。調査区の全景写真は4× 5イ ンチ判カメラで 2方向以上から撮影した。フイル

ムは,3511mは カラーと白黒,ブローニー判・ 4× 5イ ンチ判はカラースライドと白黒を使用 した。遺

構の平面図作成には空中写真測量を利用し,ヘ リコプターを使用した。また,空中写真測量のために

残した畦等をはずして,遺構の完掘を確認するなどの補足作業を行った。

B 調査 の経過

調査は平成12年度に,調査員 3名 2班の体制で行った。試掘調査の結果から表上の薄い黒河尺目遺

跡については一部表土除去も人力で行うこととなったため,黒河尺目遺跡から調査に入った。

黒河尺目遺跡は調査前の現況が畑地及び果樹園であつたため包含層が削平を受けており,表土直下

が遺構検出面となった。このため表土除去の際には既に縄文から中世の遺物・遺構が露わになってお

り,時期別に遺構を検出することは困難であった。比較的,削平の影響が少なかった調査区中央部で

のみ上層 (古代 。中世)と 下層 (縄文時代)の遺構を分離することができ,上層の調査終了後,下層

の調査に入った。調査面積は4,940∬ ,調査期間は7月 17日 ～12月 21日 である。
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2 調査経過

黒河中老田遺跡は古墳時代 と古代の 2時期の遺構が検出されたが,遺構の重複が激 しく,湧水 もあ

ったため,時期別に検出することは困難であった。なお,古墳時代の遺構 は他遺跡 との比較か ら粘土

採掘坑群 と判断 したため,空中写真測量終了後に数基を人力で断ち割 り,土坑の下部構造の確認を行

った。調査面積は3,292∬ ,調査期間は 7月 31日 ～12月 22日 である。

第 2表 調査一覧

C 調査体制

総  括  桃野真晃 埋蔵文化財調査事務所所長

肥田啓章 埋蔵文化財調査事務所副所長

上野 章 埋蔵文化財調査事務所副所長

総  務  竹中慎一 埋蔵文化財調査事務所総務課課長補佐

江本裕一 埋蔵文化財調査事務所主事

調査総括  池野正男 埋蔵文化財調査事務所調査第一課長

調 査 員  三島道子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

上田尚美 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

戸谷邦隆 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

D 現地説明会

発掘調査の結果を広く一般に公開するために,調査行程を検討しながら対象地区を選定して現地説

明会を実施した。

平成12(2000)年 10月 16日  開催案内

10月 22日 黒河尺目遺跡を会場に,古代から中世の掘立柱建物群等を公開した。

現地には約120名 の見学者が訪れ,配付資料に基づく全体説明の後,自 由に見学した。古代の倉庫群

の柱穴には柱の模型を設置し,その他の掘立柱建物はテープで地表に表示した他,主要な遺構には調

査員と解説パネルを配置して質問などに対応した。また,会場内に出土遺物や写真パネルを展示して,

調査状況を公開した。

貧 豚 箔 調査期間 廷 べ 日数 杏面 積 調査 担 当者 検 出遺 構 出土 遺 物

黒1可尺 目

古代・中世 平成12年 7月 17日 ～■月15日 61日

20日

4,940∬

三島道子
上田尚美
戸谷邦隆

掘立柱建物

井戸・土坑

粘土採掘坑

須恵器・土師器・珠洲・青

磁・白磁・灰釉陶器・瀬戸

美濃・越中瀬戸・唐津・土

製品・石製品 '金属製品

縄文土器・土偶・土製品・

石製品縄  文 平成12年 11月 16日 ～12月 21日

黒河中老田 古墳・古代 平成12年 7月 31日 ～12月 22日 3.292r正
溝・粘土採掘坑・

土坑・井戸

須恵器・土師器・縄文土器・

青磁・白磁・土製品 。木製

品・石製品・金属製品

遺構の解説 出土遺物の展示解説
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E 整理の経過

出土遺物は平成12年度内に可能な限り洗浄・注記・分類を行った。木製品・石製品・金属製品はメ

モ写真を撮影し,整理台帳を作成した。木製品は収納・管理の便宜を図るためオートシーラーと専用

フイルムを用いてパックし,仮保管している。調査概要については『埋蔵文化財年報』(12),F埋蔵

文化財調査概要―平成12年度―どとして刊行している。

報告書刊行に向けての本格的な整理は,平成15年 4月 に開始した。15年度に遺物の分類・接合・復

原・実測・写真撮影及び挿図・写真図版の作成,遺構の挿図作成,原稿執筆を行い,16年度に編集 ,

印刷を行った。

遺物の実測は土器・陶磁器・木製品を調査員及び整理作業員が行い,石製品・金属製品については

業者委託による写真実測で行った。実測図は種類別の遺物カードに直接書き込むか貼り込んで整理し

た。遺構の実測図・写真・空中写真測量図は各台帳を作成して整理し,遺構カードとともにパーソナ

ルコンピュータを使用してデータ入力した。挿図にある遺構 。遺物のデータは観察表として報告書に

掲載した。データ入力は人材派遣会社に委託し,調査員が補足した。

遺物の写真撮影は業者委託し, 4× 5イ ンチ判を基本に白黒とカラースライドフイルムを使用して

撮影した。写真図版には密着焼付または引き伸ばしたものを使用した。遺構写真・遺物写真のうち重

要なものはプロフォトcD化 して保存した。

自然科学的分析は専門機関に委託し,結果報告を掲載した。

木製品のうち重要なものについては,平成13年度から平成15年度にかけて元興寺文化財研究所に委

託して保存処理を行った。

F 整理体 制

平成15(2003)年度

総  括  桃野真晃

関  清

盛田世津子

総  務  竹中慎一

広田英貴

整理総括  宮田進一

担  当  金三津道子

平成16(20側)年度

総  括  桃野真晃

関  清

盛田世津子

総  務  竹中慎一

広田英貴

岩田扶紀

整理総括  宮田進一

担  当  新宅 茜

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所総務課課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所総務課課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

坦蔵文化財調査事務所調査第二課課長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

(金三津道子)



第Ⅱ章 立地と歴史的環境

1 立 地

富山県は本州のほぼ中央に位置しており,東を北アルプスに,西を両白山地及び西部丘陵に,南を

飛騨高地に囲まれ,北は富山湾に面している。飛騨高地から北側に連なる音川山地,呉羽丘陵は県中

央部に突出し,県を東西に三分している。小杉町は,富山県の中央部に位置し,東は富山市,南は婦

中町 。砺波市 。高岡市,西は大門町・大島町,北は新湊市・下村に隣接している。町域は南北に長い

精円形を呈しており,南部の射水丘陵と北部の射水平野から形成され,その比率は4:6である。

射水丘陵は呉羽丘陵の南西部から西方に緩やかに伸びる丘陵で,地質は新生代第三紀の青井谷泥岩

層を基盤とし,その上層には礫と砂泥からなる日ノ宮互層と太閤山火砕岩層が堆積している。太閤山

火砕岩層の風化土は良質の粘土となり,古 くから窯業を支えた大きな要因の一つである。射水丘陵と

呉羽丘陵に挟まれた凹地には,鍛冶川を中心とする扇形の地形があり,堆積物から神通川の旧扇状地

とされている。また,丘陵は鍛冶川・下条川やその支流によって樹枝状に刻まれ,谷間には池・堤・

堰等とよばれる農業用水が点在する起伏に富んだ地形となっている。

北側に広がる射水平野は,東の神通川と西の庄川に挟まれた東西約llkm,南北約 7 kmの低湿地帯で

ある。縄文時代前期の縄文海進の頃は平野部の大半が海中に没しており,その後の気温低下に伴う海

退によって,砂丘と後背湿地が形成された。この後背湿地の内陸部では埋積が進み上部泥層が堆積す

るが,この過程で蛇行した河川の流れが澱み,不湖 (フ ゴ)。 泳 (ア ラワ)と よばれる沼沢地を形成

した。これらの沼沢地等に泥炭が堆積して,現在の射水平野が形成されたが,海岸線一帯に埋積され

ずに残ったのが放生津潟 (現富山新港)である。

黒河尺目遺跡,黒河中老田遺跡の両遺跡は射水郡小杉町黒河地内に所在する。黒河尺目遺跡は南北

に長い遺跡で,黒河中老田遺跡はその北側に接している。両遺跡は射水丘陵の北端に位置し,神通川

の旧扇状地面に点在する微高地上から北側の低地部にむかって広がる。標高は6m～ 8mを測る。

2 歴史的環境

黒河尺目遺跡,黒河中老田遺跡周辺の射水丘陵一帯は,県下でも有数の遺跡集中地域で,旧石器か

ら近世に至るまでの多 くの遺跡が知られている。ここでは時代を追って主な遺跡を紹介していく。

旧石器時代には,丘陵部で約20ヶ 所の散布地が確認されている。黒河尺目遺跡 (1),新造池A遺

跡 (55)な どで遺物が採集されている。

縄文時代は,早期では椎土遺跡 (29),南太閤山 I遺跡が確認されている。前期には縄文海進がピ

ークを迎え,海抜 5m付近まで海中に没 していたとされ,遺跡の所在する黒河周辺は丘陵を背に日前

まで海が迫っていたと考えられる。中期は縄文時代の遺跡中最も多 くの遺跡が確認されており,大半

は丘陵部に位置する。中期は気温の低下によって海退がおこり,平野部の陸地化が進むが,ま だ湿地

帯が広がっていたと考えられ,黒河尺 目遺跡,塚腰貝坪遺跡 (3),白石遺跡等があるが,住居跡や

炉跡等の生活の痕跡を残す遺構は検出されていない。現在の水田面下数十cmに は芦や章等の植物の腐

植上が堆積 していることからも,かつては湿原であつたことが伺える。晩期には現在とさほど変わら

ないところまで陸地化が進み,平野部でも遺跡が確認されている。黒河中老田追跡の北約 l kmの針原
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東遺跡 (9)では溝底か ら晩期の遺物が出上 している。

弥生時代は現在までのところ,前期の遺跡は確認されていない。中期以降は縄文時代と異なり平野

部で遺跡が確認されるようになり,射水平野での稲作開始の時期とされている。後期から古墳時代前

期にかけては遺跡が急激に増え,平野での水田開発が急速に行われたものと考えられる。集落遺跡で

は平野部にHS-04遺跡 (11),戸破若宮遺跡 (12),小杉伊勢領遺跡 (15),丘陵縁辺に県指定史跡

の中山南遺跡 (20)な どがある。囲山遺跡 (25),南 太閤山 I遺跡では方形周溝墓が確認されている。

古墳時代は,呉羽丘陵から射水丘陵にかかる丘陵部は県内でも有数の古墳密集地帯である。一ツ山

古墳群 (18),ニツ山古墳群 (19),下条川流域には変電所西古墳,五歩一古墳など多 くの古墳が造営

され,安定した生活基盤がある程度確立されていたものと考えられる。同時期の集落遺跡としては北

野遺跡 (28)な どがある。

古代には最も多 くの遺跡が確認されており,なかでも丘陵のほぼ全域に渡 り須恵器窯・製鉄炉・炭

窯などの生産遺跡が存在 し,古代における一大コンビナー ト地帯として知られている。生産遺跡は北

は大門町水戸田・小杉町黒1可,南は富山市平岡,西は砺波市福山,東は富山市呉羽から古沢にかけて

の東西約13km,南北約12kmに 渡る範囲でみられる。黒河は生産遺跡の北端に位置してお り,黒河の南

西約 l kmの丘陵上には製鉄炉・炭窯跡からなる太閤山ランド内遺跡群 (27。 47～49他),さ らにその

西方には下条川の谷を隔てて,須恵器窯跡を中心とする小杉流通業務団地内遺跡群などがある。これ

らの生産遺跡で生産された物資は神楽川・下条川・鍛冶川などの舟運を利用して,放生津潟から海岸

を通 り高岡市伏木にあったとされる越中国府へ逗ばれていたと考えられている。

古代末から中世にかけての射水丘陵一帯は在地領主層による国衡領支配が展開される一方で,平野

部では荘園形成が進み,京都下鴨神社領倉垣荘などが設立され,黒河も同荘に属していた。鎌倉時代

には遺跡周辺の黒河は鍛冶川の舟逗を通じて守護所放生津 と深 く結びついていたが,国衡領の黒河保

に属 し,守護支配の要地でもあった。中世期の遺跡には二重に掘 りを巡らせた方形館遺構の見つかっ

た針原東遺跡 (9),白石遺跡,鷲塚村中遺跡などの遺跡があり,河川の舟通を通 じて運び込まれた

中国製陶磁器や瀬戸・美濃などの国産陶磁器等の遺物が出土している。

中世末には射水平野の開発が進み,丘陵部 (山麓部)一帯の谷からの用水路開削や溜池灌1跳施設の

設立等の水利施設の整備により安定 した耕地となったのは,16世紀末から17世紀初頭頃と考えられて

いる。その後,新田開発は近世 。近代と引き継がれ現在に至っている。

江戸時代 (近世)に は守山と富山を結ぶ初期北陸道の道筋として黒河を記載した絵図が作 られてお

り,寛文年間 (1661～ 1672)に 北陸道の道筋が変わり,脇道になった後も越中の重要都市として,高

岡 。富山・放生津 。城端とならび黒河の名がみられる。黒河には初期北陸道の一里塚が置かれ,放生

津と飛騨を結ぶ飛騨道の分岐点でもあったことからも,中世・近世を通じ交通の要衝の地として栄え

ていた と思 われ る。

参考文献

楠瀬 勝 1997 F小杉町史 通史編』小杉町役場

富山県教育委員会 1980 『富山県歴史の道調査報告書 北陸街道』

(金三津道子)
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No 遺 跡 名 所 在  地 種  類 時 期 文  献 備  考

ユ 黒河尺 目遺跡 小杉町黒河字尺 目 集落、散布地 旧石器 縄文 古代 (奈良 平安)・

中世・近世

3,4,10,14,16,17,24

36,37

2 黒河中老田遺跡 小杉町黒河、富山市 散布地 古代 (余良・平安 )。 中世 (鎌倉・室

町)

3,5,17

3 塚越貝坪遺跡 小杉町塚越字貝坪、中老田新 散布地、生産 (製 鉄 ) 縄文 (中 )古 代 (奈 良 平安 )。 中

世 (鎌倉・室町)

3,10,30,38

4 畑総No15遺 跡 小杉町中老日、黒河新 散布地 古代 (奈良 平安)中 世 (鎌倉・室

町)

33738

5 中老 田 Ⅱ遺跡 富山市中老田 散布地 縄文・古代 (奈良 。平安)中 世 (鎌

倉・室町)

6 中老田V遺跡 富山市中老田 散布地 縄文 (中 ・後)・ 古墳 古代 (奈良

平安 )

7 中差田Ⅵ遺跡 富山市 中老 田 散布地 古代 (奈良・平安)中 世 (鎌倉・室

町)

8 針原西遺跡 小杉 町戸破 字針原 散布地 弥生・古墳・古代 (奈良) 3,39

9 針原東遺跡 小杉町戸破字針原、富山市 散布地 縄文 (晩)・ 弥生 (後 )・ 古代 (奈良・

平安)。 中世 (鎌倉・室町)

10,11,15

西二俣遺跡 冨山市西二俣 散布地 弥生・古代 (奈良・平安)・ 中世 (鎌

倉・室町)。 近世

HS-04遺 Lth 小杉町大江、白石、戸破字神田 集 洛 、 紋 布 地 縄文 弥生 (刑 ・古墳 ⑫ )・ 古代 僚

良・平安 )。 中世 (鎌倉・室町)・ 近

世

2,3,32,35,3637

12 戸破若宮遺跡 小杉町戸破字若宮 散布地 縄文・弥生 古代 (余良・平安)。 中

世 (鎌倉・室町)。 近世

11,12

13 HS-03遺跡 小杉町三ヶ、大島町、大門町 散布地 古代 (奈良 ,平安)。 中世 (鎌倉・室

町)。 近世 (安土桃山 江戸)

変宕遺跡 小杉町愛宕 散布地 古代 (奈良・平安 ) 35,36.37

15 小杉伊勢領遺跡 小杉町三ヶ字中吉原 散布地 縄文 弥生・古代 (奈良・平安)。 近

世

3,10,11,13.31,32,

36

昭和 33年 町指定史跡

加茂社遺跡 小杉町三ヶ、戸破字加茂社 字

加茂

弥生後集落、苗代集

落

弥生 古墳前 ?・ 古代 (平安)中 世

(鎌倉・室町)・ 近世

17 三谷遺跡 小杉町黒 1可新 散布地 旧石器 弥生・古墳・古代 (奈良)

中世 (鎌倉・室町)

一ツ山古墳群 小杉 町黒汀新 墓・古墳 弥生 古墳 古代 (奈良) 25,36

ニ ツ山首墳群 小杉町黒河、太閤町 古墳 吉墳

中山南遺跡 小杉町黒河 集 落 弥生 2628 昭和 50年県指定史跡

中山中遺跡 小杉 町黒河 散布地 旧石器・縄文 弥生・古墳・古代 (奈

良)

9,18,19,31 昭和33年 町指定史跡

中山北A遺跡 小杉 町黒河 散布地 古墳 (初 )

中山北 B遺跡 小杉町戸破字元町 散布地 古墳 10,35

囲山東遺跡 小杉町大閤山人丁 目 生産 (製鉄 ) 古代 (奈良)

囲山遺跡 小杉町大閤出入丁 目 散布地、墓 縄文 (前 )・ 弥生 (後 ) 平成 5年町指定史跡

日の冨城跡 小杉町下条字 日の宮 城錐 中世 (鎌倉 `室町) 昭和33年 町指定史跡

太閤山ランド内No21遺 跡 小杉町平野 集落、生産 旧石器・古墳 (飛鳥・白鳳)古 代 (奈

良)。 中世 (鎌倉・室町)。 近世

28 北野遺跡 小杉町北野 散布地、生産 (製鉄 ) 旧石器・縄文・古墳・古代 (奈 良・

平安)。 中世 (鎌倉 室町)。 近世

29 椎土遺跡 小杉 町椎土 散布地、生産 (製鉄 ) 旧石器 縄文・古代 (余良 平安 )

中世 (鎌倉・室町)

東山Ⅱ遺跡 小杉町黒河字東山・字金屎 散布地、生産 (製鉄 ) 縄文 古墳 古代 (奈良 ) 10,11.21,22.32,33

東山 I遺跡 小杉町黒河字東山 生産 (製鉄 ) 古代 (奈良 )

黒河新遺跡 小杉町黒河 散布地 縄文 古代 (奈良・平安 )

黒河竹山遺跡 小杉 町黒 i可字竹 山 散布地 縄文・古代 (奈良 平安 )

黒河西 山遺跡 小杉町黒河新 散布地、生産 (製鉄 ) 古代 (奈良 平安)・ 近世 1,10,11

黒河新 I遺跡 小杉町黒河新 散布地、生産 (製鉄 ) 古代 (奈良・平安)近 世

黒河遺跡 小 ///町黒河 散布地 下明 3

黒河南遺跡 小杉町黒河字尺 目 散布地 縄文・弥生・古代 (奈良・平安)。 中

世 (鎌倉 室町)・ 近世

黒河尺 目西遺跡 小杉町黒河 散布地 古代 (奈良 ,平安)中 世 (鎌倉・室

町)

表野遺跡 小杉町黒河新字表野 集落、生産 (製鉄 ) 旧石器 縄文・古代 (奈良) 3,11,21,32

40 畑総No23遺 跡 小杉町塚越 散布地 古代 (奈良 平安 )

畑総No24遺 跡 小杉町塚越 散布地 縄文・古代 (奈良・平安 )

鬱 塚越 A遺跡 小杉 町塚越 生産 (製 鉄 ) 弥生・古代 (奈 良)

塚越大沢遺跡 小杉町塚越 生産 (製 鉄 ) 古代 (奈良・平安 ) 1037
坐 畑総No16遺 跡 小杉町中老田新 散布地 古代 (奈良・平安 )

黒河新三十三塚 小杉町黒河字光明寺馬渡 その他 近 世 昭和33年 町指定史跡

畑総配 17遺跡 小杉町中老田新 散布地 古代 (奈良・平安)中 世 (鎌倉 室

町)

3

太閤山ランド内No19遺 跡 小杉町山本新 (土代 )、 富山市 集落 旧石器・縄文 (前 )・ 古代 (奈 良)

石太郎 C遺跡 小杉町黒河 (土代字石太郎 ) 散布地、生産 (製鉄 ) 旧石器 古代 (奈良)

太閤山ランド内NQ26遺 跡 小杉 町山本新 (土代 ) 散布地、生産 (製鉄 ) 旧石器・縄文・古代 (奈良・平安 )

赤坂遺跡 小杉町黒河、入会地字赤坂 生産 (製 鉄 ) 古代 (平安 )

赤坂 E遺跡 小杉町入会地字赤坂、富山市 生産 (製鉄 ) 古代 (奈良・平安 )

赤坂 C遺跡 小杉 町平野 生 産 (窯  製鉄 ) 古代 (奈良・平安 )

天池 C遺跡 小杉町入会地字天池 生産 (窯  製鉄) 古墳 古代 (奈良・平安 ) 113132
天池AttLth 小杉町南太閣山 生産 (窯 ) 古代 (奈良)

新造池A遺跡 小杉 町黒河 散布地、集落 旧石器 縄文 (中 )・ 古代 (奈良)

第 3表 遺跡地名一覧
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文献

1 池野正男・宮田進―・原田義範 1989 『黒河西山遺跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

2 稲垣尚美 1999 『HS-04遣跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

3 稲垣尚美 2000 F小杉町埋蔵文化財発掘調査一覧 1999年 度』小杉町教育委員会

4 稲垣尚美 。中村恭子・田所人志 2002 『黒河尺目遺跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

5 稲垣尚美・上生朗治・小村正之 2002 「黒河 。中老田遺跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

6 上野 章・宮田進―・橋本正春・岸本雅敏・山本正敏 1983 F/1ヽ 杉流通業務団地内遺跡群 第 5次緊急発掘調査概要』

富山県教育委員会

7 上野 章・岸本雅敏・関 清・斎藤 隆 1985 F小杉流通業務団地内遺跡群 第 7次緊急発掘調査概要』富山県教育委員会

8 上野 章・池野正男・関 清・松島吉信 1986 『小杉流通業務団地内遺跡群 第 8次緊急発掘調査概要』富山県教育委員会

9 上野 章・原田義範・納谷守幸 1991 F/1ヽ杉町中山中遺跡発掘調査概要』小杉町教育委員会

10 上野 章・原田義範 1991 『小杉町埋蔵文化財発掘調査一覧 1990年度』小杉町教育委員会

ユ 上野 章・原田義範 1992 『小杉町埋蔵文化財発掘FJH査一覧 1991年度』小杉町教育委員会

12 上野 章 1992 『4ヽ杉町戸破若宮遺跡発掘調査概要』小杉町教育委員会

13 上野 章・原田義範 1992 「/1ヽ杉町伊勢領遺跡発掘調査概要J小杉町教育委員会

14 上野 章・原田義範 1992 『小杉町黒河尺目遺跡発掘調査概要』小杉町教育委員会

15 上野 章・原田義範 。稲垣尚美・桐谷 優 1994 F/1ヽ杉町針原東遺跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

16 岸本雅敏・関 清 1987 「都市計画街路七美・太閤山・高岡線内遺跡群発掘調査概要 (5)』 富山県教育委員会

17 財団法人富山県文化振興財団 2001 『坦蔵文化財調査概要 平成12年度』

18 財団法人富山県文化振興財団 2002 『富山県小杉町中山中遺跡発掘調査レポートJ

19 財団法人富山県文化振興財団 2003 「勅使塚古墳・永代遺跡・安居窯跡群・中山中遺跡発掘調査報告』

20 酒井重洋・島田修- 1989 『小杉流通業務団地内遺跡群 第 9次発掘調査概要』富山県坦蔵文化財センター

21 関 清・池野正男・神保孝造・宮田進―・斎藤 隆 1983 『都市計画衡路七美・太閣山・高岡線内遺跡群発掘調査概要』

富山県教育委員会

22 関 清・山本正敏・久々忠義 1983 『県民公園太間山ランド内遺跡群調査報告 (2)』 富山県教育委員会

23 関 清・山本正敏・酒井重洋・島田修―・北川美佐子 1987 F富 山県小杉町 北野遺跡・椎土遺跡緊急発掘調査概要J

小杉町教育委員会

24 関 清・安念幹倫 1988 『都市計画行路七美・太閤山・高岡線内遺跡群発掘調査概要 (6)』 富山県教育委員会

25 関 清・酒井重洋 1989 『三谷遺跡・―ツ山古墳群』富山県坦蔵文化財センター

26 富山県教育委員会 1965 「太閤山遺跡調査報告書 (上 )』

27 富山県教育委員会 1970 「小杉町四山遺跡緊急発掘調査報告』

28 富山県教育委員会 1971 「/1ヽ杉町中山南遺跡調査報告書』

29 富山県埋蔵文化財センター 1992 『古沢バイパス関連遺跡発掘調査報告 中老田C遺跡・塚越A遺跡』

30 原田義範・納谷守幸 1989 『塚越貝坪遺跡・塚越大沢Ⅱ遺跡発掘調査概要』小杉町教育委員会

31 原田義範・稲垣尚美 1993 『小杉町埋蔵文化財発掘調査一覧 1992年度』小杉町教育委員会

32 原田義範・稲垣尚美 1994 『小杉町坦蔵文化財発掘調査一覧 1993年 度』小杉町教育委員会

33 原田義範・肥田順- 1995 F小杉町東山Ⅱ遺跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

34 原田義範・稲垣尚美 1996 「赤坂遺跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

35 原田義範・稲垣尚美 1997 F/1ヽ杉町埋蔵文化財発掘調査一覧 1996年度J小杉町教育委員会

36 原田義範・稲垣尚美 1998 F/1ヽ杉町坦蔵文化財発掘調査一覧 ユ997年 度』小杉町教育委員会

37 原田義範・稲垣尚美 1999 F/1ヽ杉町埋蔵文化財発掘調査一覧 1998年 度』小杉町教育委員会

38 原田義範 2000 『塚越貝坪遺跡,畑総h15遺跡発掘調査概要』小杉町教育委員会

39 原田義範・宮塚義人 2002 『針原西遺跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

=2



第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

1 遺跡の概要

A 概要

黒河尺 目遺跡は南北に長い遺跡で,調査区はその北端に位置している。黒河中老田遺跡とは地続き

で,便宜上雰川を境として南側を黒河尺目遺跡とした。調査区は射水丘陵が舌状に延びた部分と平野

が接する地点にあり,調査区北側に落差0.6mほ どの段差がある。標高は段下で6.2m～ 5,6m,段上で

7.6m～ 6.5mを測 り,遺構の大半はこの段上で確認 している。遺構の時期は縄文時代及び古代 。中世

があり,以下,各時代の様オロをまとめて記述する。なお,遺物は遺構出土であっても混入と判断され

るものについては包含層扱いとし,各遺物の該当する時代の項で扱うものとする。

縄文時代 調査区は近年まで畑地及び果樹園であったため,包含層が削平を受けており, I層直下

で既に縄文～中世の遺物・遺構が露わになっていた。このため時期別に検出することは困難であった

が,比較的削平の影響が少なかった調査区中央部から北側にかけてのみ,分離して検出した。縄文時

代の遺構は土坑46基を検出した。粘土採掘坑と考えられる土坑は 7群36基あり,こ れは複数の上坑が

激しく重複 したもので,既存の穴を壊 しながら掘 り広げたものと考えられる。出土遺物は縄文中期中

葉から晩期までのものがみられ,中期後葉を主体としている。

古代・中世 調査区北側の段差の上を中心に掘立柱建物44棟・柵 5条・溝15条 ・井戸14基・土坑

920基 を検出した。掘立柱建物は重複関係などから最低 6時期が考えられ,古代から中世前半にかけ

ての断続的な集落であったと思われる。遺構は南側で散漫になり,東西方向の溝を挟んでほとんどみ

られなくなる。出土遺物は 8世紀～ 9世紀代,10世紀代,11世紀末～12世紀,12世紀末～14世紀,15

世紀以降と古代から中世にかけてのものがみられるが, 8世紀後半～ 9世紀前半と12世紀後半～13世

紀にかけてのものが量的には多 く,主体はこの二時期にあると思われる。

B 土層

基本層序は I層 :耕作土, Ⅱ層 :黒色粘質土～シル ト (遺物包含層),Ⅲ a層 :褐色シル ト,Ⅲ b

層 :灰責色粘質土,Ⅳ層 :褐色粘土～シル ト・灰白色粘土 (遺構検出面)と なる。Ⅱ層は調査区中央

部以南は削平により消失している。Ⅲa層 は北側で部分的に確認でき,南側は削平のため不明である。

Ⅲb層 は段差下のみに堆積する。Ⅲa層 は本来の古代 。中世の遺構検出面にあたると思われる。縄文

時代の遺構は,Ⅲ a層が確認できた部分のみ古代 。中世の遺構 と分離して検出した。 (金三津道子)

遺構検出面→

第 6図 黒河尺目遺跡基本層序模式図
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2 遺構・遺物

2.遺構 。遺物

A 縄支時代

遺構はⅢa層の残存状況が良い調査区北半部を中心に確認した。但し,大半の遺構は後世の削平等

によって上部が消失したとみられ,底部だけが痕跡を留めるに過ぎないものも存在する。遺構の種類

は土坑のみであるが,こ のうち粘土採掘坑とみられる,複数の土坑が激しく重複した遺構については,

略号にSXを使用したものもある。

遺物には縄文土器,土製品,石製品がある。遺構からは完形品や接合可能なものが多く出上した。

時期は中期後葉 (串田新 I～ Ⅱ式)が量的に圧倒しており,中期前葉～中葉,後期前葉が少量混在し

ている。また単発的に晩期も出上している。攪舌しのため,遺物はI層直下から既に出土しており,上

層遺構にも細片が多く混入している。本稿では,上層遺構に混入したと思われる遺物を包含層出土と

包括して記述する。

土坑

9号土坑 (SX9,第 7・ 15。 26図 ,図版18・ 23・ 52)

中央束寄りに位置する。長軸5,44m,短軸3.44m,深 さ0.84mを測る不整形の上坑である。検出段階

では一つの土坑と考えていたが,掘 り進めていく段階で大小さまざまな土坑の集合体であることが判

明した。底部の凹凸から,窪みのそれぞれが粘土採掘の採掘坑と考えられるが,その前後関係は不明

確である。埋上をみると,底面付近で層序が乱れる傾向があり,人為的な埋め戻しが行われたと考え

られる。遺物は縄文土器 (1～20),上師器,須恵器,羽口,打製石斧 (240～ 242),叩石がある。縄

文土器は小片が多く,中期中葉～後期前葉に比定される。 1は波状口縁の波頂部で,内面には沈線を

引く。 5・ 6は貼付隆帯上に貝殻腹縁による押圧がみられる。 7は口縁部下にS字状文が描かれる。

2・ 3・ 12・ 13・ 15は後期前葉 (気屋式)と みられる。18は底部に木葉状圧痕,20はスダレ状圧痕が

ある。

138号土坑 (S K 138,第 8図 )

縄文時代の遺構の中では最も南に位置する円形の上坑である。長径0,46m,短径0.44m,深 さ0120m

を測る。埋土中位から縄文土器が出土している。

262号土坑 (S K262,第 8・ 15図,図版 6。 20・ 24)

中央から南寄りに位置する円形の土坑である。長径0.39m,短径0.31m,深 さ0.06mを 測るが,遺構

上部は後世に削平された可能性が高い。土坑の底からは晩期中葉 (中屋式)に比定される縄文土器

(21)が潰れた状態で出上しており,今回の調査で唯一晩期の遺構である。

326号土坑 (S K326,第 15図,図版20)

中央からやや南寄りに位置する円形の上坑である。長径1.22m,短径 lm,深さ0.25mを測る。縄

文土器 (23)が出土している。平縁の口縁部に幅広の沈線が引かれ,底部には網代圧痕がみられる。

中期後葉に属する。

360号土坑 (S X360,第 8・ 16図,図版 6。 23)

中央東端に位置し,調査区外へ続く。長軸1.6m,深さ0.73mを測る不整形の土坑集合体で,粘土採

掘坑と考えられる。遺構に立木の根が入り込んでいたため,埋土は攪乱している部分がある。遺物は

縄文土器 (24～32),土師器,須恵器,青磁,叩石,剥片がある。29。 32は 中期前葉 (新保 。新崎式),

27。 28は後期前葉,それ以外は中期後葉に属する。
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第 7図 遺構実測図
SX9

1 10YR3/2 黒褐色シルト(loYR4/4 褐色シルト3%炭化物3%混 )

2 10YR2/2 黒橙色粘質シルト(炭化物8%混 )

3 10YR3/2 黒褐缶シルト(25Y7つ  灰黄色シルトlo%iOVR4/4 褐色シルト10%カ ック状に混)

4■5YR4/3 暗オリーブ色ンルト(10YR2/2 黒褐色ンルト3%混 )

510V酪/2 黒褐色粘資シルト(25Y7/2 灰黄色シルト1%混)

6 iOYR4/8 1こ ぶい黄褐色シルト(10Y鬱? 黒協色シルト3%混 )

7 10YR3/2 黒褐色粘質シルト(25Y7/2 灰責色シルト8%炭イヒ物ユ%混 )
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2 遺構 。遺物

か⑤斎
' か⑥淳

■80m

け
攣” 4

SK138

SX360
1 iOYR2/2 黒褐色ンルト(炭化物3%混 )

2ユOYR3/8 暗褐色シルト

aユ叫 R2/2 黒褐色シルト
4 10YR2/2 黒褐色砂質シルト(2韓■2 灰黄色シルト3%混 )

,ユいrR3/3 暗褐色シルト(25Y4/3 オリーブ禍色ンルトプロック状に混)

6 10YR4/1 福灰色シ,レト(25Y″ 2 灰黄色ンルト20%炭化物3笏混)

710Y点 9/2 黒禍色シルト(炭イヒ物9%混 )

Xl～ 3は縦乱

740m

SK411
1 10YR3/2 黒2B色 シルト

第 8図 遺構実測図
1.SK138 2.SK138遺物出土状況
8。 SK592

′δ

1 10YR3/2 黒褐色シルト(IOYR4/4 褐色カレト3%炭イヒ物10%混 )

o               l:40               2m

3,SK262 4.SK262遺物出土状況 5。 SX360 6.SK■ 1 7.SK411遺 物出土状況



第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

364号土坑 (S X364,第 9・ 16・ 17図,図版 6。 20。 24。 32)

中央西端の調査区境界に位置する。長軸1.35m,深 さ0.4mを測る不整形の土坑である。遺物は埋土

中位から縄文土器 (33～ 54),円板状土製品 (55)が まとまって出土し,33,34はほぼ完形に復原で

きた。33に は補修孔がある。口縁部に沈線を巡らせ,体部は縦方向に櫛状工具による条線を施す。底

部には粘土接合痕,ナデが残る。34は朝顔形に体部が開く。39は波状口縁の波頂部で,細い隆帯上に

はヘラ状工具による刻み,体部には櫛状工具による条線を施す。441ま 口縁部内面に隆帯が只占り付けら

れる。47の沈線は半萩竹管による半隆起線文とみられ,中期中葉 (上山田・天神山式)に比定される。

55は ,土器片を円く打ち欠いたものと考えられ,表面に縄文が残る。

366号土坑 (S K366,第 10。 17図,図版 5。 25)

中央付近に位置し,後述する S K367～ S K369, S K384, S K385と 密集する。長径1.03m,短径

0,87m,深 さ0,35mを 測る楕円形の上坑で,切 り合いからS K367よ り古 く, S K369よ り新 しい。遺物

は縄文土器 (56～59)がある。57は 口縁部が緩 く外反し,沈線の間に列点を施す。中期後葉に属する。

367号土坑 (S K367,第 10。 17図,図版 5。 25)

S K366を 切 り, S K368に切られる。長径1.15m,短径0.78m,深 さ0.38mを 測る楕円形で,埋上に

はブロック状の褐色土が多 く混入する。遺物は中期後葉の縄文土器 (60)がある。

368号土坑 (S K368,第 10。 18。 31図 ,図版 5。 25。 52)

S K367を切る。長径不明,短径0.83m,深 さ0.26mの楕円形で,縄文土器 (61・ 62),打製石斧

(346)が出上している。62は 2本の隆帯上に貝殻腹縁による刻みがあり,その隆帯間は太い沈線を縦

引きする。中期後葉に属する。346は刃部に摩耗痕があり,使用痕分析の結果からは「掘 り棒」状に

装着された可能性が考えられる注1。

369号土坑 (S K369,第 10。 18図,図版 5・ 6。 21・ 25)

中央付近に密集する土坑群のうち最も規模が大きい土坑であるが,底面の凹凸から,粘土採掘坑の

集合体 と考えられる。長軸2.26m,深 さ0.61mの不整形で, S K367に切 られ, S K385を切る。遺物

は縄文土器 (63～82),土器片錘 (83),土師器,羽口がある。63は台付 きの深鉢である。波状口縁で,

波頂部にはU字状の落ち込みがある。胴部は算盤玉状に強 く張 り出し,底部にかけて屈曲する。体部

には縦方向,口縁帯や屈曲部,台 との境界には横方向の隆帯を貼 り巡らす。また胴部には,隆帯間に

4つの突起をもつ。台は四脚に開いた形状をもち,被熱している。こうした台付深外の類例は大杉谷

式に散見する注2。
64・ 66に は口唇部 4カ所に,内側への押さえがあるとみられる。67の底部にはかす

かにスダレ状圧痕,68に は網代圧痕がみられる。全て中期後葉に属する。83は 円く打ち欠いた土器片

に決 りが入る。

384号土坑 (S K384,第 10。 19図,図版25)

中央付近の土坑集中部にあり, S K385に切 られる。長軸不明,短軸1.4m,深さ0.3mの不整形な土

坑で,底部には凹凸がある。遺物は縄文土器 (84～ 90)がある。88の 口縁部では沈線間を列′点で充填

する。9oは葉脈状文を施す。全て中期後葉に属する。

385号土坑 (S K385,第 10図 )

S K 384を 切 り, S K369に切 られる。長軸0.82m,深 さ0.42mの不整形な土坑である。断面観察か

ら,底部は袋状に広がっていたと考えられる。遺物は縄文土器が出上している。

411号土坑 (S K411,第 8。 19図,図版 6・ 23)

中央西寄 りに位置する円形の土坑で,長径0.69m,短径0.59m,深 さ0,26mを 測る。埋土中位から出

′7



2 遺構 。遺物

1 75YR2/3 極暗褐色シルト

210Y点 3/2 黒褐色粘土 (10YR5/6 黄褐色粘土ユ0%混 )

ア

770m

半

SK492

SK485
ユ10Y烹 3/3 暗褐色シルト

(■
roYR4/4 褐色シルト20%炭イヒ物1%混 )

760m

5

SK492
ユ10YR3/2 黒褐色シルト

(25Y7/2 灰黄色シルト3%
炭イヒ物3%混)

ア60m

ユ:20               1m

第 9図 遺構実測図

SK484
1 10VR3/2 黒褐色シルト(炭イヒ功1%混 )

SK481
1 10YR3/2 黒褐色ンルト(炭イヒ物3%混 )

<

―o毎
域

6

SK493

1ユOYRe/2 黒褐色シルト
(10YR4/4 13色シルト3%混 )

ヱ∂

1.SX364 2,SX364遺物出土状況 3.SK484 4.SK485 5,SK492 6.SK493 7.SK481 8。 SK481遺 物出土状況



第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

SK366・ SK367・ SK368・ SK369

1 10YR3/1 黒褐色ンルト(10YR5/4 1こ ぷい黄獨色シルト10%混 )

210Y囀 /2 黒褐色シルト(炭イヒ物9%混 )

alびr聴/2 黒褐色シルト(10YR4/4 褐色シルト即%プロック状に混,炭イと物3%混 )

4 10YR2/2 黒褐色シルト(炭イヒ物3%混 )

;10YR2/2 黒禍色シルト(lo▼箪 ′4褐 色ン,外a%混 )

6 10YR4/1 褐灰色ンルト(loYお お 黄獨色シルト20%カ ック状に混)

7 10YR5/4 1こ がい黄禍色粘質シルト
a10YR3/2 黒褐色シ,ント(10YRFO/6 黄褐色シルト20%カック状に混)

α10YR2/2 黒褐色ンルト(炭イヒ物1%混 )

iO 10YR3/3 暗褐色シルト(10YR5/6 黄褐色ンルHO%混 )

11 10YR3/2 黒褐色シルト(炭化物3%滉 )

12 11YR3/3 暗褐色シルト(25Y7/2 灰費色ンルト3%炭イし物ュo%混 )

ュal∝rxta/8 暗褐色ンルト(lllYR5/6 黄禍色シルト」0%炭化物3%混 )

ユ4 10YR3″ 黒獨色ンルト
15 10VRン 4 にぷい責褐色シルト

SK384・ SK385

110Y砲/1 黒色シルト(炭化物3%混 )

2 10YR3/2 黒格色シルト(炭化物1%混 )

9 10YR3/3 暗召色シルト(10YR4/4 褐色シルト10%カ ック状に混)

4 10VRe/2 黒褐色シ,レ ト(SK3ω の8届に相当)

S illYR3お  暗褐色シルト(loYR4/4 褐色ンルトЮ%プロック状に混,SK869の8層 に相当)

α10Ⅵψ″ 黒褐色シルト(炭イヒ物3%混,SK369の8層に相当)

SK366・ SK367・ SK868
SK369'SK384・ SK385

4ォ
ゴ9

110Y鬱 ワ 黒褐色シルト(25Y″ 2 灰黄色シルト8%混 )

2 10YR3/1 黒褐色シルト(loYR44/4 褐色シルト10%混 )

3 10YR2/2 黒禍色ンルト(2577/2 灰黄色ンルト10%炭 イヒ物1%混 )

4 111YR2/2 黒福色粘質シルト(あ Y7/72 灰責色シルト3%混 )

a10YR4/3 1こ ぶい黄褐色シルト(25Y″ 2 灰黄色シルトЮ%混)

SK514
6 10YR2/2 黒褐色シルト(1び r簗74 PB色シルト1%炭化物1%混 )

SK51S
7 10YR3//2 黒褐色シルト(10YR4/4 褐色シルト20%混 )

&iOYR3/1 黒褐色ンルト(IOYR4/4 褐色シルト50%混 )

SK619・ SK514'SK515

2

第10図 遺構実測図

SK513・ SK514・ SK515

ヱθ



第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

土した縄文土器 (91)に は口唇部にも沈線が引かれる。中期後葉に属する。

481号土坑 (S K481,第 9。 19図,図版 6)

中央やや西に位置する不整形な土坑で,長軸1.02m,短軸0.93m,深 さ0.23mを測る。遺物は縄文土

器 (92～97)が大きな破片でまとまって出土した。92の体部は沈線による区画内を貝殻腹縁の施文で

充填する。94は底部にスダレ状圧痕,95に 1ま網代圧痕がみられる。全て中期後葉に属する。

484号土坑 (S K484,第 9図 )

S K481の西に位置する楕円形の土坑で,長径0.81m,短径0.54m,深さ0.33mを測る。縄文土器が

出上している。

485号土坑 (S K485,第 9図 )

S K484の西に位置する円形の上坑で,長径0.74m,短径0.62m,深さ0.42mを測る。縄文土器が出

土している。

492号土坑 (S K492,第 9図 )

S K485の北に位置する円形の土坑で,長径0。61m,短径0.51m,深さ0.47mを測る。縄文土器が出

土している。

493号土坑 (S K493,第 9図 )

S K492の 東に位置する楕円形の土坑で,長径0.82m,短径0.53m,深さ0.18mを測る。縄文土器が

出上している。

513号土坑 (S K513,第 10図 )

中央東寄 りに位置する不整形の上坑で, S K514・ S K515を 切る。長軸3.12m,短軸3.08m,深 さ

0.52mを 測る。底面には凹凸があり,粘土採掘坑の集合体 と考えられる。遺物は縄文土器,土師器 ,

須恵器,羽口,叩石,鉄津がある。上層遺構 との重複のため,混入 した遺物が多い。

514号土坑 (S K514,第 10図 )

中央東寄 りに位置する。 S K515を切 り, S K513に切 られるが,こ れらはまとめて一つの粘土採掘

坑の集合体と考えられる。長径1.69m,短径ユ.35m,深 さ0.23mの楕円形の上坑で,縄文土器,土師器

が出土している。

515号土坑 (S K515,第 10図 )

中央東寄 りに位置し, S K513・ S K514に切 られる。径0.72m,深 さ0.37mを 測る楕円形の上坑で,

縄文土器が出土している。

592号土坑 (S K592,第 8図 )

北西に位置する不整形な土坑で,長軸1.53m,短軸0.86m,深さ0。19mを測る。縄文土器が出上して

いる。

1035号土坑 (S X1035,第■・ 12・ 20図 ,図版20。 26)

北寄 りに位置する不整形な土坑で, S X l145。 S X l146と 併せて,粘土採掘坑集合体 と考えられる。

長軸2.24m,短軸2.34m,深さ0.6mを測る。複数の上坑が重複 しているが,粘土採掘の際,既存の採

掘坑をさらに縦横に掘 り進めた結果,底面の凹凸だけが残ったと考えられるため,平面上での切 り合

いは不明瞭であった。また採掘で生 じた不必要な土を仮置きしたり,短期間内で埋め戻 しを行ったと

みられ,断面観察からも土坑の識別は困難であった。遺物は縄文土器 (99～ 102)が出土 している。

99は 無文の浅鉢で,高台状の底部から体部が開き,日縁部が直立する。100の 口縁部には押さえがみ

られる。101は後期後葉の壺とみられ,混入と考えられる。102は 口縁部が緩 く外反する器形で,中期

2f



2 遺構・遺物

A

第11図 遺構実測図

SXl146

ν



第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

b

■30m

Zttm

SX4146
1 10YR3/2 黒鶴色シルト(炭イヒ物3%混 )

'10YR?/2 
黒褐色粘質シルト(10YR4/4 褐色シルト1%炭イヒ物5%混 )

8 iOYR3/2 黒禍色粘質シルト(loWR4/4 褐色シルト10%カ ック状に混)

4 10YR4/2 灰黄褐tシルト
5 10YR″ ワ 黒褐色シルト(loYR4/4 褐色シルト3%混 )

0 10YR3/3 暗褐色シルト(loYR4/4 褐色シルト3%炭化物3%混)

7 10YR3/2 黒褐色シルト(loYR6/6 切黄褐色シルト3%炭化物3%混)

&10YR3/2 黒褐色粘質シルト(10YR4/4 鶴色シルト5%炭化物8%混 )

α10YR3/2 黒褐色)レト(loYR4/4 網色シルト20%カック状に混)

iO IOYR2/2 黒褐色粘質シルト(lllYR4/4 褐色シルトユ%炭イヒ物1%混 )

11 10YR3/2 黒褐色ンルト(10YR4/4 褐色シルト10%混 )

12 10YR2/2 黒褐色ンルト(10YR6/6 明黄褐色シルト3%混 )

Ia 10YR3/1 黒褐色シルト(10YR4/4 褐色シルト3%混 )

14 10VR4/4 褐色シ″卜(v属 相当)

第12図 遺構実測図
1～6, SXl146

雰
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第Ш章 黒河尺 目遺跡

末の岩隣野式に多い。lol以外は中期後葉の範疇に収まる。

1145号土坑 (S X l145,第 11,12・ 20図 ,図版21。 26)

北寄 りに位置する不整形な土坑で, S X 1035の東に隣接する。長軸1,94m,短軸1.67m,深 さ0.52m

を測る。縄文土器 (103'104)が 出土 している。103は 台とみられるが,体部は不明である。中期後

葉か。lo41ま 中期中葉に属する。

1146号土坑 (S X l146,第 11・ 12・ 20。 26図 ,図版26・ 59)

北寄 りに位置する粘土採掘坑群の集合体である。長軸5.2m,短軸 4m,深 さ0.78mを測 り,複数の

上坑が著しく重複 している。縄文土器 (105～ 110),石錘 (244)が出土している。縄文土器は中期後

葉が主体であるが,中葉に属するものも一定量あり,継続的に採掘 していたか,ま た周辺に中葉の集

落が存在 した可能性が考えられる。106は波状口縁で,内面にも沈線がある。108は底部に網代圧痕が

みられる。107・ 109が中期中葉,それ以外は中期後葉に属する。

1523号土坑 (S X 1523,第 13。 20図 ,図版26)

北東端の調査区境界に位置する粘土採掘坑群の集合体である。この遺構 もまた,複数の土坑が著し

く重複したもので,後述するS K 1524'S K 1526'S K 1527は この土坑群に含まれる粘土採掘坑と考

える。規模は南北7.48m,深 さ0.88mを 測る。埋土の断面からは,土の混入 した痕跡が甚だしいこと

から,粘土採掘が活発に行われていたことが窺える。遺物は中期後葉の縄文土器 (111・ 112)がある。

1524号土坑 (S K1524,第 13・ 20図 ,図版26)

S X 1523に 含まれる。長軸0.65m,短軸1.08m,深 さ0.22mを 測る不整形な土坑だが,粘土採掘坑の

底部が残ったものとみてよい。遺物は中期後葉の縄文土器 (113・ 114)が出土している。

1526号土坑 (S K 1526,第 13・ 20・ 21図 ,図版 7・ 26・ 32)

S X 1523に 含まれる。長軸2.65m,短軸1.44m,深 さ0.5mを測る不整形な粘土採掘坑である。遺物

は縄文土器 (115～ 118・ 128)が出土している。115と 116は 同一個体の可能性があり,■5に 1ま穿孔が

ある。118が中期中葉,それ以外は中期後葉に属する。

1527号土坑 (S K 1527,第 13・ 20・ 21図 ,図版26。 32)

S X 1523に含まれる。長軸1.66m,短軸0。95m,深さ0.79mを 測る不整形な粘土採掘坑である。遺物

は縄文土器 (119～ 127・ 129。 130),円 板状土製品 (131)が出上している。122は縦方向の隆帯上に

刻みを施す。1291よ波状口縁で,内面に煤が付着する。120が中期前葉,それ以外は中期後葉に属する。

131は径約 3 cmで,表面には櫛状工具による細沈線文がみられる。

1528号土坑 (S X 1528,第 14・ 21～ 23。 26図 ,図版 7・ 21・ 22・ 27・ 28。 32・ 55)

北に位置する最も規模の大きな粘土採掘坑である。また立地から,こ の遺構は丘陵部の最北端に位

置するとみられる。長軸14.8m,短軸6,7m,深 さ0.84mを測 り,複数の採掘坑が激しく重複 したもの

で,埋土は複雑に混ざり合っている。こうした採掘坑の規模や形状は一様ではないが,概 して大きな

土坑は連続的に採掘した痕跡とみられることから,ひ とつひとつの採掘坑はさほど大きいものではな

いと考えられる。また特徴として,土坑の落ち際や掘削坑の底部など,わずかな平坦面で縄文土器が

一括に出土したことが挙げられる。こうした縄文土器 (132～ 134・ 138～201)の ほか,円板状土製品

(135～ 137),磨製石斧 (245)が 出土 している。土器は中期後葉がほとんどであるが,ご く少量なが

ら中期前葉～後期前葉のものが出土している。132は 口唇部に小波状の押さえがあり,口縁部には穿

孔がある。138は緩 く外反する口縁部に太い沈線が施される。139は筒状の胴部に沈線が描かれる。

141～ 145は深鉢の底部で,141。 142。 144に は網代圧痕,1431こ は木葉状圧痕,145に はスダレ状圧痕

必



2 遺構・遺物

がみられる。148は波状口縁の波頂部に,縦横両方向の把手がつく。1521ま波状口縁の波頂部で,U字

状の小さな落ち込みが二つある。167は 内湾する口縁に連続刺突を施す。195は木目状撚糸文,1961ま

格子目文を施す。201は有子L鍔付土器だが,欠損部が多 く形状は不明である。中期前葉が192・ 195・

196,中期中葉が147・ 169。 180。 181・ 194・ 197・ 201,そ れ以外は中期後葉に属する。245は小型で

蛇紋岩製である。

1529号土坑 (S K 1529,第 14・ 23・ 24・ 26図 ,図版21・ 29。 30・ 32・ 34・ 55)

S X 1528に 含まれる不整形な粘土採掘坑で,長軸 2m,短軸0,74m,深 さ0.52mを 測る。遺物は縄

文土器 (202～ 213・ 215。 216),土偶 (214),磨製石斧 (246),打製石斧 (247・ 248)が出土してい

る。202は 浅鉢で体部 と口縁部の境が強 く張 り出し,屈 曲部には面ができる。210は 蓮華文を施す。

212は底部に網代圧痕がある。2131ま 口唇部を内側に押さえている。216は葉脈状文を施す。中期前葉

が209。 210,中期中葉が208,そ れ以外は中期後葉に属する。214は土偶の腕部分とみられる。246は

上下端に袂 りがあり,石錘に転用された可能性がある。

1530号土坑 (S K 1530,第 14。 24図 ,図版 7・ 22)

S X 1528に 含まれる円形の粘土採掘坑で,長径1.9m,短径1.6m,深さ0.43mを測る。この土坑の

底部からは,土器が約 3個体,一括で出土した (217・ 218)。 217の 胴部には沈線が描かれ,区画内を

列点で埋める。218は ,被熟や剥離の痕跡および内面の形態などから台付鉢の脚部と考えられ,脚裾

部の隆帯にはヘラ状工具による刻みが全周する。中期後葉に属する。

1531号土坑 (S K 1531,第 14。 24図 ,図版28)

S X 1528に 含まれる円形の粘土採掘坑で,長径0.8m,短径0.74m,深さ0.39mを測る。遺物は縄文

土器 (219。 220)が出土している。219の 口縁部には,沈線の工字状区画があり,沈線間は貝殻腹縁

で施文される。中期後葉に属する。

1532号土坑 (S K 1532,第 14・ 24・ 26図 ,図版 7・ 28・ 55)

S X 1528に 含まれる不整形な粘土採掘坑で,長軸1.5m,深 さ0.66mを 測る。遺物は縄文土器 (221

～223),打 製石斧 (249)が出土している。223が中期前葉,それ以外は中期後葉に属する。

1533号土坑 (S K 1533,第 14・ 24・ 26図 ,図版28。 55)

S X 1528に 含まれる不整形な粘土採掘坑で,長軸1.86m,深さ0.67mを 測る。遺物は中期後葉の縄

文土器 (227),打 製石斧 (250)が出上している。

1534号土坑 (S K 1534,第 14。 24図 ,図版28)

S X 1528に 含まれる円形の粘土採掘坑で,長径1.32m,短径0.8m,深 さ0.84mを測る。遺物は中期

後葉の縄文土器 (224～ 226)が出土している。

1535号土坑 (S K 1535,第 14。 24図 ,図版22)

S X 1528に含まれる不整形な粘土採掘坑で,長軸1.34m,短軸0.68m,深 さ0.65mを 測る。出土した

228は小型の無文深鉢で,口唇部には 4カ所で内面への押さえがみられる。中期後葉に属する。

1586号土坑 (S K 1536,第 14図 )

S X 1528に含まれる不整形な粘土採掘坑で,長軸2.15m,短軸0.9m,深さ0.58mを 測る。

1537号土坑 (S K 1537,第 14・ 25図 ,図版29)

S X 1528に含まれる不整形な粘土採掘坑で,長軸3.08m,短軸1.44m,深 さ0.75mを 測る。出土した

229は無文の深鉢で,晩期に属するとみられる。

%
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※数値は遺物及び坑内の
レベル値を示す。

SK1540

SX1528

1 10YR3々  黒褐色シルト(炭イヒ物3%混)

争解誘 憂雛監孵鰈楡 誠離割しヽ影郡
Y甲 餓色糠シ虎5%力″撫羽

4 10YR5/6 黄褐色粘質シルト(10YR3/2 黒褐色シルト25%混 )

:器ミ擁僣藩握9泳絲字瀞評明蜜褐蒼掘察シ影昭物親統物撮r化
物1%l■ l

争隅 ミ誘 量糧魯彰キキ隈 泥賜物 』
黄褐色粘賓シルト25%■OYR4万 褐色お質ンルト必%カ ッ郷 t混,炭化物彰 渤

Ъ隠
=2尾
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第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

1538号土坑 (S K 1538,第 14。 25図 ,図版28)

S X 1528に 含まれる不整形な粘土採掘坑で,長軸 2m,短軸1.25m,深 さ0.69mを 測る。遺物は縄

文土器 (230～ 233)が出上している。231は葉脈状文の基部が隆帯で表現される。233が中期中葉,そ

れ以外は中期後葉に属する。

1539号土坑 (S K 1539,第 14・ 25図 ,図版29)

S X 1528に 含まれる不整形な粘土採掘坑で,長軸1,9m,短軸1.24m,深 さ0.8mを測る。遺物は縄文

土器 (234～ 238)が出土している。236・ 2381ま 格子目文で,中期前葉に比定される。それ以外は中期

後葉に属する。

1540号土坑 (S K 1540,第 14図 )

S X 1528に含まれる円形の粘土採掘坑で,長径0.74m,短径0.6m,深さ0.53mを 測る。

1541号土坑 (S K 1541,第 14図 )

S X 1528に含まれる不整形な粘土採掘坑で,長軸 2m,短軸0.67m,深 さ0.57mを 測る。

1542号土坑 (S K 1542,第 14図,図版 7)

S X 1528に含まれる円形の粘土採掘坑で,径0,88mを 測る。縄支土器が出土している。

15弼号土坑 (S K 1528,第 14図,図版 7)

S X 1528に 含まれる円形の粘土採掘坑で,長径1.16m,短径0.84m,深 さ0。48mを測る。縄文土器が

出土している。

1544号土坑 (S K15坐,第 14図,図版 7)

S X 1528に 含まれる円形の粘土採掘坑で,長径1.48m,短径 lm,深 さ0.39mを 測る。縄文土器が

出土している。

1547号土坑 (S K 1547,第 14・ 25図 ,図版28)

S X 1528に含まれる不整形な粘土採掘坑で,長軸1,07m,短軸0.65m,深 さ0.53mを 測る。中期中葉

(上山田・天神山式)の縄文土器 (239)が出土している。

包含層出土遺物

縄文土器注3(第
27・ 28図 ,図版22・ 23。 30・ 31)

I層直下から上層遺構まで,調査区全体に混入 して出上した。これらはほとんどが細片で,接合で

きるものはごく僅かである。時期は遺構出土遺物と同様,中期後葉に主体がある。以下,時期別にみ

ると,中期前葉～中葉は264・ 283・ 285・ 288～290。 294・ 297・ 300'302・ 319。 320である。3191よ 器

台とみられ,上面には漆が付着する。後期前葉は252・ 259。 260・ 292である。252の 口縁部は内側か

らの押さえにより,小波状を成す。晩期中葉は307で,口唇部には押さえがみられる。この他は全て

中期中葉とみられる。文様は,太い沈線で横位,縦位に区画し,斜行文,列を点文のほか縄文,貝殻腹

縁文,刺突文を施すものが多 くみられる。この他,櫛状工具による条線文,葉脈状文などがある。ま

た深鉢には,波状口縁,小波状をなす口縁,平縁口縁が緩 く外反するものなど,型式は混在 している

ようである。

土製品 (第27・ 29図 ,図版32～ 34)

円板状土製品 (273～275),土偶 (321～325),三角嬬形土製品 (326)がある。円板状土製品は土

器片を円く打ち欠いたもので,2741こ は縄文,275に は条線文がみられる。土偶は出土した 5,点のうち,

321以外は中期後葉に属する。321は中期前葉の有脚土偶の臀部である。大きく膨らんだ腹部には膳と,

欠損しているが腹部を抱くような腕の表現がみられる。また下腹部には横位の玉抱き三叉文を施す。

刀
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322～325は板状土偶で頭や手足の表現が簡略化されたものである。322は脚部で全面に細沈線を引 く。

323は中心に引かれた沈線の左右に,剥落しているが予L房 の表現がある。また脇腹には,表面と側面

に横位,裏面には縦位の沈線を施す。324は中心と腕,背中に沈線を引く。頭 と乳房の剥離痕がある。

325の基部は精円形で厚みがあり,上体が反 り返る。左側の乳房は剥落している注4。 326は破片資料で

3面のみ確認できた。全ての面には外形に沿った沈線が巡 り,その中に刺突文を施す。

石製品注5(第 30～37図 ,図版52～ 61)

打製石斧 (327～ 362),磨製石斧 (363～ 384),石鏃 (385・ 386),石 匙 (387),両 極石器 (388),

箆状石器 (391),凹石 (392・ 393・ 394),磨石 (395),敲石 (396～398),石錘 (399～411)な どが

ある。打製石斧の石材は,安山岩,凝灰岩,砂岩などで,サイズにはややばらつきがある。362は磨

製石斧を加工し,打製石斧に作 り替えたものである。磨製石斧の石材には蛇紋岩が多い。破損品がほ

とんどで,365は 磨製石斧の断片をさらに加工したものとみられる。385は 凹基鏃で,チャー ト製であ

る。押圧剥離を丁寧に施 したものである。387は 横型石匙で,頁岩製である。389の 石核は鉄石英 ,

390の剥片は玉髄である。394は 凹石であるが,摩耗痕も認められるため,磨石に転用されたと考えら

れる。398は下端の敲打痕に加えて,表面に摩耗痕も認められる。石錘は素材に扁平礫を使用 したも

のがほとんどである。

Fθ

(町田尚美)



第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

注 1 自然科学的分析  「V 黒河中老日・黒河尺目遺跡から出上した打製石斧の低倍率使用痕分析」

注 2 管見では,同様の器形は見当たらないが,以下の文献で大杉谷式と呼称される土器群に類例が存在する。

工藤俊樹 1985 『右近次郎遺跡 I」 大野市教育委員会

戸田哲也 1997 『堂之上遺跡』久々野町教育委員会

沼田啓太郎 1977 「大杉谷式の脚部について」「石川考古学研究会々誌』第20号

注 3 縄文土器の器種分類,時期等については,狩野 陸氏・酒井重洋氏から御教示いただいた。

注 4 神保孝造 1985 「C 土製品」,「Ⅳ まとめ 3.縄文時代中期前葉の上偶について」「富山県八尾町長山遺跡発掘調査報告』

八尾町教育委員会

小島俊彰・神保孝造 1992 「北陸の上偶」F目立歴史民族博物館研究報告第37集』

注 5 石製品の器種分類,石材鑑定,二次加工技術等については株式会社アルカ 馬場伸一郎氏の分析に従った。

自然科学的分析 「Ⅳ 黒河中老田・黒河尺目遺跡から出土した石器群について」

参考文献

狩野 睦 1988 「串田新・大杉谷式上器様式」「縄文土器大観 第3巻 中期Ⅱ』小学館

酒井重洋 1991 r上野南遺跡群発槻調査報告』小杉町教育委員会

神保孝造 1973 F富 山県大関町串田新遺跡発掘調査概報』富山県教育委員会

高橋修宏 1982 「富山県大門町串田新遺跡Ⅳ』大門町教育委員会

鶴田典昭 1997 「沢田鍋土遺跡」「上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書13』

柳井睦他 1976 『富山県立山町岩14・野遺跡緊急発掘調査概要』富山県教育委員会

柳井睦他 1977 『富山県大沢野町布尻遺跡緊急発掘調査概要』大沢野町教育委員会

山本直人 1986 「第6章 縄文時代の遺物 第5節 底部圧痕・編物・縄」「石川県能都町真脇遺跡』能都町教育委員会

型
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2 遺構・遺物

B 古代 ・中世

古代・中世の遺構は掘立柱建物44棟,柵 5条 ,溝 15条 ,井戸14基 ,上坑920基 を検出した。掘立柱

建物は部分的な検出例が16棟あり,かなりの数の建物が調査区外に広がると予想される。黒河尺目遺

跡は過去の調査から奈良時代を中心とする集落遺跡が確認されており,調査区は遺跡の北端に位置し

ている。平成13年度の調査では,調査区の県営東都六号用水路を挟んで南に隣接する地点の調査が実

施されており,丘陵末端に樹枝状に伸びた小谷の谷筋が確認されている注ユ。この谷は中世以降に埋没

したと考えられており,黒河尺目遺跡を三分する形となっている。今回の調査では南側では遺構が散

浸となっており,区画と考えられる東西方向の溝を境に遺構がほぼなくなることからも,過去の調査

地区で明らかになった集落とは三分されている可能性がある。遺物は 8世紀後半～ 9世紀前半のもの

以降断続的にみられ,12世紀後半～13世紀前半のものに主体があると思われる。このことから,集落

は古代から中世前半にかけて連綿と営まれ, 8世紀後半～ 9世紀前半,12世紀後半～13世紀前半の二

時期に主体があると考えられる。

掘立柱建物

1号掘立柱建物 (SBl,第 38図 ,図版 9)

調査区中央部に位置する 3間 ×2間の総柱建物で,主軸N-16° ―Eの南北棟である。桁行長4.3m,

梁行長3.8m,平面積16.34ど を測る。ほぼ主軸が同じで,直線上に等間隔に並ぶ 4棟の建物群のうち

の 1棟で,一番南に位置する。柱掘形の径は0.47～0.68mの 円形で,深 さは0。13～0.45mを測る。掘形

埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで, S P519・ S P522。 S P 523。 S P526で柱痕跡が確認さ

れた。柱穴からの遺物の出土はないが,包含層出上の遺物等から建物の時期は 8世紀後半～ 9世紀前

半と推定される。

2号掘立柱建物 (SB2,第 38図 ,図版 9。 10)

調査区中央部に位置する 2間 X2間の総柱建物で,主軸N-21° ―Eの南北棟である。桁行長3.3m,

梁行長3.lm,平面積 10.23だ を測る。 SBlと 同様に,直線上にほぼ等間隔で並ぶ 4棟のうちの 1棟

で, 8世紀後半～ 9世紀前半と推定される。柱掘形は径0.38～ 0.90mの 円形または楕円形で,深さは

0.15～0.44mである。掘形埋土は灰黄色シル ト混 じりの黒褐色シル トで, S P583・ S P649。 S P 863

では直径約0.25～ 0.35mの柱痕跡が確認された。出土遺物はない。

3号掘立柱建物 (SB3,第 39図 ,図版 9。 10)

調査区中央やや北よりに位置する 2間 ×2間の総柱建物で,主軸N-21° ―Eの南北棟である。桁

行長3.8m,梁行長3.3m,平面積12.54ど である。 SB2の 北側に位置し, SBlと 同様に,直線上に

等間隔で並ぶ 4棟のうちの 1棟である。時期は 8世紀後半～ 9世紀前半と推定される。柱掘形は径

0.48～ 0。78mの円形で,深さ0.13～0.34mを測る。掘形埋土は褐色シル ト・炭化物混 じりの黒褐色シル

トで, S P 710。 S P 712で柱痕跡が確認された。 S P713か ら土師器が出土している。

4号掘立柱建物 (SB4,第 39・ 61図 ,図版 9。 11)

調査区中央やや北よりに位置する 2間 ×2間の総柱建物で,主軸N-18° 一Eを測る南北棟である。

桁行長4.lm,梁行長3.4m,平面積13.94だ である。 SBlと 同様に直線上に等間隔で並ぶ 4棟のうち

の 1棟で,一番北側に位置している。柱掘形は径0,65～ 0.84mの 円形で,深さは0.24～ 0.51mを 測る。

掘形埋土は灰責褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで,柱穴の全てで柱痕跡が確認された。柱根の直径

は約0.20～0,35mで ,掘形のほぼ中央に柱を立て,底面部分を突固めるように埋め戻 していたと思わ

れ, S P744・ S P745で は 2層 は堅 く締まっていた。遺物は須恵器 (414),土 師器,鉄淳等があり,

ν
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第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

建物の時期は 8世紀後半～ 9世紀前半 と推定される。

5号掘立柱建物 (SB5,第 40・ 61図 )

調査区南半に位置する 2間 ×1間の側柱建物で,主軸N-3° 一Wの南北棟である。桁行長4.8m,

梁行長4.6m,平面積22.08ど を測る。柱掘形は径0.34～ 0,46mの円形で,深さ0.■～0.41mを測る小規模

なものである。掘形埋土は黒褐色シル トを主体 としている。 S P55。 S P56で柱痕跡が確認された。

遺物は S P55か ら須恵器 (415)が出土している他,土師器,珠洲がある。

6号掘立柱建物 (SB6,第 41・ 42・ 61図 ,図版12・ 50)

調査区南半に位置する 6間 ×5間以上の総柱建物で,調査区外東側に延びると推測される。主軸

N-75° 一Eの東西棟 (南北棟であればN-15° 一W)で ,桁行長13.2m以上,梁行長12,7m,平面

積 167.64∬ 以上となり,調査区では最も大型の建物である。柱掘形は径0.25～ 0.45mの 円形で,深さ

0.06え 0,39mを 測る。調査区南半は後世の削平が激 しかったため,消失したと思われる柱穴や皿状に

浅い掘形のみを検出した柱穴等を含むが,掘形埋土は概ね黒色シル トの単層である。 S P38。 SP
40。 S P68。 S P88。 S P128'S P 132では断面観察から柱痕跡が確認された。建物内に位置する

S K389や S K392な どからは鉄津や羽口がまとまって出土しており,鍛冶に関連した建物の可能性も

考えられる。遺物は S P128か ら珠洲 (416)の 指鉢が出上しており,吉岡編年注2の Ⅱ～Ⅲ期に相当す

る。

7号掘立柱建物 (SB7,第 40図 )

調査区南半に位置する 2間 ×2間の総柱建物で,調査区外西側に廷びる。主軸N-10° 一Wの南北

棟で,桁行長3,7m,梁行長3.6m,平面積13.32ど を測る。柱掘形は径0.21～0.52mの 円形または楕円形

で,深 さは0.07～ 0。23mの小規模なものである。掘形埋土は黒褐色シル トの単層で, S P151で は柱根

が遺存 していた。遺物はS P154か ら土師器片が出上している。

8号掘立柱建物 (SB8,第 40・ 61図 ,図版11)

調査区南半に位置する 2間 ×2間の建物で,後世の削平のために検出しきれなかった柱穴はあるが ,

総柱建物と考える。主軸N-21° 一Wの南北棟で,桁行長4,lm,梁行長4.lm,平面積16.81だ を測る。

柱掘形は径0.29～0.34mの 円形で,深 さ0.13～0.30mの小規模なものである。掘形埋土は黒褐色シル ト

の単層で, S P160。 S P161・ S P 163で 柱痕跡が確認された。遺物は S P 160か ら須恵器 (417)が

出土している。

9号掘立柱建物 (SB9,第 42図 ,図版11)

調査区南半に位置する 2間 ×2間の総柱建物である。主軸はN-83° 一Eの東西棟 (南北棟であれ

ばN-7° 一W)で ,桁行長3.5m,梁行長3.lm,平面積10,85ど を測る。柱掘形は径0.24～0.43mの 円

形で,深さは0.08～ 0.27mの小規模なものである。掘形埋土は黒色シル トの単層で,柱痕跡は認めら

れなかった。遺物は土師器,須恵器の小片がある。

10号掘立柱建物 (S B10,第 42図 )

調査区南半に位置する 2間 ×2間の側柱建物で,主軸N-24° 一Wの南北棟である。桁行長4.Om,

梁行長3.5m,平面積14.0ゴ を測る。柱掘形は径0.27～0.46mの 円形で,深さ0.11～0.24mを測る小規模

なものである。掘形埋土は概ね黒褐色シル トの単層で, S P 1437で柱痕跡が確認された。出土遺物は

ない。

11号掘立柱建物 (S Bll,第4・ 61図 ,図版41)

調査区南半に位置する4間 ×2間以上の総柱建物で,調査区外東側に延びると推測される。 S B12

D~7



2 遺構・遺物

と一部重複しているが,新旧関係は不明である。主軸N-6° 一Wの南北棟で,桁行長9,9m,梁行長

6.Om以上,平面積59。4∬以上を測る。柱掘形は径0。27～ 0.54mの 円形で,深さは0,24～ 0.47mである。

掘形埋土は黒色シル ト混じりの浅黄色シル トで,柱痕跡には黒色シル トが堆積 しており, S P317・

S P318。 S P 1374・ S P 1377・ S P 1378。 S P 1379・ S P 1382で 柱痕跡が確認された。遺物は土師

器,須恵器,鉄津があり, S P 1447出 上の土師器鍋 (418)は口縁端部を丸 く巻き込むもので, 9世

紀後半のものと思われる。

12号掘立柱建物 (S B12,第 43・ 44・ 61図 )

調査区南半に位置する 3間 ×2間の総佳建物で, SB■ と一部重複 しているが,新旧関係は不明で

ある。主軸N-2° ―Wの南北棟で,桁行長6.4m,梁行長4.2m,平面積26.88∬ を測る。柱掘形は径

0.21～0.35mの 円形で,深さ0.12～0.36mの小規模なものである。掘形埋土はにぶい黄橙色シル ト混じ

りの黒褐色シル トを主体とし, S P394。 S P 396。 S P 398・ S P 1443・ S P 1444で 柱痕跡が確認さ

れた。遺物は土師器,須恵器があり,土師器には内黒椀の破片がある。 S P 396か らは須恵器 (419)

が出上しており,419イ ま長頸瓶の頸部である。

13号掘立柱建物 (S B13,第44図 )

調査区南半に位置する 2間 ×2間の側柱建物である。後世の削平が激しかったため,柱穴が消失し

たと思われるものもあり,総柱建物になる可能性もあるが,こ こでは側柱建物としておく。主軸N―

7° 一Wの南北棟で,桁行長4.4m,梁行長4.4m,平面積19.36∬ を測る。柱掘形は径0.21～ 0。44mの円

形で,深さ0.11～ 0.44mの 小規模なものである。掘形埋土は黒褐色シル トの単層で,柱痕跡は認めら

れなかった。遺物は土師器,須恵器片がある。

14号掘立柱建物 (S B14,第 45・ 61図 )

調査区南半に位置する 2間 ×1間以上の建物で,調査区外西側に延びると思われる。 S B15。 SB

16, SAlと 重複しており,切 り合い関係からSAlよ り新しいが, S B15'S B16と の新旧関係は

不明である。南北棟の場合,主軸は真北をむく。桁行長5.lm,梁行長3.Om以上,平面積15.3だ以上を

測る。柱掘形は径0.32～0.40mの 円形で,深さ0.20～0.28mの小規模なもので,掘形埋土は黒褐色シル

トの単層である。 S P225で柱痕跡が確認された。遺物は土師器,須恵器がある。 S P225からは須恵

器杯 (鬱0)が出土している。

15号掘立柱建物 (S B15,第 45図 )

調査区南半に位置する 2間 ×1間以上の建物で,建物の一部しか検出していないが調査区外西側に

延びると思われる。 S B14・ S B16, SAlと 重複 してお り, S B14と 同様にSAlよ り新 しいが ,

建物間の新旧関係は不明である。主軸は真北をむき,桁行長4.8m,梁行長2.5m以上,平面積12.0ゴ を

測る。柱掘形は径0.28～ 0。40mの円形で,深さ0,10～0.32mの小規模なもので,掘形埋土は黒褐色シル

トである。 S P 1359で柱痕跡が確認された。遺物は土師器,須恵器があるが,いずれも小片で時期の

特定はできない。

16号掘立柱建物 (S B16,第 45図 )

調査区南半に位置する。柱穴 3基を確認したのみであるが,柱痕跡のみられる柱穴を結ぶラインか

ら建物と考え,調査区外西側に延びると推測 した。南北棟の場合,主軸はN-22° 一Wと なる。 SB

14。 S B15と 重複しているが,新旧関係は不明である。柱掘形は径0.31～0.36mの円形で,深さ0.14～

0.30mを 測る小規模なものである。掘形埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トの単層で, S P 208・

S P 223で は柱痕跡が確認された。遺物は土師器,須恵器,砥石があるが,いずれも小片である。
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17号掘立柱建物 (S B17,第 46・ 61図 ,図版12・ 41)

調査区中央部に位置する 2間 ×1間の側柱建物で,主軸N-3° 一Wの南北棟である。桁行長6.lm,

梁行長3.2m,平面積19.52ど を測る。 S B18・ S B19と 重複 しているが,新旧関係は不明である。柱

掘形は長軸0.42～ 0.78mの 精円形または円形で,深さ0,18～ 0.52mを 測 り,柱穴規模は比較的大 きい。

掘形埋土は黒褐色シル トの単層で, S P 383・ S P 432。 SPЪ2・ S P 454で柱痕跡が確認され,柱根

は直径約0.20mで あったと思われる。遺物は S P 452か ら土師器 (422), S P 454か ら土師器鍋 (421)

が出土している。421は 口縁端部を丸 く巻き込むもので,10世紀前半のものか。

18号掘立柱建物 (S B18,第46図 ,図版12)

調査区中央部に位置する 2間 Xl間以上の建物で,調査区外東側に延びると推測される。南北棟の

場合,主軸はN-3° 一Wと なる。 S B17・ S B19。 S B20と 重複 している。新旧関係は不明だが,

主軸方向があまり変わらないことから,ほぼ同一の場所で比較的短期間の間に建て替えを行ったと考

えられる。柱掘形は径0.26～ 0.44mの 円形で,深さは0.20～0.30mを 測る。掘形坦土は概ね黒褐色シル

トの単層で, S P 1406で は直径約0。18mの柱痕跡が確認された。遺物は土師器の小片がある。

19号掘立柱建物 (S B19,第 46・ 47・ 61図 ,図版12・ 44)

調査区中央部に位置する 3間 ×2間以上の建物で,調査区外東側に延びると推測される。南北棟の

場合,主軸はN-5° 一Wと なる。桁行長7.5m,梁行長2.7m以上,平面積20.25ご 以上を測る。柱掘

形は径0.45～0.86mの 円形または楕円形で,深さ0.21～0.37mを測 り,柱穴規模は比較的大きい。掘形

埋土は黒褐色シル トを主体とし, S P435。 S P460で は柱痕跡が確認された。 S B17・ S B19。 SB
20と 重複 しているが,新旧関係は不明である。 S B18と 同様にほぼ同一の場所での建て替えと考えら

れる。遺物はS P435。 S P 439か ら土師器 (423・ 424), S P466か ら須恵器 (425)が 出土している。

423は 内黒の椀,424は 内外面赤彩の椀底部で,いずれも9世紀後半頃のものと思われる。

20号掘立柱建物 (S B20,第46・ 47図 ,図版12)

調査区中央部に位置する建物で,直線上に並ぶ 4基の柱穴を検出した。柱痕跡がみられることなど

から, 3間 Xl間以上の建物で,調査区外東側に延びるものと推測した。南北棟の場合,主軸はN一

5° 一Wと なる。 S B18。 S B19と 重複 しているが,新旧関係については不明である。 S B18・ SB
19と 同様にほぼ同一の場所での建て替えと考える。柱掘形は径0,30～ 0,75mの 円形 。楕円形で,深さ

は0.20～0.22mを 測る。掘形平面が楕円形を呈するものが主体である。掘形埋上は黒褐色シル トで ,

S P 1394で柱痕跡が確認された。遺物は土師器片がある。

21号掘立柱建物 (S B21,第45図 )

調査区中央部に位置する 3間 ×2間の総柱建物で,主軸N-69° 一Eの東西棟 (南北棟であれば,

N-21° 一W)である。桁行長6.Om,梁行長52m,平面積31,2∬ を測る。一部 S B22と 重複 している

が,新旧関係は不明である。柱掘形は径0.19～0.42mの 円形で,深さ0.08～0.32mの小規模なものであ

る。掘形埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トで, S P564で柱痕跡が確認された。遺物は土師器 ,

須恵器の小片がある。

22号掘立柱建物 (S B22,第 47図 ,図版13)

調査区中央部に位置する 5間 ×5間の総柱建物で,主軸 N-85° 一Wの東西棟 (南北棟であれば,

N-5° 一E)である。桁行長7.7m,梁行長4.7m,平面積36.19だ を測る。柱間は桁行方向が1.4mで

あるのに,梁行方向は0.8～ 0,9mと 狭 くなっている。柱掘形は径0,20～ 0.40mの円形で,深さ0.02～0.30

mと 幅があるが,平均0.06mと 浅い。掘形埋土は褐灰色シル トの単層で,柱痕跡はみられない。 SB

術
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21・ S B23と 一部重複 しており,柱穴の切 り合いからS B23よ り新しいと思われるが, S B21と の新

旧関係は不明である。遺物は須恵器の小片がある。

23号掘立柱建物 (S B23,第 50図 )

調査区中央部に位置する 3間 ×2間の総柱建物で,主軸N-6° 一Eの南北棟である。 SBl・

SB2・ S B22と 重複 しており,切 り合いなどから新旧関係はSBl・ SB2→ S B23→ S B22と な

る。桁行長6.5m,梁行長3.8m,平面積24.7ど を測る。柱掘形は径0。24～0.53mの 円形で,深さ0.■～

0.26mで ,掘形埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トの単層である。柱痕跡はみられない。遺物は

土師器,須恵器の小片がある。

24号掘立柱建物 (S B24,第 48。 49・ 61図 ,図版13・ 48)

調査区中央部に位置する 4間 ×3間の総柱建物で,主軸N-4° ―Wの南北棟である。調査区外西

側に延びると推測され, 4間 X3間以上になる可能性もあるが,こ こでは 4間 ×3間 としておく。桁

行長9.5m,梁行長6.7m,平面積63.65ゴ を測る。柱掘形は径0.35～0,78mの 円形または精円形で,深さ

0.25～0.52mと 柱穴規模は大きい。 S B25～ S B27と 重複 してお り,新旧関係は不明であるが,ほぼ

同一の場所での建て替えと思われる。掘形埋土は灰黄色シル トが主体で,炭化物混じりの黒褐色シル

トが柱痕跡 として堆積 している。柱痕跡が確認されたものは, S P 499'S P 501'S P503・ SP

528。 S P 589。 S P597・ S P 600。 S P610。 S P 612・ S P635である。遺物はS P 600か ら土師器

(426)が出土している。地6は非ロクロ成形の小皿で,13世紀末頃のもの。

25号掘立柱建物 (S B25,第 48図 ,図版13)

調査区中央部に位置する 2間 ×2間以上の建物で,調査区外西側に延びると推測される。東西棟で

あれば,主軸N-86° ―E(南北棟の場合,N-4° 一W)と なる。柱掘形は径0.32～ 0,70mの 円形

で,深さ0.11～ 0。25mを 測 り,掘形埋土は黒褐色シル トが主体である。 S P617では掘形にはにぶい責

褐色シル トが堆積 しており,炭化物混 じりの黒褐色シル トが柱痕跡として堆積する。ほぼ同一の場所

で重複する 4棟の建物のうちの 1棟で,新旧関係は不明である。遺物は須恵器片がある。

26号掘立柱建物 (S B26,第 48図 ,図版13)

調査区中央部に位置する4間 ×2間以上の側柱建物で,調査区外西側に延びると推測される。南北

棟であれば,主軸 N-10° 一Eと なり,桁行長6.6m,梁行長4.Om以上,平面積26.4だ 以上を測る。柱

掘形は径0.28～0.52mの 円形または精円形で,深さ0.19～0.55mを測る。埋土は褐色シル ト混 じりの黒

褐色シル トで, S P 637'S P720で 柱痕跡が確認された。 S P 6371ま 2つ の柱穴が重複 したもので ,

S B27の柱穴を切っている。 S B26は ほぼ同一の場所で重複する4棟の建物のうちの 1棟で,柱穴の

切 り合いから, S B26は S B27よ り新 しい建物と考えられるが,他の建物との新旧関係は不明である。

出土遺物はない。

27号掘立柱建物 (S B27,第 48・ 50図 ,図版13)

調査区中央部に位置する 3間 ×2間以上の側柱建物で,調査区外西側に延びると推測される。南北

棟の場合,主軸はN-6° 一Eと なる。桁行長5,7m,梁行長3.7m以上,平面積21.09∬以上を測る。

柱掘形は径0。42～0,70mの 円形または精円形で,深さ0.20～0.36mで ,掘形埋土は褐色シル ト混 じりの

黒褐色シル トが主体である。 S P596・ S P715で は柱痕跡が確認された。 S B27は S B24～ S B26と

ほぼ同一の場所で重複しており,建て替えが想定される。柱穴の切 り合いからS B27は S B26よ り古

いと考えられるが,他の建物との新旧関係は不明である。遺物は土師器片がある。
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28号掘立柱建物 (S B28,第 51図 )

調査区中央部に位置する 3間 ×2間の総柱建物で,一部調査区外東側に延びる。主軸N-75° 一E

の東西棟 (南北棟であれば,N-15° 一W)で ,桁行長6.5m,梁行長4.8m,平面積31.2∬ を測る。柱

掘形は径0.21～0.37mの 円形で,深さ0.05～ 0。23mを測る小規模なものである。掘形埋土は褐色シル ト

混じりの黒褐色シル トの単層で,柱痕跡はみられなかった。 S B29と 重複しているが,新旧関係は不

明である。出土遺物はない。

29号掘立柱建物 (S B29,第51図 )

調査区中央部に位置する 2間 ×2間 の総柱建物で,主軸N-70° 一Eの東西棟 (南北棟であれば,

N-20° 一W)である。桁行長4.2m,梁行長3。9m,平面積16.38ご を測る。柱掘形は径0.25～0.43mの

円形で,深さ0.10～ 0.98mの小規模なものである。掘形埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トが主

体で, S P 672・ S P 1355。 S P 1475で は柱痕跡が確認された。 S B28と 重複 しているが,新旧関係

は不明である。遺物は土師器片がある。

30号掘立柱建物 (S B30,第 52図 )

調査区南半に位置する 3間 ×2間の総柱建物で,主軸N-7° 一Eの南北棟である。桁行長7.3m,

梁行長5.5m,平面積40。 15ど を測る。柱掘形は径0.18～ 0.48mの円形で,深さ0,08～0.41mの小規模なも

のである。掘形埋土は黒褐色シル トの単層で,柱痕跡はみられない。 S B31と ほぼ平行して並んでお

り,同時期の建物の可能性がある。遺物は土師器片があるが,時期の特定はできない。

31号掘立柱建物 (S B31,第 52図 ,図版12)

調査区南半に位置する 4間 ×1間の側柱建物で,主軸N-5° 一Eの南北棟である。桁行に比べ梁

行の柱間が広 く,後世の削平が激しく消失してしまった柱穴もあると思われるが,こ こでは 4間 × 1

間の側柱建物としておく。桁行長6.lm,梁行長4.7m,平面積28,67ゴ を測る。 SB6と 一部重複して

いるが,新旧関係は不明である。柱掘形は径0.25～0.54mの 円形または精円形で,深さ0.05～0.43mの

小規模なものである。掘形埋土はにぶい黄色粘質シル ト混じりの黒褐色粘質シル トの単層で,柱痕跡

はみられない。 S B30の 東側にほぼ平行して並んでおり,同時期の建物の可能性がある。遺物は土師

器片がある。

32号掘立柱建物 (S B32,第 53図 )

調査区北半に位置する 2間 Xl間の側柱建物である。主軸N― ■
°―Wの南北棟で,桁行長5。3m,

梁行長2.lm,平面積■.13ど を測る。調査区東側の排水溝内で検出された S K 1521は S P 855。 S P 862

と直線上に並ぶので, S B32の 柱穴となり調査区外東側に延びる可能性 もある。柱掘形は径0。 30～

0.48mの円形で,深さ0.21～ 0。63mを測る。掘形埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トが主体で, S

P855。 S P 1370で 柱痕跡が確認された。 S B32の 周辺包含層からは比較的まとまって鉄淳が出土し

ており,建物内部に位置するS E853か らは椀形淳も出土していることからS B32は鍛冶に関連した建

物の可能性がある。遺物は須恵器,鉄滓があるが,時期の特定はできない。

33号掘立柱建物 (S B33,第 53図 )

調査区北半に位置する 2間 ×2間の総柱建物で,主軸N-21° 一Wの南北棟である。桁行長5.4m,

梁行長4.5m,平面積24.3ど を測る。柱掘形は径0.28～0.53mの 円形で,深さは0。 17～0.34mで ある。掘

形埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トを主体とし, S P904。 S P906・ S P 1071で柱痕跡が確認

された。 S B34と 重複 しているが,新旧関係は不明である。遺物は土師器片があるが,時期の特定は

できない。
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2 遺構・遺物

34号掘立柱建物 (S B34,第 55図 )

調査区北半に位置する 2間 ×2間 の総柱建物で,主軸 N-83° ―Eの東西棟 (南北棟であれば ,

N-7° 一W)で ある。桁行長5,Om,梁行長4.3m,平面積21.5∬ を測る。柱掘形は径0.28～ 0.48mの

円形または楕円形で,深さは0。 17～0,36mで ある。掘形埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トを主

体とし, S P905・ S P 1068で 柱痕跡が確認された。 S B33と 重複しているが,新旧関係は不明であ

る。出土遺物はない。

35号掘立柱建物 (S B35,第 54図 ,図版19)

調査区北半に位置する 3間 ×2間 の総柱建物で,主軸はN-90° 一Eの東西棟 (南北棟であれば,

真北をむく)である。桁行長5.3m,梁行長3.5m,平面積18.55∬ を測る。柱掘形は径0.19～0.40mの 円

形で,深 さは0.15～ 0。41mである。掘形埋土は黒褐色シル ト,暗褐色粘質シル トで S P833'SP

839'S P 1347・ S P 1348。 S P 1492・ S P 1494で 柱痕跡が確認された。 S B35は 建物の平面プラン

が竪穴状遺構 S X 1344と ほぼ同規模で, S X 1344と は一連の遺構と考えられる。ここでは,その柱穴

部分を掘立柱建物として記述するが,詳 しくは S X 1344の 頂で記述する。 S B35の柱穴は S X 1344の

壁周を巡り,床面中央の長軸線上に 2基並ぶ。いずれもS X 1344の埋土下から検出され,肩や床を掘

り込んでおり,こ のことからもS X 1344と 一連の施設と考えられる。

36号掘立柱建物 (S B36,第 55図 )

調査区北半に位置する 2間 ×2間以上の建物で,調査区外西側に延びると推測される。南北棟であ

れば,主軸N-20° 一W,桁行長5.Om,梁行長4.3m以上,平面積21.5∬以上を測る。柱掘形は径0.24

～0,35mの円形で,深 さは0,17～ 0.28mを測 り,掘形埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トを主体 と

する。出土遺物はない。

37号掘立柱建物 (S B37,第 56図 ,図版14)

調査区北半に位置する 3間 ×3間以上の総柱建物で,調査区外西側に延びると推測される。主軸は

N-80° 一Eの東西棟 (南北棟であれば,N-10° ―W)で ある。桁行長7.4m以上,梁行長6.5m,

平面積48.1だ 以上を測る。柱掘形は径0.24～ 0.59mの円形もしくは楕円形で,深さは0.13～ 0.34mである。

掘形埋土は黒褐色シル トを主体とし, S P 1048。 S P 1062で柱痕跡が確認された。 S B37は 調査区北

半を東西方向に横切る落差0.6mほ どの段差上にあり,こ の段差に沿うように立地している。 S B38・

S B39と 重複 しており,柱穴の切 り合いからS B38よ り新 しい建物である。 S B39と は直接切 り合い

がなく,新旧関係は不明である。遺物は須恵器片があるが,時期の特定はできない。

38号掘立柱建物 (S B38,第 56図 ,図版14)

調査区北半に位置する 3間 ×2間以上の総柱建物で,調査区外西側に廷びると推測される。主軸は

N-66° ―Eの東西棟 (南北棟であれば,N-24° ―W)で ある。桁行長7.8m以上,梁行長5,4m,

平面積42.12だ 以上を測る。柱掘形は径0.28～0.58mの 円形または楕円形で,深 さは0.19～0.52mで ある。

掘形埋土は黒褐色シル トを主体とし, S P942・ S P963。 S P 1032・ S P 1042・ S P l148で柱痕跡が

確認された。 S B37と 同様に,調査区北半の段差に沿うように立地している。 S B37。 S B39と 重複

しており,柱穴の切 り合いからS B37よ り古い建物である。 S B39と の新旧関係は不明である。遺物

は須恵器,土師器があるが,小片で時期の特定はできない。

39号掘立柱建物 (S B39,第 57・ 61図 ,図版49)

調査区北半に位置する 3間 ×1間以上の建物で,調査区北半の段差際にあり,こ の段差下に延びる

可能性がある。しかしながら,段差際に立地する建物は 7棟あるが,いずれも段差に沿っており,段

%
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差下に延びると推定されるものはないことから,こ こでは段差に沿った 3間 ×1間の側柱建物として

扱う。主軸はN-73° 一Eの東西棟 (南北棟であれば,N-17° ―W)で ,桁行長7.lm,梁行長3.0

m,平面積21.3∬ を測る。柱掘形は径0.25～ 0.60mの 円形または楕円形で,深 さは0.15～ 0.43mで ある。

掘形埋土は黒褐色シル トを主体とし, S P 1040。 S P l138。 S P l151。 S P l173で柱痕跡が確認され

た。 S B37・ S B38と 重複 しているが,新旧関係は不明である。遺物は土師器,白磁 (427)が ある。

427は 白磁椀で12世紀末～13世紀ころのものである。

40号掘立柱建物 (S B40,第 57・ 61図 ,図版14・ 50)

調査区北半に位置する 3間 ×2間の総柱建物で,主軸はN-18° ―Wの南北棟である。桁行長5。9m,

梁行長4.Om,平面積23.6ポ を測る。柱掘形は径0.31～0,88mの 円形または楕円形で,深 さ0,15～0,36m

の大規模なものである。掘形埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トを主体 とし, S P 1056・ SP

1060。 S P 1221で 柱痕跡が確認された。 S B40は 調査区北半の段差際にあ り,段差に沿う建物で ,

S B41と 重複 している。 S B41と の新旧関係は不明だが, S B40の 柱穴 S P l198出 上の珠洲橋鉢と

S B41の柱穴 S P 1207出 上の悟鉢とは同一個体 と考えられ,比較的短期間の間に建て替えが行われた

可能性がある。遺物は土師器,珠洲 (428)がある。428は 直線的に立ち上がり口縁がそのまま開くタ

イプで,口縁端部が外傾する方頭を呈し, Ⅱ期に比定できるものである。

41号掘立柱建物 (S B41,第 58。 61図 ,図版14・ 50)

調査区北半に位置する 3間 ×1間の側柱建物で,主軸はN-76° 一Eの東西棟 (南北棟であれば,

N-14° 一W)である。桁行長5。4m,梁行長2.8m,平面積15,12∬ を測る。柱掘形は径0.22～0.60mの

円形または楕円形で,深 さ0.17～ 0.55mで ある。掘形埋土は黒褐色シル トを主体 とし, S P l180・

S P l197で柱痕跡が確認された。 S B41は 調査区北半の段差に沿う建物で, S B39。 S B40と 重複し

ている。新旧関係は不明である。遺物は土師器,珠洲 (428)があり,珠洲は S B40の 柱穴 S P l198

出上の悟鉢と同一回体と考えられる。

42号掘立柱建物 (S B42,第 59図 )

調査区北半に位置する 4間 ×4間の総柱建物で,調査区外東側に一部延びる。主軸N-19° 一Wの

南北棟で,桁行長9.5m,梁行長8。9m,平面積84.55ご を測る。柱掘形は径0.30～0,85mの 円形または楕

円形で,深さ0,16～ 0.44mの 比較的大規模なものである。掘形埋土は明黄褐色シル ト混 じりの黒褐色

シル トを主体とし,S P l125・ S P 1255。 S P 1274・ S P 1293・ S P 1294・ S P 1299。 S P 1324で柱

痕跡が確認され,柱根の直径は約0.16～ 0.28mと 推定できる。 S B42は調査区北半の段差に沿う建物

で, S B43と 重複 している。 S B43と の新旧関係は不明であるが,同一場所での建て替えと考える。

遺物は土師器,鉄津があるが,時期の特定はできない。

43号掘立柱建物 (S B43,第 58図 )

調査区北半に位置する 2間 ×2間の総柱建物で,主軸N-17° 一Wの南北棟である。桁行長5。2m,

梁行長4.5m,平面積23.4∬ を測る。柱掘形は径0.27～0.37mの 円形で,深 さは0.14～0.42mで ある。掘

形埋土は黒褐色シル トが主体で, S P 258。 S P 1261・ S P 1296。 S P 1481で 柱痕跡が確認され,柱

根直径は約0.24mと 推定できる。 S B42と 重複 しており,新旧関係は不明であるが,同一場所での建

て替えと考えられる。遺物は須恵器,土師器片があるが,時期の特定はできない。

型号掘立柱建物 (S B44,第 60・ 61図 )

調査区北半に位置する 4間 ×1間以上の側柱建物で,調査区外東側に延びると推定される。主軸は

N-86° 一Eの東西棟 (南北棟であれば,N-4° ―W)で ,桁行長9.lm以上,梁行2.8m,平面積

翻
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第58図
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1 10YR2/1 黒色粘質ンルト
(10YR7お  明責編色シルト5%混 )

2 10YR2/1 黒色粘質シルト
(10YR5/3 にぶい黄褐色シルト20%
10YR7/6 明黄褐色シルト5%混 )

SP1294
1 10YR″ 2 黒褐色ンルト
2 10YR3/2 黒褐色シルト

(IOYR6/6 明黄褐色シルHO%混 )

1 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト
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SP1299
1 10YR3//2 黒褐色ンルト
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(10YR5/4 に然い責褐色シルトiO笏混)
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1 10YR2/2 黒獨色シルト
210Y勲ワ 灰黄掲色シルト(10YR2/2 黒褐色シルト2o%混 )

B             B'
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670m
C C'

1 10YR2/2 黒褐色シルト(10YR4/4 禍色シルト3%混 )

2 10YR3/2 黒褐色シルト(10YR4/4 褐色シルト20%混 )
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2 遺構・遺物
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第61図 遺構実測図 (イ」4・ 4′ 5。 と
=7・

4fθ '429'2ター427'29 1/3,ど′σ'をy8。 クト 4% 1/4)

SB4 SP744(4Fr) SB5 SP55(45) SB6 SP128(ど ヱδ) SB8 SP160(Ff7) SBll SP1447(狙 8) SB12 SP396(イ コθ)

SB14 SP225(4効 )SB17 SPも 2(ィ膠 )。 SP454(勿 )SB19 SP435(ィ傷 )。 W49鬱 χ)・ SP466に25)SB24
SP600(ィ 修b) SB39 SPl159(4夕 ) SB40 SPl198+SB41 SP1207(423) SB44 SP1318(猪 ワ9)

25,48∬以上を測る。柱掘形は径0.23～0.49mの 円形で,深 さは0。 11～ 0。41mである。掘形埋土は黒褐色

シルト混じりの灰黄褐色シルトで, S P 1307・ S P 1315。 S P 1331・ S P 1333で柱痕跡が確認され,

柱根直径は約0.16～ 0.32mと 推定できる。 S B44は調査区北半の段差際にあり,段差に沿うような建

物である。遺物は須恵器壷蓋 (429)がある。

柵

1号柵 (SAl,第60図 ,図版17)

調査区南半に位置する柵列群で,主軸は真北をむく。0.6～ 0.8mの 間隔で柱穴が10基または■基直

線上に並ぶ遺構で,1.0～1.4mの間隔で 5列並行している。柱掘形は径0,27～0.57mの 円形または楕円

形で,深さ0.03～0.34mを測り,平均的な深さは0.lmほ どで浅い皿状を呈している。掘形埋土は黒褐

色シルトの単層である。S B22の ような柱間の狭い建物の可能性もあるが,柱間が狭く,東西方向の

柱列が揃わないことから,建物の可能性は低いと考える。また,畑 (作物の株跡)の可能性もあるが,

SAlの性格は不明である。ここでは柵列として一括して扱うものとし,便宜的に東側よりa～ e列

とした。長さはa列 6.3m, b列6.5m, c列 6.9m, d列7.Om, e列 7.3mである。遺物は須恵器片があ

るが,時期の特定はできない。

溝

2号溝 (SD2,第 63・ 65図 ,図版16・ 35・ 50。 62)

調査区北半に位置する。M字状に蛇行する溝で,幅約1.6m,深さ0.37mを測る。SD2は調査区北

g日
|♀98+g号名07

“



第Ш章 黒河尺目遺跡

半の段差下の低地に位置し,段差に沿って東流し,調査区中央部分で北へ向きを変える。標高は5,96

mか ら5.80mにかけてで,流れはほとんどなかったと思われる。段差上からの S D795が流入していた

と推測され, SD2は排水施設と考えられる。埋土は黒褐色シル ト・黒褐色粘質シル トである。遺物

は縄文土器,土師器,須恵器 (430～433),珠洲 (434),鉄滓があるが,縄文土器は小片のため混入

品と思われる。遺物で主体となるのは 8世紀後半～ 9世紀頃の須恵器である。

7号溝 (SD7,第 63図 )

調査区北半の段差下に位置する東西方向の溝で,調査区外西側に延びる。幅0,62m,深 さ0.21mを

測る。 SD7は 西から東へ流れてお り,東端はSK6に 流れ込んでいる。人為的な溝 と考えられる。

埋土は黒褐色粘質シル トと黒褐色粘質シル ト混じりのにぶい黄色粘上の二層で,少量の炭化物を含む。

遺物は混入品と考えられる縄文土器の小片だけであるが, SK6と の関係から古代から中世にかけて

の時期の溝と考える。

10号溝 (S D10,第 63・ 65図 ,図版36)

調査区北端に位置する南北方向の溝で,幅 0,96m,

単層である。調査区北端で一部分を検出してお り,

深さ0.20mを 測 り,埋土は黒褐色粘質シル トの

I層直下から掘 り込んでいる。遺物は須恵器

(螂5),土師器がある。

11号溝 (S Dll,第 62・ 65図 ,図版16。 35。 50。 63)

調査区南半に位置する東西方向の溝で,最大幅2.40m,深 さ0.57mを 測る。断面逆台形状を呈 し,

埋土は黒褐色シル トと褐色シル ト混じりの黒色粘質シル トである。 S Dllを 境に南側では遺構がみら

れなくなることから,集落を区画する区画溝 と考えられる。遺物は土師器,須恵器 (436～440),珠

洲 (442～ 444),土錘 (441)があり,混入品と思われる縄文土器や磨製石斧 も出土している。須恵器

は概ね 8世紀後半～ 9世紀にかけてのものである。珠洲は甕・楯鎌があり,443は水平で方頭を呈す

る口縁を持ちⅢ期に,444はやや内湾気味に立ち上が り口縁端部を肉薄気味に掻き出した I～ Ⅱ期に

比定できる。遺物の時期からS Dllは 古代から中世にかけての時期の溝と考えられ,下限は13世紀中

頃になるかと思われる。

330号溝 (S D330,第 62図 ,図版16)

調査区中央に位置する東西方向の溝で,調査区外西側に延びている。幅0.69m,深 さ0.12mを 測る

浅い溝である。埋土は黒褐色シル トとにぶい黄褐色シル トの二層である。 S K356に 切 られているが ,

S K406の 他,縄文時代の土坑 S K369・ S K384・ S K385を 切っている。このため出土遺物には縄文

土器,敲石が含まれる。東端は縄文時代の土坑と重複する辺 りで,途切れている。遺物には土師器 ,

須恵器がある。

430号溝 (SD螂0,第73図 )

調査区中央に位置する東西方向の溝で,調査区外東側に延びている。幅0.53m,深 さ0。10mを測る

浅い溝で,埋土は灰責褐色シル トの単層である。 S P 463に 切 られているが, S K431を 切っている。

遺物は土師器,須恵器,混入品と考えられる縄文土器が出土しているが,いずれも小片で時期の特定

はできない。

450号溝 (S D450,第 62・ 65図 )

調査区中央に位置する東西方向の溝で,調査区外東側に延びている。幅0.62m,深 さ0,30mを 測 り,

埋土は黒褐色シル トの単層である。西端はオーバーフローしたように広がっており,自然流路と考え

る。遺物は土師器,須恵器 (445)の 他に,混入品と考えられる縄文土器,石錘がある。
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2 遺構・遺物

O      i:男 0      縄

SD450
1 10YR2/2 黒IS色 シルト

(10YR4々  褐色シルト8%混 )

125Y3/2 黒禍色ンルト(2う 取7カ 灰費色シルト5%混 )

2 10Yψ /1 黒色粘質ンルト(10YR4/4 褐色シルト7%混 )

SD330
1 10YR3/2 黒褐色シルト
2 10YR4浴 におい黄褐色シルト(1びrR3/2 黒褐色シルト10%ブロック状に混)
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SD875
1 10YR3/2 黒褐色シルト

(10VR4/4 褐色シルト9%災化物3%混)
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1 10YRν 3 暗褐色シルト

(10YR4/4 褐色シルト10%混 )
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第62図 遺構実測図

1。 SDl1 2, SD330 3. SD450 4. SD霜 8 5。 SD875 6. SD876 7. SD669・ SD722・ SD751
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SD7
125Y3/2 黒禍色粘質シルト(25Y6/3 1こ ぶい責色粘質シルト3%炭化物混)

2寵W留3覇
螺欝汗ζ競子

1鶏酬醸シルMカッ独こ混,

SD10
1tt 107R2/2 黒縛色粘質シルト(ワ 575/4 貨褐色シルト10%混 )

1 10YR2/3 黒褐色粘質ラつレト

第Ⅲ章 黒河尺目遺跡
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OKXlm

620m
d

600m

遺構実測図
1. SD2・ SD7 2.

1 10YR3/1 黒獨色ンルト(5Y6/3 オリープ黄色′ヽ 5%混 )

2■ 5YR3/1 黒褐色器質シルト(5Y7/2 灰白色粘■5%混 )

3 10YR9/2 黒褐色粘質シルト(10YR7/6 明AIB色粘■ %混 )
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2 遺構・遺物

488号溝 (S D488,第 62図 )

調査区北半に位置する東西方向の溝で,幅0.33m,深 さ0。 17mを測る。埋土は暗褐色シル トの単層

である。 SBlの梁行と並行する溝で,柱列からは約 2m離れているが, SBlの雨落ち溝になる可

能性がある。出土遺物はなく,詳細な時期の特定はできない。

656号溝 (S D656,第 64～66図 ,図版16・ 35。 36。 38・ 47・ 49・ 50・ 62・ 63)

調査区北半に位置する南北方向の溝で,調査区中央から調査区外西側の段差下へ廷びると推定され

る。最大幅1,64m,深 さ0.63mを測 り,埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トの単層で,少量の炭

化物が混 じる。 S D656は S D795と ほぼ併走する溝で,区画溝の可能性がある。遺物は土師器 (449),

須恵器 (446～448),珠洲 (450～452),自磁,人尾,鉄津 (471～473)が出上している。449は 13世

紀前半頃の上師器皿である。珠洲は括鉢 。甕があり,450はやや内湾気味に立ち上がる器体の指鉢で,

451・ 452は やや長めの口頸が弧状に外反する口縁の奏で,いずれもI～ Ⅱ期に相当すると思われる。

遺物は12世紀後半～13世紀前半のものを主体とし, S D656は 中世の溝と考える。

669号溝 (S D 669,第 62・ 65図 ,図版36・ 49)

調査区北半に位置する南北方向の溝で,Y85ラ インに沿うように直線的に延びている。幅0.40m,

深さ0.13mを 測 り,埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トの単層である。 S D751に切られているが ,

S P660(SB2)・ S K661・ S K723を 切っている。 S D 669は 区画溝と考えられるS D656。 SD

795の 間にあり,両者と併走している。また, S D722と も併走しており,集落内の小路のような道路

状遺構の側溝になる可能性がある。遺物は土師器,須恵器 (453),灰釉陶器 (454)がある。

722号溝 (S D722,第 62図 )

調査区北半に位置する南北方向の溝で,幅0.,2m,深 さ0.25mを 測る。埋土は褐色シル ト混 じりの

黒褐色シル トの単層である。 S D669。 S D751と 併走しており,道路状遺構の側溝になる可能性があ

る。遺物は土師器,須恵器があるが,小片で時期の特定はできない①

751号溝 (S D751,第 62図 )

調査区北半に位置する南北方向の溝で,幅0,35m,深 さ0.07mを 波Iる 。埋土は褐色シル ト混 じりの

黒褐色シル トの単層である。約18mの不連続な溝で, S D 722と 併走しており,道路状遺構の側溝に

なる可能性がある。 S D669。 S P 660(SB2)を 切っている。出土遺物はない。

795号溝 (S D795,第 64～66図 ,図版16・ 35。 36・ 38。 46・ 49・ 62・ 63)

調査区北半に位置する南北方向の溝で,調査区外東側に延びる。最大幅1.60m,深さ0.44mを 測 り,

埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トの単層で,少量の炭化物を含む。 S D795は 段差下まで延び,

北端は浅 くなって終わっているが, SD2に合流 していたと推定される。 S D 656と ほぼ併走 してお

り,中世の区画溝の可能性がある。遺物は土師器 (462・ 465。 466),須恵器 (455～461'463・ 464),

珠洲 (467・ 468),鉄淳 (474・ 475)が出上している。462は 土師器椀の底部で,糸切 り痕が残るもの。

455～457は須恵器杯蓋,458は壷蓋,459～ 461。 463は杯で, 8世紀後半～ 9世紀前半頃のもの。464

は双耳瓶の耳で, 9世紀後半頃のものである。465。 466の 上師器皿はいずれも13世紀代のものである。

875号溝 (S D875,第 62・ 65図 ,図版16・ 48・ 50)

調査区北半に位置する弧状の溝で,調査区外西側に延びる。幅0,87m,深 さ0.22mを 測 り,埋土は

褐色シル ト混じりの黒褐色シル トの単層で,少量の炭化物を含む。 S D876に切られている。 S D875

は竪穴状土坑 S X 1344の 北壁中央から弓なりに延びており,断面観察から切 り合い関係は認められな

かった。 S X 1344と は一連の遺構 と考えられ, S X 1344の 排水施設の可能性がある。遺物は土師器

釦
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2 遺構・遺物
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第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

勿

ワ

遺構実測図 (1/3)

SD656(を7F～ Fκ )SD795(を密・F密 )

鋸



2 遺構・遺物

(469),須恵器,珠洲 (470)が出土している。469は 13世紀中頃のもので,470は 入 り組み技法による

卸目を施文した橋鉢で, Ⅱ期のものと思われる。

876号溝 (S D876,第 62図 )

調査区北半に位置する南北方向の溝で,幅0.37m,深 さ0.07mを測る浅い溝である。埋土は黒褐色

シル トの単層で,少量の炭化物を含む。 S K9531こ 切 られているが, S D875。 S X 1344・ S K838を

切つている。遺物は土師器があるが,時期の特定はできない。

井戸

43号井戸 (S E43,第 67・ 69図 ,図版17・ 45。 46)

調査区南半に位置する素掘 りの井戸である。掘形は径1.43mの 円形で,深 さ1.36mを 測 り,断面は

逆台形状になる。埋土は浅責色シル ト混 じりの黒褐色粘質シル トの単層である。シル ト層を掘 り抜き,

礫層まで達している。 S B30の 内部に位置するが, S E43を囲むようにSB5。 S B13。 S B31があ

り,建物との関係は不明である。遺物は土師器 (477～480),須恵器 (476)が出上している。476は

杯で 9世紀代のもの。478。 479は 土師器椀,480は皿で,いずれも12世紀前半頃のもの。479は 糸切 り

痕を残す柱状高台である。480は完形の皿で,底面付近から出上しており,井戸を廃棄する際の祭祀

に用いられた可能性がある。

165号井戸 (S E165,第 67・ 70図 ,図版17・ 61)

調査区南半に位置する素掘 りの井戸である。掘形は長軸1.09m,短軸0.82mの楕円形で,深 さ1.20m

を測る。埋土は灰黄色 シル ト混 じりの黒褐色シル トの単層で,拳大から径15cmほ どの礫が混 じる。

S E 165の 東南4.5mに はS E167・ SB6が あるが, S E 165の周辺は遺構がやや散浸で,建物等との

関係は不明である。遺物は土師器,須恵器,砥石 (507)が出土しているが,時期の特定はできない。

167号井戸 (S E 167,第 67・ 69・ 70図 ,図版17・ 35・ 38・ 48。 63・ 64)

調査区南半に位置する素掘 りの井戸である。掘形は長さ1.10m,幅 1.27mの平面不整形で,深 さは

1,33mを 測る。埋土は灰責色シル トがブロック状に混じる黒褐色粘質シル トで,断面は逆台形を呈し

ている。 S E167の 約 lm南側にはSB6が あり, SB6内部には鍛冶に関連した可能性が考えられ

る土坑が複数ある。 S E 167か らは羽口や鉄津が出土していることから,こ れらの上坑と同時期の井

戸で, SB6に伴う可能性がある。遺物は土師器 (484～ 486),須恵器 (481・ 482・ 487),珠洲 (483),

羽口,鉄滓 (509)が出土している。488は珠洲のロクロ成形 (R種)の小壷で,無耳素文のB類に相

当し,時期は13世紀前半頃のものと思われる。485は鉢または盤の口縁部片である。509は椀形淳で丸

い椀状の底部に 3 cn代 ほどの石が付着している。図示 したもの以外にも鉄津や炉壁がまとまって出土

しており,分析の結果,精錬鍛冶 (大鍛冶)が行われていたものと推察されている注3。

260号井戸 (S E 260,第 67・ 69。 70図 ,図版17・ 61)

調査区南半に位置する素掘 りの井戸である。掘形は径0.97mの 円形を呈 し,深さは1.06mを 測る。

埋土は灰黄色シル ト混 じりの黒褐色シル トで,炭化物を少量含む。 S B14～ S B16, SAlと 近接し

ており,こ れらの建物に伴う可能性がある。遺物は土師器 (489),須恵器 (488),砥石 (508)が 出

土している①489は椀底部で糸切 り痕が残 り,10世紀～11世紀頃のものと思われる。508は長さ9,64cm,

幅13.41cm,厚 さ4.42cmの 大型品で,石材は砂岩で荒砥に用いられたと推測される。

486号井戸 (S E 486,第 67・ 69図 ,図版18・ 46・ 47)

調査区中央に位置する素掘 りの井戸である。掘形平面は方形を呈 し,長 さ0.97m,幅1.13m,深さ

1.18mを 測る。埋土は灰黄色シル ト混じりの黒色シル トである。 S B21の 内部に位置しているが,周

%
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2 遺構・遺物

囲には複数の建物があり,どの建物に伴うかは不明である。遺物は土師器 (490・ 491),須恵器 (492),

珠洲が出土している。4901ま 土師器皿で11世紀末～12世紀前半頃,491は椀底部で12世紀前半頃のもの

と思われ,いずれも底部に糸切り痕が残る。

575号井戸 (S E575,第 67・ 69図 )

調査区中央に位置する素掘りの井戸である。掘形は長さ1,25m,幅 1.18m,深 さ1.07mを 測り,平面

方形を呈している。埋土は褐色シルト混じりの黒色シルトで,炭化物を少量含む。 S E 575は S B22

の内部に位置するが, S B22の柱穴を切っており, S B22よ り新しい時期のものである。周囲には複

数の建物があるが, どの建物に伴うかは不明である。遺物は土師器,須恵器 (493),鉄津が出土して

いる。

781号井戸 (S E781,第 68・ 69図 ,図版18。 49)

調査区北半に位置する素掘 りの井戸である。掘形は径1,05mの 円形で,深さ1,36mを測る。埋土は

灰黄色シル ト混 じりの黒褐色粘質シル トで,少量の炭化物を含み,粘土層を掘 り抜いて礫層まで達し

ている。 S E781は SB4の 北側に近接 し,周囲には複数の建物 (S B32～ S B34)が あるが,建物

との関係は不明である。遺物は土師器,須恵器 (494),珠洲 (495)が出土している。494は 8世紀代

の皿と思われる。4951ま口頚部がコの字状に屈曲し,端部を小さく挽 きだした奏で, I～ Ⅱ期に相当

すると思われる。

799号井戸 (S E 799,第 68図 )

調査区中央に位置する素掘りの井戸である。掘形は径0.92mの 円形を呈し,深さは1,28mを 測る。

埋土は灰責色シルト混じりの黒褐色粘質シルトである。 S E 7991ま S B28・ S B29イこ近接しており,

いずれかの建物に伴うと考えられる。出土遺物はなく,時期の特定はできない。

850号井戸 (S E850,第 68・ 69図 ,図版36)

調査区北半に位置する素掘りの井戸である。掘形は長さ1.53m,幅 1.00mの 不整形で,深さは1.20m

を測る。埋土は灰黄色シルト混じりの黒褐色粘質シルトで,少量の炭化物を含む。 S E 850の 西側は

井壁の中位から階段状の段差を持ち緩やかに開いている。他の13基の井戸は円筒状あるいは橋鉢状で

あり,階段状の段差を持つものはS E 850だ けである。井壁の崩壊の可能性も考えられるが,他の井

戸では崩壊の痕跡がみられないことから,人為的なものと考える。 S E 850は S B33・ S B34の 柱穴

を切っており,こ れらの建物よりも新しい時期のものである。遺物は須恵器 (496・ 497),珠洲が出

土している。496は杯Aで,底部は平坦で体部との境が明瞭な器形をもつもので, 8世紀後半～ 9世

紀頃のものと思われる。

853号井戸 (S E853,第 69・ 70。 76図 ,図版38・ 63)

調査区北半に位置する素掘りの井戸である。掘形は径1。13mの 円形で,深さ0。83mを 測る。深さは

他の井戸が lmを こえるものが大半なのに対しやや浅いが,調査時に湧水が認められたため井戸とし

た。埋土は褐色シルト混じりの黒褐色シルトで,少量の炭化物を含む。S B32の 内部に位置しており,

S B32に伴う可能性がある。遺物は須恵器 (498),鉄津 (510)が出土している。498は長頸瓶の体部

で,内面の釉の範囲から細頸と思われる。510は椀形津で, 2～ 3回分が溶着したと思われるもので

ある。一般的には 1回の操業で椀形津は炉床から除去されることが多いが,510は 2枚ないし3枚が

重なっており,同一の炉での連続した操業を示すものである。

%
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2 遺構・遺物
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遺物実測図 (1/3)
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2 遺構・遺物

1179号井戸 (S E l179,第 68・ 69図 ,図版38・ 46～ 48)

調査区北半の段差際に位置する素掘 りの井戸である。掘形は長軸1.13m,短軸0,93mの平面楕円形

を呈し,深さは1.44mを 測る。埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トで,少量の炭化物を含む。断

面は上場が開いた漏斗状である。 SE■ 79の周囲には複数の建物 (S B37～ S B41)があるが,柱穴

との切 り合い関係や SE■ 79が S B41の 内部に位置することから, S B41に伴う可能性が高いと考え

る。遺物は土師器 (499～501),珠洲 (502)が 出土している。499は椀の底部で,糸切 り痕が残 り10

世紀～■世紀頃のもの。500・ 501は土師器皿で,13世紀前半～中頃のものと思われる。501は二段ナ

デで,内面にハケ状ナデを施した大型の皿で,13世紀前半頃のものか。502は壺の底部で, SE■ 79

の底面付近から出土したもので,Ⅱ 期に相当すると思われる。

1327号井戸 (S E 1327,第 68図 )

調査区北半に位置する素掘 りの井戸である。掘形は径1.06mの 円形で,深さは0,84mを測る。深さ

は S E853と 同様にやや浅めであるが,湧水が認められたので井戸とした。埋土は黒褐色シル トの単

層である。 S E 1327の周囲にはS B42～ S B44の 3棟の建物があるが,建物との関係は不明である。

遺物は土師器,須恵器があるが,時期の特定はできない。

1349号井戸 (S E 1349,第 68・ 69図 )

調査区北半に位置する素掘 りの井戸である。掘形は長軸1.27m,短軸0.71mの楕円形を呈 し,深さ

は1.19mを 測る。埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トで,拳大から15cm代ほどの礫が混 じり,断

面は逆台形を呈する。 S B42・ S B43の 南側に近接し,こ れらの建物に伴う可能性がある。遺物は土

師器 (503・ 504),須恵器 (505),鉄津が出土している。503・ 504は皿・椀で,12世紀前半～13世紀

にかけてのものと思われる。505は壺の口縁である。

1408号井戸 (S E 1408,第 68・ 69図 ,図版18)

調査区北半に位置する素掘 りの井戸である。掘形は径0,92mの 円形で,深さは0.83mを 測る。深さ

は S E 853と 同様にやや浅めであるが,湧水が認められたので井戸とした。埋土は黒褐色シル トの単

層で,拳大から15cm代ほどの礫が混じる。 S E 1349の南東約2.5mに位置しており, S B42・ S B43と

も近接しているが,建物との関係は不明である。遺物は土師器,須恵器 (506)が出土している。

土坑

3号土坑 (SK3,第 71・ 79図 ,図版46・ 49)

調査区北半の段差下に位置する。掘形は長軸2.08m,短軸3.50mの 精円形で,深さは0.55mを 測る。

埋土は浅黄色粘土混 じりの黒色粘質シル トで,少量の災化物を含む。遺物は縄文上器・土師器 (512),

須恵器 (511),白磁 (513・ 514)が出上している。縄文土器は小片で,混入品と考えられる。5111ま

瓶類の底部で,糸切 り痕が残 り,外面手持ちケズリが施される 9世紀後半頃のものである。5121まや

や厚みのある椀底部で,12世紀前半頃のものと思われる。513・ 514は 白磁椀で,太宰府の分類注4に よ

ると513は玉縁口縁のⅣ類,5141よ Ⅱ類に相当すると思われ,12世紀末から13世紀頃のもの。

4号土坑 (SK4,第 71図 )

調査区北半の段差下に位置する。掘形は径0.66mの 円形で,深さは0。17mを測る。埋土はにぶい黄

色粘土混じりの黒色シル ト単層である。遺物は須恵器が出土しているが,時期の特定はできない。

6号土坑 (SK6,第 71・ 79図 ,図版46～ 48)

調査区北半の段差下に位置する。掘形は長軸1,14m,短 軸0.89mの楕円形で,深さ0.67mを測る。

SD7が調査区外西側より流れ込んでいる。埋土は灰オリーブ色シル ト混じりの黒色粘質シル トと責

ヱ99



第皿章 黒河尺目遺跡

褐色シル ト混 じりの黒色粘質シル トの二層で,少量の炭化物を含む。上層は粘性の強い黒褐色粘質シ

ル トがブロック状に混じり, SD7が流れ込む西側に厚 く堆積 している。遺物は土師器 (516～ 518),

須恵器 (515)が出土している。516は 糸切 り痕が残る椀底部で12世紀前半頃のもの,517・ 518は 皿で,

517は 13世紀前半,518は低い柱状高台を持つ皿で11世紀末～12世紀前半頃のものと思われる。

8号土坑 (SX8,第 72・ 79図 ,図版18・ 36。 62・ 64)

調査区中央部に位置する大型の上坑である。掘形は長さ4.20m,幅 2.93mの やや歪んだ長方形で,深

さは0.33mを測る。埋土は黒褐色シル トを主体とし,中央やや北東よりの穴 (断面の 4層)付近はや

や硬化 してお り, 5。 6層は貼床の可能性がある。 S K421に切 られているが, S K420。 S B21の 柱

穴を切っている。掘立柱建物に土間などとして伴う竪穴状土坑注5の可能性がある。 SX8の 東側は直

線的で,東南側に近接する S B17の柱列の延長上にあり, S B17に伴う土坑の可能性も考えられるが,

建物との関係は不明である。遺物は土師器,須恵器 (519～521),灰釉陶器,羽口,鉄津が出上して

いる。521は 8世紀後半代のものであろう。 SX8か らは比較的まとまって鉄淳が出上してお り,分

析の結果注6,砂鉄系製錬津と推定され,羽口の耐火度も製錬工程の送風に十分耐えられるもので,砂

鉄を原料とした製錬鍛冶が行われていたと推祭されている。また,縄文時代のSX9と 一部重複する

ため,埋土に縄文土器や石器が混 じる。

17号土坑 (S K17,第 71図 )

調査区南半の S B13の 南側に位置する。掘形は長軸0.50m,短軸0.28mの楕円形で,深 さ0.20mを 沢j

る。埋土は浅黄色シル ト混 じりの黒色シル トの単層である。遺物は土師器が出上しているが,時期の

特定はできない。

19号土坑 (S K19,第 71・ 79図 )

調査区南半の S Dllの 北岸に位置する。掘形は長軸0.58m,短軸0.42mの楕円形で,深 さ0.32mを 測

る。坦土は黒色シル トの単層である。 S K19は S Kl18。 S Kl17。 S Kl15と S Dllの 北岸に直線上

に並んでおり, S Dllに面した柵列になる可能性がある。遺物は土師器 (522),鉄津が出土している。

522は 口縁端部が肥厚 し,上下に拡張した奏で, 8世紀後半頃のものと思われる。

21号土坑 (S K21,第 71図 )

調査区南半の S B13の 南東角に位置する。掘形は径0.35mの 円形で,深 さ0.20mを 測る。埋土は黒

褐色シル トと灰黄色シル トで, 1層の黒褐色シル トは柱痕跡の可能性があり,柱穴になると思われる。

S K17と ほぼ直線上に並ぶことから, S B13の庇になる可能性もある。遺物は土師器,鉄津が出土し

ているが,時期の特定はできない。

襲号土坑 (S K44,第 71'79図 )

調査区南半の S B30内 に位置する。掘形は長軸0.52m,短軸0.42mの 楕円形で,深 さ0.30mを 測る。

埋土は浅黄色シル ト混じりの黒褐色シル トで,少量の炭化物が混じる。遺物は土師器・須恵器 (523)

が出土している。523は器壁がやや厚 く, 8世紀後半のものと思われる。

60号土坑 (S K60,第 71図 )

調査区南半の S B30の 北側に位置する。掘形は長軸1.30m,短軸0.87mの楕円形で,深さは0.76mを

測 り,断面は逆台形を呈する。埋土は灰黄色シル ト混 じりの黒色粘質シル トの単層である。遺物は土

師器が出土しているが,時期の特定はできない。

63号土坑 (S K63,第 71図 )

調査区南半の S B31の 北西角に位置する。掘形は長軸0.42m,短軸0.31mの楕円形で,深 さ0.27mを
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2 遺構・遺物

測る。埋土は黒色シル トと浅黄色シル ト混 じりの褐灰色シル トで, 1層の黒色シル トは柱痕跡と考え

られ,柱根直径は約0,10mと 推定される。建物プランは不明だが,柱穴になると思われる。遺物はな

く,時期は不明である。

70号土坑 (S K70,第 79図 ,図版62)

調査区南半のSB6内 部に位置する。掘形は径0.63mの 円形で,深 さ0.31mを 測る。埋土は浅黄色

シル ト混じりの黒褐色シル トの単層である。遺物は土師器,鉄滓 (525)が出上している。 SB6の

建物内部には鉄滓や羽口をまとまって出土する土坑が複数あり, S K70も その内の一つと考えられ ,

鍛冶に関連した遺構の可能性がある。

127号土坑 (S K 127,第 71図 )

調査区南半のSB6内 部に位置する。掘形は長さ0.62m,幅 0,49mの不整形で,深 さは0.31m。 埋土

は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トで,少量のえ化物を含む。遺物は須恵器,鉄淳が出上 している。

S K127周 辺ではS K89。 S K142・ S K143・ S K389・ S K390。 S K392の 鉄津・羽口などを出土す

る遺構が密集しており, S K70と 同様に鍛冶に関連したと思われる遺構で, SB6に伴うと考える。

186号土坑 (S K136,第 79図 ,図版62)

調査区南半のSB6の 北側に位置する。掘形は径0,30mの 円形で,深 さ0.15mを測る。埋土は褐色

シル ト混じりの黒褐色シル トの単層である。遺物は土師器,鉄津 (526)が出土している。 S K136の

南側約 4mに はSB6が あり, SB6周辺では鉄津や羽口など鍛冶に関連した遺物がまとまって出土

する土坑が複数あり, S K136も これらと同様な鍛冶に関連した土坑の可能性がある。

156号土坑 (S K 156,第 71・ 79図 )

調査区南半のSB8の 南側に位置する。掘形は径0,66mの 円形で,深 さ0.30mを測る。埋土は灰黄

色シル ト混 じりの黒褐色シル トと暗灰責色シル トの二層である。遺物は土師器,須恵器 (524)が 出

土している。524は広口壷などの壺類の口縁と思われる。

159号土坑 (S K 159,第 72・ 79図 ,図版35)

調査区南半のSB8の 南西角に位置する。掘形は長軸0,45m,短軸0.37mの楕円形で,深さ0。14mを

測る。埋土は黒褐色シル トと灰黄褐色シル トである。遺物は須恵器 (527)が出土している。

174号土坑 (S K174,第 71・ 79図 )

調査区南半の S B10の南狽1に位置する。掘形は長軸0.87m,短軸0.77mの 円形に近い楕円形で,深

さ0.74mを 測る。埋土は灰責色シル トがブロック状に混じる黒褐色シル トである。遺物は土師器 (528),

須恵器 (529)が出土している①528は 口縁端部を面取 りし方形に仕上げた奏で, 8世紀後半～ 9世紀

代のものと思われる。 S K 174か らは図示 したもの以外に土師器奏・鍋等の煮炊具がまとまって出土

している。

175号土坑 (S K 175,第 72図 )

調査区南半のSB9の南東角に位置する。掘形は長軸0.96m,短軸0.66mの楕円形で,深 さ0.42mを

測る。埋土は灰黄色シル ト混 じりの黒褐色シル トの単層である。 S K 175は SB9の柱穴 S P175を 切

っている。遺物は土師器,須恵器が出上しているが,時期の特定はできない。

184号土坑 (S K184,第 72・ 79図 )

調査区南半のSB9の 西側に位置する。掘形は長軸0.52m,短軸0.42mの精円形で,深さ0.28mを 測

る。埋土は灰黄色シル ト混じりの黒褐色シル トである。遺物は須恵器 (530)が出上している。
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第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

300号土坑 (S K 300,第 72図 )

調査区南半の S B10の 東側に位置する。掘形は径0.46mの 円形で,深 さ0.30mを 測る。埋土は灰責

色シル ト混じりの黒褐色シル トである。遺物は土師器が出上しているが,時期の特定はできない。

315号土坑 (S K315,第 73・ 80図 ,図版36)

調査区南半の S Bll内 部に位置する。掘形は長軸0.46m,短軸0.37mの楕円形で,深 さ0.31mを 測る。

埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トである。遺物は土師器,須恵器 (5坐)が出上している。

370号土坑 (S X370,第 73図 )

調査区中央の S B17の 西側に位置する。掘形は幅1.22mの 平面不整形土坑で,深 さ0.40mを 測る。

埋土は褐色シル ト混 じりの暗褐色シル トで,炭化物を含み,底面はほぼ平坦である。 S K371に 切 ら

れるが,底面の深さがほぼ同一で,埋土も似ており比較的近い時期の遺構 と思われる。遺物は縄文土

器,剥片があるが,混入品と考えられる。

371号土坑 (S K371,第 73'79図 ,図版18。 35。 41・ 44・ 62)

調査区中央の S B17の 西側に位置する。掘形は長さ2.77m,幅 2.16mの隅丸方形で,深 さ0.44mを 測

る。埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで,少量の炭化物を含む。底面は硬化してお り,厚 さ約

0,10mほ どの黒褐色シル ト混 じりの褐色シル トが堆積 していて,只占床と考えられ,掘立柱建物に伴う

竪穴状土坑 と思われる。 S X370を 切っている。 S B17の 西側柱列とほぼ並行しているが,建物との

関係は不明である。遺物は土師器 (539～ 542),須恵器 (531～ 538),鉄津 (543)が出上 している。

S K371では食膳具は須恵器のみで,土師器の椀・皿は出土していない。539。 540は小型甕で, 9世

紀前半～中頃のものと思われる。541は胴部上半カキメ,下半タタキの長胴奏で 9世紀前半頃のもの

である。須恵器は概ね 8世紀後半代のものである。

378号土坑 (S K378,第 73図 )

調査区中央の S B17の 南狽1柱列に位置する。掘形は長軸0.50m,短軸0.40mの楕円形で,深 さ0.31m

を測る。埋土は灰黄色シル ト混じりの黒褐色シル トで,少量の炭化物を含む。遺物はない。

379号土坑 (S K379,第 73図 )

調査区中央の S B17内 部に位置する。掘形は長軸1.02m,短軸0.37mの楕円形で,深さ0.26mを 測る。

埋土はにぶい黄褐色シル トがブロック状に混 じる黒褐色シル トである。 S K 443を 切る。遺物は土師

器が出上しているが,時期の特定はできない。

389号土坑 (S K389)

調査区南半のSB6内 部に位置する。掘形は長軸1.25m,短軸0.96mの楕円形で,深 さ0.14mを 測る。

埋土は黒褐色シル トの単層である。 S K390に 切 られる。遺物は土師器・羽口・鉄津が出土している。

鉄津は底面付近でブロック状にまとまって出土しており,総重量は4884.13gである。分析の結果から

は大鍛冶による精錬鍛冶津と推定されている。 S K127等 と同様にSB6に 伴い,鍛冶に関連した遺

構と考える。

414号土坑 (S K414,第 74図 )

調査区中央に位置する。調査区外西側に延びている。掘形は長さ4.52m以 上,幅 2.77mの不整形で,

深さは0.33mを測る。埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トである。底面は平坦で,東側は突出し

ている。遺物は縄文土器,土師器,人尾,唐津,鉄津が出土しているが,後世の暗渠に切 られている

ことから遺物の大半は混入と考えられ,時期の特定はできない。
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SK379 1 10VR3/2 黒召色シルト(IOYお ノ4 にぶい責禍色ンルト3%カック状に混)
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第73図 遺構実測図
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第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

417号土坑 (S K417,第 74図 )

調査区中央に位置する。掘形は長軸0.98m,短軸0.86mの楕円形で,深さ0.13mを測る。埋土は褐色

シル ト混 じりの黒褐色シル トが皿状に堆積 している。遺物は土師器,須恵器が出上しているが,時期

の特定はできない。

420号土坑 (S K420,第 72図 )

調査区中央に位置する。掘形は長軸1.17m,短軸0.88mの精円形で,深 さは0,06mと 浅い。埋土は黒

褐色シル ト混じりの暗褐色シル トである。 SX8に切 られている。遺物は混入品と考えられる縄文土

器の小片だけで,時期の特定はできない。

421号土坑 (S K421,第 72・ 80図 ,図版18)

調査区中央に位置する。掘形は長軸1.32m,短軸1.14mの 精円形で,深 さ0.63mを測る。埋土は灰黄

色シル ト混 じりの黒褐色粘質シル トで,少量の炭化物を含む。 SX8の北西角を切っている。遺物は

土師器 (548・ 549),須恵器 (546・ 547),鉄淳が出上している。548・ 50は 口縁端部を方形に面取 り

した奏で, 8世紀後半～ 9世紀前半頃のものと思われる。

422号土坑 (S K422,第 72図 )

調査区中央に位置する。掘形は長軸0.63m,短軸0.54mの楕円形で,深さ0.62mを測る。埋土は褐色

シル ト混 じりの黒褐色シル トで,東側が一段深 くなる。 S K421の 西側に近接 している。遺物は鉄津

が出上している。

428号土坑 (S K428,第 73・ 80図 )

調査区中央の S B17の 北側に位置する。掘形は径0.40mの 円形で,深さ0。31mを測る。埋土は黒褐

色粘質シル トの単層である。遺物は土師器,須恵器 (5ち)が出上している。

431号土坑 (S K431,第 73・ 80図 ,図版40)

調査区中央の S B17内 部に位置する。掘形は長軸1.48m,短軸0.92mの楕円形で,深 さ0。ちmを測る。

埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トで,少量の戊化物を含む。 S D430に 切 られている。縄文時

代の上坑 SX9と重複しており,埋土から出土した縄文土器は混入品と考える。遺物は土師器,須恵

器 (550)が出上している。

螂7号土坑 (S K437,第 74・ 80図 )

調査区中央の S B18の北西角に位置する。掘形は径0.32mの 円形で,深さ0.25mを 測る。埋土は褐

色シル ト混じりの黒褐色シル トである。 S B18の 柱穴 S P 438。 S K462を切ってお り, S B18よ り新

しい土坑である。遺物は土師器 (551)が出土している。551は口縁端部を方形に面取 りした奏で, 9

世紀前半頃のものと思われる。

443号土坑 (S K4喝 ,第 73図 )

調査区中央の S B17内 部に位置する。掘形は長軸1,68m,短軸1.32mの 不整形で,深 さ0.28mを測る。

埋土は黒褐色シル トの単層で,少量の戊化物を含む。 S K379に 切 られている。遺物は土師器が出土

しているが,時期の特定はできない。

465号土坑 (S K465,第 74・ 80図 )

調査区中央の S B18～ S B20の 内部に位置する。掘形は径0,28mの 円形で,深さは0.20mを 測る。

埋土は灰黄色シル ト混じりの黒褐色シル トである。遺物は須恵器 (552)が出土している。

467号土坑 (S K467,第留図)

調査区中央のSB21内部に位置する。掘形は長軸0。75m,短軸0.56mの楕円形で,深 さ0.10mと 浅い。

ｎ
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2 遺構。遺物

埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トである。 S K 1350に切 られる。遺物は縄文土器,土師器,須

恵器が出土しているが,縄文時代の上坑 S K513を切っており,縄文土器は混入品と考える。

470号土坑 (S K470,第 74図 )

調査区中央のSBlの 南西側に位置する。掘形は長さ1.02m,幅 0,81mの不整形で,深さは0,18mを

測る。埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トである。遺物は土師器が出上しているが,時期の特定

はできない。

472号土坑 (S K472,第 74図 )

調査区中央のSBlの南西側に位置する。掘形は長軸0.65m,短軸0.48mの楕円形で,深さ0.25mを

測る。埋土は褐色シル トがブロック状に混 じる黒褐色シル トで,北側が一段深 くなる。 S K474・

S K475を切っている。遺物は土師器が出土しているが,時期の特定はできない。

写4号土坑 (SK写4,第74図 )

調査区中央のSBlの南西側に位置する。 S K4721こ切られている。平面楕円形を呈する深さ0。13m

の上坑で,埋土は掲色シル ト混じりの暗褐色シル トである。出土遺物はない。

475号土坑 (S K475,第 74図 )

調査区中央のSBlの南西側に位置する。掘形は長軸0.63m,短軸0.33mの楕円形で,深 さ0.26mを

測る。埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トで,西狽jが一段深 くなる。 S K4721こ 切 られる。 SK

475の西側は径0,24mの 円形で深さ約0.20mほ どの穴になり,柱痕跡の可能性がある。 S K475周 辺は

後世の削平を受けていると思われ,遺構が散漫になってお り,建物のプランは確認できなかったが ,

柱穴になると思われる。遺物は土師器があるが,時期の特定はできない。

476号土坑 (S K476,第 74図 )

調査区中央のSBlの 南西側に位置する。掘形は長軸0.49m,短軸0.40mの楕円形で,深 さ0.24mを

測る。埋土は炭化物混 じりの黒褐色シル トと褐色シル ト混 じりの暗褐色シル トである。 S K476の 北

側は径0.28mの円形状に一段深 くなっており, 1層の黒褐色シル トは柱痕跡の可能性がある。 S K475

と同様に建物プランは確認できていないが,柱穴になると思われる。遺物は土師器片がある。

482号土坑 (S K482,第 74図 )

調査区中央の S B24の 南側に位置する。掘形は径0.39mの 円形で,深 さ0.25mを測る。埋土は褐色

シル ト混 じりの黒褐色シル トである。遺物は土師器が出土しているが,時期の特定はできない。

497号土坑 (S K497,第 74図 )

調査区中央の S B24の 南側に位置する。掘形は長さ0.55m,幅 0.46mの平面不整形で,深さ0.36mを

浪1る 。埋土は灰黄色シル ト混 じりの黒褐色シル トと,灰黄褐色シル トで, 1層の黒褐色シル トは小量

の炭化物を含み,柱痕跡と考えられる。建物プランは確認できないが,柱穴になると思われる。出土

遺物はない。

498号土坑 (S K498,第 74図 )

調査区中央の S B24の 南側に位置する。掘形は長軸0.54m,短軸0.28mの楕円形で,深 さ0,17mを測

る。埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで,小量の炭化物を含む。出土遺物はない。

551号土坑 (S K551,第 75・ 80図 )

調査区中央の S B22内 部に位置する。掘形は長軸0.60m,短軸0.33mの楕円形で,深 さ0.1lmを 測る。

埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トである。遺物は須恵器 (559)が出土している。
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2 遺構・遺物

562号土坑 (S K562,第 75・ 80図 ,図版46)

調査区中央の S B21の 東側に位置する。掘形は径0.30mの 円形で,深 さ0.1lmを測る。埋土は黒褐

色シル トの単層である。 S K 1411を切っている。遺物は土師器 (560)が出土している。560は内タト面

赤彩の皿の底部で,11世紀代のものかと思われる。

585号土坑 (S K585,第 75・ 80図 )

調査区中央の S B23の 西側に位置する。掘形は長軸0.53m,短軸0.40mの楕円形で,深さは0.18mを

測る。埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トである。遺物は土師器 (561)が出土している。

591号土坑 (S K591,第 75'80図 ,図版18・ 36・ 48・ 49)

調査区中央の S B24内 部に位置する。掘形は長さ1.04m,幅 0,96mの 円形で,深さ0,70mを 測る。埋

土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで,小量の炭化物を含む。埋土中位からは拳大から15cm台 の礫

や珠洲などの遺物が出土している。径 lmを測る円筒状の土坑で,溜め井戸の可能性もある。周辺に

は S B24～ S B27の 4棟の建物があるが, S B24の柱穴を切っており, S B24よ り新 しい土坑である。

他の建物との関係は不明である。遺物は土師器 (563),須恵器 (562),珠洲 (564),鉄淳が出上して

いる。563は 口縁部一段ナデの皿で,13世紀前半頃のものと思われる。

628号土坑 (S K628,第 75図 )

調査区中央の S B27内 部に位置する。掘形は長軸0.58m,短軸0.39mの楕円形で,深 さ0.59mを 測る。

埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トと灰黄褐色シル トで, 1層の黒褐色シル トは柱痕跡と考えら

れる。柱根直径は約0.28mに なると推定される。 S B24～ S B27の 内部に位置しており,建物プラン

は確認できないが,柱穴になると考えられる。 S K 630を 切っている。遺物はない。

636号土坑 (S K636,第 75図 )

調査区中央の S B24内 部に位置する。掘形は長軸0.60m,短軸0.49mの楕円形で,深さ0。24mを測る。

埋土は黒褐色シル トの単層である。 S B26・ S B27の 柱穴 S P637を 切っており,切 り合い関係から

S P 637(S B27)→ S P637(S B26)→ S K636と なり,建物より新 しい土坑である。遺物は土師

器が出上しているが,時期の特定はできない。

659号土坑 (S K659,第 75図 )

調査区中央のSB2の西側に位置する。掘形は長さ2.17m,幅 0,98mの平面不整形で,深さ0.16mを

測る。埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トである。底面中央部に径0.16mほ どの小穴がある。遺

物は土師器,須恵器が出土しているが,時期の特定はできない。

668号土坑 (S K 668,第 75。 80図 ,図版48)

調査区中央のSB3の南西側に位置する。掘形は長さ1.78m,幅 0.60mの平面不整形で,深 さ0.34m

を測る。埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トである。遺物は土師器 (565),鉄津が出上している。

565は土師器皿で,13世紀末頃のものと思われる。

729号土坑 (S K729,第 75図 )

調査区中央の S B29の 北側に位置する。掘形は長軸0.65m,短軸0.40mの精円形で,深さ0.25mを測

る。埋土は灰責色シル ト・褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トで,南側にむかい階段状に深 くなってい

る。出土遺物はない。

732号土坑 (S K732,第 75。 80図 ,図版35)

調査区北半のSB4の 東側に位置する。掘形は長軸0.87m,短軸0.46mの精円形で,深 さ0.22mを測

る。埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トで,小量の炭化物を含む。遺物は須恵器 (553)が 出土
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2 遺構・遺物

している。553は杯蓋で 8世紀後半のものと思われる。

758号土坑 (S K758,第 75図 )

調査区北半のSB4の 南西側に位置する。掘形は径0.36mの 円形で,深 さ0.24mを測る。埋土は褐

色シル ト混じりの黒褐色シル トで,断面は漏斗状を呈する。遺物は須恵器が出上しているが,時期の

特定はできない。

782号土坑 (S K782,第 75図 )

調査区北半のSB4の西側に位置する。掘形は長軸0.54m,短軸0.38mの精円形で,深さ0.34mを 測

る。埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで,小量の炭化物を含む。遺物は土師器があるが,時期

の特定はできない。

792号土坑 (S K792,第 76図 )

調査区北半の S B28の北東角に位置し,調査区外東側に延びる。掘形は長さ2.43m,深 さ0.37mの

平面不整形を呈する。埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで,小量の炭化物を含む。底面は平坦

で, S B28の柱穴 S P 1472に切られており, S B28よ り古い土坑である。遺物は土師器がある。

800号土坑 (S K800,第 76・ 80図 ,図版47・ 48・ 62)

調査区北半の S B35の 南西側に位置する。調査区外西側に延びており,検出した掘形は長さ3.00m,

深さ0.55mを測 り,平面方形を呈する。埋土は褐色シル トがブロック状に混 じる黒褐色シル トで,小

量の炭化物を含む①掘立柱建物 (S B35)に 伴う方形の竪穴状遺構 (S X 1344)と 同様の上坑の可能

性があるが, S X 1344の ように確実に伴う柱穴は確認できていない。 S X 1344に切 られている。遺物

は土師器 (566～568),須恵器,珠洲,八尾,鉄淳 (569・ 570)が出土している。この他に縄文土器 ,

打製石斧,磨製石斧などがあるが,混入品と考える。566～568は 土師器皿で,13世紀前半～中頃のも

のと思われる。図示はしていないが,珠洲に I～ Ⅱ期に相当すると思われる奏や橋鎌がみられ, SK

800出上の遺物は概ね13世紀前半のものを主体としており, S K800の 時期もこの頃と考える。

824号土坑 (S K824,第 76図 )

調査区北半の S B36内部に位置する。掘形は径0.28mの 円形で,深さ0.13mを 測る。埋土は褐色シ

ル ト混 じりの黒褐色シル トである。出土遺物はなく,時期の特定はできない。

825号土坑 (S K825,第 76。 80図 ,図版47)

調査区北半の S B36内部に位置する。掘形は径0.25mの 円形で,深 さ0.31mを 測る。埋土は褐色シ

ル ト混 じりの黒褐色シル トの単層である。遺物は土師器 (571),鉄津が出土している。571は土師器

皿で,13世紀前半頃のものと思われる。鉄津は分析の結果,砂鉄系鉱石を原料とした製鉄行程 (製錬)

によるものと推察されている。

845号土坑 (S K845,第 76図 )

調査区北半の S B35の 北西側に位置する。調査区外西側に延びており,検出した掘形は長さ0.88m,

深さ0.39mの半円形である。埋土は灰黄色褐色混 じりの黒褐色シル トで,小量の炭化物を含む。断面

は漏斗状を呈しており,柱痕跡の可能性がある。建物プランは確認できないが,柱穴になると思われ

る。遺物は土師器があるが,時期の特定はできない。

846号土坑 (S K846,第 76・ 80図 ,図版49)

調査区北半の S B35の南側に位置する。掘形は短軸0,65m,深 さ0.31mを測る平面楕円形の上坑で ,

S K828に 切 られている。埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トで南側は階段状に一段深 くなって

いる。遺物は土師器,珠洲,青磁 (556),鉄滓が出土している。556は蓮弁文の椀で,13世紀中頃の
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第Ⅲ章 黒河尺 目遺跡

ものと思われる。

852号土坑 (S K852)

調査区北半の S B32内部に位置する。掘形は径0,22mの 円形で,深 さ0.16mを測る。埋土は黒褐色

シル トの単層である。 S E853に切 られている。遺物は鉄滓が出土している。

854号土坑 (S K854,第 76図 )

調査区北半の S B32の西側柱列に位置する。掘形は径0.32mの 円形で,深さ0.25mを 測る。埋土は

灰黄色シル ト混じりの黒褐色シル トの単層である。遺物は須恵器があるが,時期の特定はできない。

897号土坑 (S K897,第 76図 )

調査区北半の S B86の東側に位置する。掘形は長さ0,77m,幅 0,70mの 円形で,深さ0.39mを 測る。

埋上は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで,小量の炭化物を含む。遺物は土師器片がある。

899号土坑 (S K899,第 76図 )

調査区北半の S B36の東側に位置する。掘形は長さ0.45m,幅 0.39mの 円形で,深 さ0.24mを 測る。

埋土は黒褐色シル トの単層である。出土遺物はない。

933号土坑 (S K933,第 76・ 80図 ,図版38)

調査区北半の S B36の 北東角に位置する。掘形は長さ0.38m,幅 0.32mの 円形で,深さ0.18mを測る。

埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トである。遺物は須恵器 (554・ 555)が出土している。

554は杯蓋で, 8世紀代のもの。555は短頸壷の肩部片か。

955号土坑 (S K955,第 76・ 80図 )

調査区北半の S B37の 南側に位置する。 S D656の 西側肩を切っている。掘形は長さ0.35m,幅0.30

mの円形で,深 さ0,28mを測る。埋土は黒褐色シル トと灰黄褐色シル トの 2層である。遺物は須恵器

(557)が出土している。557は壺類の底部である。

1012号土坑 (S K 1012)

調査区北半の S B40の 南西側に位置する。掘形は長さ1.28m,幅 0.42mの 平面不整形の土坑で,深

さ0.33mを測る。埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トである。遺物は土師器,須恵器,鉄津が出

上している。

1041号土坑 (S K 1041,第 77図 )

調査区北半の S B37・ S B38内 部に位置する。調査区外西側に延びてお り,検出できた掘形は長さ

■25m夕 深さ0.42mを 測る。埋土は黒褐色シル トの単層である。 S B37の 柱穴を切っており, S B37

より新 しい上坑である。遺物は土師器が出上しているが,時期の特定はできない。

1055号土坑 (S K 1055,第 77・ 80図 ,図版35)

調査区北半の S B40の 南西角に位置する。掘形は長軸0.35m,短軸0.27mの精円形で,深さ0.25mを

測る。埋土は暗褐色シル トの単層である。遺物は須恵器 (558)が出土している。558は扁平で大きめ

のつまみを持つ杯蓋で, 8世紀中頃のものと思われる。

1078号土坑 (S K1078,第 77図 )

調査区北半の S B33の 北東角に位置する。掘形は長さ1.66m,幅 1.46mの 円形で,深さ0.46mを 測る。

埋土は黒褐色シル トの単層である。 S B33の柱穴を切っており, S B33よ り新 しい土坑である。遺物

は須恵器が出土している。この他に縄文土器,打製石斧があるが混入品と考える。

1097号土坑 (S K 1097,第 77図 )

調査区北半の S B42の 西側に位置する。掘形は長軸0.67m,短軸0.54mの楕円形で,深さ0.32mを 測

Z」 θ
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第Ⅱ章 黒河尺目遺跡

る。埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トである。遺物は珠洲,鉄津が出上している。鉄津分析の

結果は精錬鍛治津で,大鍛冶が行われていたと推祭されている。

1126号土坑 (S K l126,第 77図 )

調査区北半の S B42内部に位置する。掘形は径0.38mの 円形で,深さ0.35mを測る。坦土は黒褐色

シル トと褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで, 1層の黒褐色シル トは柱痕跡と考えられ,柱根直径約

0.12mと 推定される。建物プランは確認できないが,柱穴になると考える。出土遺物はない。

1193号土坑 (S Kl193,第 77・ 81図 ,図版62)

調査区北半の S B40内 部に位置する。掘形は長軸0.48m,短軸0.34mの楕円形で,深さ0。26mを測る。

埋土は褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで,断面は漏斗状を呈 し,柱痕跡の可能性がある。建物プラ

ンは確認できていないが,柱穴になると思われる。遺物は土師器,鉄津 (602)がある。

1210号土坑 (S K 1210,第 77図 )

調査区北半の S B40の北東角に位置する。掘形は長さ1.08m,幅 0,96mの平面不整形の上坑で,深

さ0.31mを測る。埋土は明黄褐色シル ト混 じりの黒掲色シル トで,小量の炭化物を含むj S B40の柱

穴 S P 1479に 切 られてお り, S B40よ りも古い土坑である。 S B41の 東側に近接 してお り, S B41に

伴う可能性がある。出土遺物はなく,時期の特定はできない。

1226号土坑 (S K1226,第 77図 )

調査区北半の S B40の東側に位置する。掘形は長さ0.32m,幅 0.28mの 円形で,深さ0.26mを 測る。

埋土は明黄褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トと灰黄褐色シル トで, 1層の黒褐色シル トは柱痕跡と考

えられ,柱根直径は約0.18mと 推定される。建物プランは確認できていないが,柱穴になると思われ

る。出土遺物はない。

1227号土坑 (S K1227,第 77図 )

調査区北半の S B40内 部に位置する。掘形は長さ0.30m,幅 0.26mの 円形で,深さ0.23mを測る。埋

土は黒褐色シル トと明黄褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで, 1層の黒褐色シル トは柱痕跡と考えら

れ,柱根直径は約0.16mと 推定される。建物プランは確認できていないが,柱穴になると思われる。

出土遺物はなく,時期は特定できない。

1246号土坑 (S K 1246,第 77図 )

調査区北半の S B42内 部に位置する。掘形は長軸0.42m,短軸0.32mの楕円形で,深さ0.26mを測る。

埋土は明黄褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トである。遺物は土師器が出土している。

1250号土坑 (S K 1250,第 77図 )

調査区北半の S B42内 部に位置する。掘形は長軸0.56m,短軸0.48mの楕円形で,深さ0.48mを測る。

埋土は明黄褐色シル トがブロック状に混 じる黒褐色シル トと褐色シル トで, 1層の黒褐色シル トは柱

痕跡と考えられ,柱根直径は約0.32mと 推定される。建物プランは確認できていないが,柱穴になる

と思われる。出土遺物はなく,時期の特定はできない。

1259号土坑 (S K 1259,第 77・ 81図 ,図版18・ 35～ 38・ 42・ 坐)

調査区北半の S B42内 部に位置する。掘形は長さ2.14m,幅 1.57mの 方形で,深 さ0.15mを測る。埋

土は明黄褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで,小量の炭化物を含む。 S K 1259の 東側は壁に沿って 3

基穴が並び,北東角の穴からは土師器甕 (581)等の上器が出土している。貼床等は認められなかっ

たが,掘立柱建物に土間等として取 り込まれる竪穴状土坑の可能性がある。 S K 1259は S B42内 部に

位置し, S B43と も近接 しているが,建物との関係は不明である。遺物は土師器 (580・ 581),須恵

ヱヱ9~
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第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

器 (572～579),鉄津が出土している。581は体部外面下半を手持ちヘラ削 りする小型養で, 8世紀代

のもの。須恵器は概ね 8世紀後半のもので, 9世紀前半に降るものが若干みられる。

1272号土坑 (S K 1272,第 77図 )

調査区北半の S B42内 部に位置する。掘形は長さ0.36m,幅 0.30mの円形で,深 さ0,47mを測る。埋

土は明黄褐色シル ト混じりの黒褐色シル トで,小量の炭化物を含み,柱痕跡の可能性がある。建物プ

ランは確認できていないが,柱穴になると思われる。出土遺物はな く,時期の特定はできない。

1279号土坑 (S K1279,第 77図 )

調査区北半の S B43内部に位置する。掘形は径0.34mの 円形で,深さ0.25mを測る。埋土は黒褐色

シル トと灰黄褐色シル トで, 1層 の黒褐色シル トは柱痕跡と考えられ,建物プランは確認できていな

いが,柱穴になると思われる。遺物は須恵器が出土している。

1280号土坑 (S K1280,第 77図 )

調査区北半の S B43内 部に位置する。掘形は長さ0。35m,幅0.30mの円形で,深さ0.24mを測る。埋

土は黒褐色シル トと黒褐色シル ト混 じりの灰黄褐色シル トで, 1層の黒褐色シル トは柱痕跡と考えら

れる。建物プランは不明だが,柱穴になると思われる。出土遺物はない。

1285号土坑 (S K 1285,第 78図 )

調査区北半の S B42内 部に位置する。掘形は長軸0.68m,短軸0,48mの楕円形で,深 さ0.17mを測る。

埋土は黒褐色シル トで,断面は漏斗状を呈し,柱痕跡の可能性がある。建物プランは不明だが,柱穴

になると思われる。遺物は須恵器が出土している。

1289号土坑 (S K 1289,第 78・ 81図 ,図版41)

調査区北半の S B42内 部に位置する。掘形は長軸0.36m,短軸0.28mの楕円形で,深さ0.22mを測る。

埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トである。 S K 1290を 切る。遺物は土師器 (582)が出土して

いる。582は 口縁端部を上方に引き上げた奏で, 9世紀前半頃のものと思われる。

1326号土坑 (S K 1326,第 78図 )

調査区北半の S B42の東側に位置する。掘形は径0.40mの 円形で,深 さ0.27mを 測る。埋土は黒褐

色シル トと黒褐色シル ト混 じりの灰黄褐色シル トで, 1層の黒褐色シル トは柱痕跡と考えられ,柱穴

になると思われる。建物プランは不明であるが,S B42の柱列の延長線上 (S P 1324か ら東に延ばす)

に位置することから, S B42の柱穴になる可能性がある。出土遺物はない。

1328号土坑 (S K 1328,第 78図 )

調査区北半の S B44内 部に位置する。掘形は長さ1,97m,幅 0.93mの平面不整形で,深さ0。17mを測

る。埋土は暗褐色シル トである。 S K 1329を切る。貼床は認められなかったが,床面は平坦で, sB
44に伴う土坑の可能性がある。出土遺物はない。

1386号土坑 (S K 1336,第 78図 )

調査区北半の S B44の北側に位置する。掘形は径約0.25mの 円形で,深さ0.13mを 測る。埋土は黒

褐色シル トである。 S K 1337に切 られている。出土遺物はなく,時期の特定はできない。

1337号土坑 (S K 1337,第 78図 )

調査区北半の S B44の北側に位置する。掘形は径0。33mの円形で,深さ0。30mを 測る。埋土は黒褐

色シル トの単層である。 S K1336を切る。遺物は土師器があるが,時期の特定はできない。

1339号土坑 (S K 1339,第 78図 )

調査区北半の S B44内部に位置する。調査区外東側に延びてお り,検出できた掘形は長さ1.15m,

″
／



2 遺構 。遺物

深 さ0.29mを測 り,平面は不整形 を呈する。埋土は黒褐色 シル トで,小量の炭化物を含む。 S B44に

伴う土坑の可能性がある。出土遺物はなく,時期の特定はできない。

1344号土坑 (S X 1344,第 54・ 81図 ,図版19・ 45。 写～50)

調査区北半に位置する。掘形は長さ5.76m,幅 3.80m,深 さ0.36mを 測る。 S X 1344は 平面方形を呈

する大型土坑で,総柱建物 S B35と 重複する。土坑部分をS X13駆,柱穴部分 (掘立柱建物)を SB

35と し, S B35については前項で扱ったが,土坑部分と柱穴は本来一連の遺構 と考える。柱穴は土坑

の壁周を巡っており,床面中央の長軸線上に 2基並んでいる。また,柱穴は土坑の埋上下で検出され,

肩や床を掘 り込んでいることからも土坑 とは一連のものと考える。埋土は黒褐色シル トを主体 とし,

黄褐色シル トがブロック状に混 じり,締まりがなくボソボソとしており,人為的に埋め戻された可能

性がある。床面付近には植物の枝・根状の有機質が塊でみられた。床面は平坦で,踏み固められたよ

うに硬化 していた。壁は外傾気味に立ち上がる。南東角はやや歪んでいるが, S K 1345。 S P 1346に

かけて緩やかに傾斜 しており,第 54図 に破線で図示したような張 り出し部になると思われ,出入口施

設の可能性がある。関連する遺構 としては,北壁の中央からS D875が 弓なりに廷びてお り, SX

13駆の排水溝と考えられる。 S X 1344は柱穴・出入口施設・排水溝を有する方形の上坑で,建物跡と

想定される竪穴状遺構注7と 考えられ,倉庫的な性格を持つと推定される。遺物は土師器 (583～ 589),

須恵器,珠洲 (590～597),砥石,鉄津,炉壁が出土している。土師器は12世紀後半～13世紀前半の

もの (583～ 585・ 589)と 14世紀前半頃のもの (587・ 588)と があり,前者に主体がある。珠洲はⅣ

～V期 と思われる奏 (594)力Ⅵ 量ヽあるが,内湾気味の器体の悟鉢 (590)や 長めの頚部に尖頭状の口

縁を持つ奏 (593・ 595)な どI～ Ⅱ期に相当するものが主体を占めている。

13も号土坑 (S K 1345,第 54図 )

調査区北半に位置する。掘形は長さ1.37m,幅 0.35mの平面不整形で,深さ0.14mを 測る。埋土は褐

色シル ト混 じりの黒褐色シル トで,小量の炭化物を含む。 S X 1344の 南東角にかけて緩やかに傾斜 し

ており, S X13駆 と一連の遺構 と考えられ,出入口施設の可能性がある。出土遺物はない。

1358号土坑 (S K 1358,第 78図 )

調査区中央の S B17の 西側に位置する。掘形は長さ0,88m,幅 0.61mの平面不整形で,深 さ0,31mを

浪1る 。埋土は褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トである。遺物は土師器,須恵器が出土している。

1398号土坑 (S K 1398,第 78'81図 ,図 044)

調査区中央の S B21の 南東角に位置する。排水溝に切 られており,検出できた掘形は径約0.28mの

円形で,深さ0.15mを測る。埋土は明黄褐色シル ト混じりの黒色シル トで,小量の炭化物を含む。遺

物は土師器 (600)が出土している。6001ま 底部が厚 く,内湾気味に立ち上がる小皿で,12世紀前半頃

のものと思われる。

1412号土坑 (S K 1412,第 78図 )

調査区中央の S B21の 東側に位置する。調査区外東側に延びており,検出できた掘形は長さ1.15m,

深さ0.31mを測る平面不整形土坑である。埋土は明黄褐色シル ト混じりの暗褐色シル トで,北側は径

約0.56mの 円形の穴になり,黄褐色シル ト混 じりの黒褐色シル トが堆積 している。断面観察から二つ

の遺構が切 りあっていると考える。出土遺物はない。

1486号土坑 (S X 1486,第 78・ 81図 ,図版36)

調査区南半のSB9の南西側に位置する。掘形は長さ3.09m,幅 2.30mの平面不整形で,深さ0.25m

を測る。埋土は黒褐色シル トを主体としている。底面はほぼ平坦で,北側は一段深 くなる。遺物は縄

ヱ′B
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文土器,須恵器 (598),打製石斧が出土している。縄文土器は小片が多く,混入品と考えられる。

598はやや厚手の体部で, 8世紀後半のものと思われる。

1498号土坑 (S K1498,第 78・ 81図 ,図n48)

調査区中央のS B24の東側柱列に位置する。掘形は長軸0.45m,短軸0.27mの楕円形で,深さ0,26m

を測る。埋土は黒褐色シルトの単層で,小量の炭化物を含む。遺物は土師器 (601)が 出土している。

601は 内面にハケ状のナデが施される皿で,13世紀中頃のものと思われる。

1545号土坑 (S K 1545,第 78・ 81図 ,図版37)

調査区北半のS B42内 部に位置する。掘形は長さ0.34m,幅 0.29mの円形で,深 さ0.32mを測る。埋

土は黒褐色シルトの単層で,小量の炭化物を含む。遺物は土師器,須恵器 (599)が出土している。

599は完形の杯Aで,底面からやや浮いた状態で出上している。底部が平坦で体部との境が明瞭な個

体で 8世紀後半頃のものと思われる。

包含層出土遺物

調査区では後世の削平が激しく,縄文時代から古代 。中世までの遺構・遺物が I層直下で露わにな

っていた。この為,遺物の遺存状態は悪く,時期の特定が困難なものが多くみられる。

須恵器 (第82・ 83図 ,図版35～40)

出土量は多く,食膳具においては須恵器 :土師器は8:2に なる。時期は8世紀後半～ 9世紀前半

にかけてのものが主体となる。杯蓋 (605・ 606・ 614～626),杯 (608～611・ 627～653),瓶 (654～

657・ 659。 660・ 664・ 665・ 668),壺 (658),鉢 (661),奏 (662・ 663・ 666・ 667・ 669)がある。616

は内外面に墨痕が残る杯蓋で,転用硯と考えられる。637・ 640・ 641は底部外面に「×」状のヘラ記

号が刻まれており,同様なヘラ記号は黒河中老田遺跡出上の須恵器にもみられる注8。 646は高台が剥

離した跡があり, 8世紀後半のもの。650は平坦な底部で,全体的に器壁が薄く9世紀前半のものと

思われる。653は底部に糸切り痕が残る皿で, 8世紀代の射水丘陵の窯では糸切 り技法が用いられて

いないことから, 9世紀代のものと思われる。654は横瓶で,内面は閉塞部の際まで同心円の当て具

痕がみられる。 8世紀後半頃のもの。655は体部が算盤玉状を呈する瓶の肩部付近と思われ,円盤状

の粘土を貼 り,孔を開けたもので注目部分と考える。類例に石川県八野ガメ山 1号窯注9出上のものが

あり, 8世紀前半に比定されている。656は双耳瓶の耳部片で,突帯が巡る 9世紀後半頃のものと思

われる。661は鍋または把手付の鉢で, 8世紀代のもの。659・ 660は横瓶の口縁,664・ 668は横瓶の

体部片と思われる。663は波状文が施された奏の口縁である。

土師器 (第82・ 84・ 85図 ,図版弼・46～ 48)

古代から中世にかけてのもので, 9世紀後半から16世紀代のものまで多様なものがある。 9世紀後

半～11世紀前半頃,13世紀中頃～14世紀代のものが一定量あり,12世紀～13世紀前半にかけてに主体

がある。また,15世紀・16世紀代と思われる新しいものは調査区北半の段差下を中心に小量みられる。

椀 (603・ 670～ 676),皿 (695～ 713),奏 (613・ 677～682),鍋 (612・ 683～ 687)がある。671は外面

に僅かに赤彩の痕跡がみられる椀で, 9世紀後半頃のものか。673は底部糸切りの椀で,外面はわず

かに赤彩の痕跡が残るもので,H世紀代のものと思われる。675は内面が黒変しており,内黒椀の可

能性がある。12世紀前半頃のもの。677・ 678は小型甕の底部で,677は外面手持ちヘラ削りが施され

ており,678は底部糸切 り痕が残る。いずれも9世紀後半頃のものか。685・ 686は口縁端部を巻き込

むように内側に折り曲げたもので, 8世紀代のもの。702・ 703は■世紀代のもの。705は口縁二段ナ

デで内面にハケ状ナデが施され,7131よ 口縁端部を面取りしたもので,いずれも12世紀末～13世紀前

=2∂



2 遺構・遺物

SX9(包 )
SK513(包 )

干 引

ム鰤ム不 剰

≦
基

ゝ
∽                            防

初

m  m
第82図 遺物実測図 (朋～例′,aを～秘

= 1/3,a2・
α, 1/4)

包含層

=24

SX360(包 )



第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

7

爾
筋
翁
円
″

鰯

斗
筋

冶

を こ こ 三 三 三 二 三 三

J一

一 ― 一 一 ― ―

，
ェ
ｒ
口
肩

骸

】
■
■
■
口

…

螂
0              1:4             20cm

遺物実測図 (δ穆～セ溺 1/3,あ坐～δδ9 1/4)
包含層

f2D~



2 遺構・遺物

〒
〒 票 司 ゎ

＼
ヒ===堂 %

鮎
Ⅷ
①

⑥
伽
∩
粧

第84図 遺物実測図 (aを 2/3,σ70～び絡・6認～69J 1/3,δ 79～弼71/4)
包含層

=冴
δ

jB9

蜘
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半頃のものと考える。

白磁・青磁 (第82・ 85図 ,図版49)

出土量は少ない。青磁 (604・ 716～718),白 磁 (714・ 715)がある。6041ま青磁椀で,13世紀前半

～中頃のもの。714は 玉縁状の口縁の白磁椀で,715は内面に型押 しによる花文が施される椀で,いず

れも12世紀末～13世紀のもの。716イま口縁部が直線的に開く器形で,ヘ ラによる片切 り彫 りの蓮弁文

を施すもので,鏑のないものである。太宰府分類ではⅣ類に相当する。717は体部から口縁部にかけ

て内湾気味に立ち上がる器形で,鏑のない蓮弁文を施す。13世紀中頃のものか。718は外面に櫛描文

を施した椀で,太宰府分類の I類 lbに相当すると思われる。

珠洲 (第85・ 86図 ,図版49・ 51)

出土量は比較的まとまってみられる。 I期～Ⅵ期までのものがみられるが,Ⅵ期に相当すると思わ

れるものは調査区北半の段差下を中心に小量みられるだけで, I～ Ⅱ期のものが主体をしめている。

壺 (719・ 720),括鉢 (721～730),甕 (731～735)がある。7191ま肩部に二段の櫛描波状文が加飾さ

れるロクロ成形の壼 (R種)で,四耳壼の可能性がある。Ⅱ～Ⅲ期に相当する。721～723は口縁部が

内湾気味の器体で,口縁端部は方頭を呈 し,水平に面取 りするか外傾するもので, I～ Ⅱ期に相当す

る。721・ 722は卸目の有無はわからないが,723は卸目が施される。728'729は Ⅱ～Ⅲ期に比定され

るもので,浅い原体によってまばらな卸目が施される。731・ 733・ 7341ま I～ Ⅱ期に比定される。口

縁形態はほぼ水平に挽きだし端部を舌端状にしたもの (731・ 734)と やや短い嘴状にしたもの (733)

がある。731の外面のタタキは頚基部から若千下がった部位から施される。732・ 735は Ⅳ～V期に比

定される。日縁形態は短顎で, くの字状に屈曲し端部は方頭を呈する。732の外面タタキは頸基部直

下から施される。

瀬戸 (第86図 )

出土量は少ない。調査区北半の段差下で小量みられる。折縁皿 (736),椀 (741)が ある。いずれ

も16世紀代のものと思われる。736は削 りだし高台のC類注10に
相当し,灰釉の全面施釉で,高台部分

と内面の口縁屈曲部及び端部は釉が拭い取 られており,高台裏には輪 ドチ痕がある。大窯 3段階かと

思われる。741は鉄釉の椀である。

越中瀬戸 (第86図 )

出土量は少なく,調査区北半の段差下で小量みられる。鉄刑の九皿 (737～740)で ,高台付近と見

込みは無釉である。737・ 7391よ 見込みに菊花の印花を押捺する。いずれも17世紀代のものと思われる。

土製品 (第84図 ,図版63)

出土量は少ない。側縁部が直線的で円柱状をなす寸胴型湧I(688・ 689)と 側縁部がやや膨 らむ樽型

(690～ 693)がある。688・ 689'691は成形時の指押さえの痕が残る。図示はしていないが,羽口・炉

壁も出土しており,羽口は分析の結果,製錬工程の送風に十分耐えられる高い耐火度を有 していたと

推察されている。

石製品 (第84・ 86図 ,図版61)

石帯 (694),砥石 (742～745)がある。694は調査区北端から出上した石製帯飾 り (石鈴)で,腰

回りを飾る四角形の巡方である。3.3cm四 方に復元でき,厚さ0.9cmを 測る。 2孔一対の潜 り孔をおそ

らく四隅にもつと思われる。蛋白石と思われる白色半透明の石材で,表面と側面は丁寧に研磨されて

おり光沢がある。石帯の県内出土例の多 くは黒色を呈するものが多 く注ワ,694の ような白色のものは

少ない。742～744は中砥,745は仕上砥で,調査区北半の段差下からの出上である。石材はいずれも

Z27
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第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

凝灰岩である。743は破損後に手持ちの砥石として再使用していたと思われる。時期は不明である。

金属製品 (第87図 ,図版62・ 63)

枕形津 (746～750),鉄津 (751～757)があるが,製品は出土していない。調査地区内では鉄津や

羽口をまとまって出上し,鍛冶に関連した可能性のある土坑を検出している。黒1可尺目遺跡は過去の

調査で製鉄に関連した集落として把握され,遺跡の東側約150mの畑総h15遺跡注おで古代の炭窯が確

認されており,周辺に製鉄炉の存在が推測されている。鉄津等の分析を行った結果,砂鉄を原料とし

た製鉄工程 (製錬)と ,さ らに精錬鍛冶工程 (大鍛冶)が行われていたと推祭されている。

注 1 稲垣尚美他 2002 『黒河尺目遺跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

注 2 吉岡康暢 1994 「珠洲陶器の編年的考察」F中 世須恵器の研究』吉川弘文館

注 3 自然科学的分析 「Ⅲ 黒河尺目遺跡出土鉄津等斉紙調査」に詳しい。

注 4 横田賢次郎・森田勉 1978 「太宰府出上の輸入中国陶磁器について」F九州歴史資料館研究論集ど 4

注 5 河西健二他 1991 『富山県富山市南中田D遺跡発掘調査報告書』富山県埋蔵文化財センター

河西健二 1993 「越中の様相」F中 世北陸の家・屋敷・暮らしぶりy北陸中世土器研究会

注 6 注 3に同じ

注 7 出土遺物については,その後の整理により12世紀～13世紀頃のものが圧倒的に多くあることがわかったので,主体となるのは

12世紀～13世紀頃と訂正する。

三島道子 2001 「黒河尺目遺跡の竪穴状遺構について」『富山考古学研究 第 4号』

(財 )富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

注 8 黒河中老田遺跡の挿図No146・ 153・ 154・ 164・ 173・ 175・ 2531こ 「×」または「#」 状のヘラ記号がみられる。

注 9 出越茂和 1995 「Ш 北陸」『須恵器集成図録 第三巻』東日本編 雄山閣出版

注10 藤澤良祐 2002 「瀬戸・美濃大窯編年の再検討」『研究紀要 第10輯』 (財 )瀬戸市埋蔵文化財センター

注H 細辻真澄 2001 「任海宮田遺跡出上の上錘について」『富山考古学研究 第 4号』

(財 )富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

注12 木村泰彦 1996 「長岡京の帯飾り」F月 刊考古学ジャーナル』No402 ニュー・サイエンス社

安達志津 1997 「北陸における鈴帯・石帯J『富山市考古資料館報』No31 富山市考古資料館

注13 原田義範 2000 『塚越貝坪遺跡,畑総hlo15遺 跡発掘調査概要』小杉町教育委員会

まとめ

A 遺構

今回の調査区では縄文時代及び古代・中世の遺構を検出している。

縄文時代では調査区北半を中心に土坑46基を検出しており,そのうち7群36基は粘土採掘坑と考え

られる。粘土採掘坑としたものは複数の上坑が重複したものである。埋土は人為的に埋め戻されたと

考えられるもので,一つの穴を埋め戻しながら,掘 り広げていったものと推定される。調査区南端で

ボーリングによる地質調査が行われているが,その結果によると,表土 (I層 )下1.2mほ どはシルト

をかなり混入する灰褐色～褐色の粘土が堆積しており,粘土採掘坑の底面の標高はこの粘土層とさら

に下層の砂質シルト層との境目付近の値となっている。このことから,灰褐色粘土 (Ⅳ 層相当)を採

取していたものと推定される。遺物は埋土中から出土している。縄文中期後葉のものを主体とし,大

半は破片の状態で,接合するものも少なく廃棄されたような状態であるが, S K 1530か らは埋土下位

から深鉢が 3個体並べられた状態で出土している。時代は異なるが調査区北側の黒河中老田遺跡で検

出された古墳時代の粘土採掘坑から完形または半完形の上器が置かれたような状態で出土しているの

と類似する。粘土採掘坑では完形品に近い土器が出土するという例が多く知られており,粘上の「採

掘行為に伴う,あるいはこれに係わる祭祀行為」の存在が想定されている注1。

ヱ∂
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3 まとめ

古代 。中世の遺構は調査区北半にある段差上で,掘立柱建物444t,柵 5条,溝 15条 ,井戸14基,上

坑920基 を検出している。建物の主軸方位や重複関係などから最低 6時期以上が考えられ,古代から

中世にかけての断続的な集落と思われる。古代 と推定される遺構では,総柱建物 SBl～ SB4が あ

る。 4棟は主軸方位がほぼ同じで,直線上に等間隔で配されることから同時期もしくは近い時期に建

てられたものと考えられる。 2間 ×2間あるいは3間 ×2間の総柱という構造と規模から倉と考える。

この他には竪穴状土坑 3基があり,出土遺物から8世紀後半～ 9世紀前半頃と考える。建物と竪穴状

土坑の関係は不明であるが,遺物の時期からは比較的近い時期の遺構と考えられる。調査区は舌状に
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第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

のびた微高地西側辺部にあたり,集落の中心は調査区東側の微高地上にあると推測される。調査区内

では倉と思われる建物群のライン以東で古代と推定される遺構が検出されていることから,倉は集落

の縁辺に置かれていると仮定し,古代の集落の中心は調査区外東側に広がると推測した。この他の検

出された多くの遺構は,古代末から中世にかけてのものである。ほぼ同じ場所で複数の建物が重複す

るものがあり,比較的短期間の間に建て替えを行ったことが伺え,屋敷地を選定していたものと想定

される。また,調査区は黒河尺目遺跡の北端にあたり過去の調査で明らかになっている集落とは,谷
や区画溝によって三分されていたと想定される。

B 遺物

出土遺物は少なく,後世の削平等により摩耗 。破損しているものが多くみられる。

縄文土器は調査区中央部を中心に比較的まとまって出上しているが,小片が多く全形を窺えるもの

は少ない。中期前葉 。中葉,晩期のものが少量みられ,若千の時間幅を持つが,主体は中期後葉の串

田新Ⅱ式から中期末葉の岩院野式にある。石器は打製石斧・磨製石斧が大半を占め,敲石や磨石など

の他の種類の石器は少ない。石器の在り方は北側に隣接する黒河中老田遺跡と類似する。

古代では, 8世紀後半～ 9世紀前半に一つのピークがあり,須恵器の時期は概ねこの頃にある。調

査区北側に隣接する黒河中老田遺跡でも8世紀後半～ 9世紀前半を主体とする須恵器が出土している

が,黒河中老田遺跡出上の須恵器では8世紀前半に比定される若干古手のものが一定量みられ,黒 1可

尺目遺跡とはやや時期幅を異にする。古代末から中世にかけてのものは,10世紀後半～11世紀前半お

よび13世紀後半～14世紀のものが一定量あり,12世紀前半頃から増えはじめ,12世紀後半～13世紀に

かけての頃に主体を持つ。その後15世紀以降のものは調査区北半の段差下を中心に若千みられるだけ

である。これらのことから,黒河尺目遺跡は古代以降の断続的な集落で, 8世紀後半～ 9世紀前半と

12世紀後半～13世紀の二時期に主体があると考えられる。黒河尺目遺跡の過去の調査注2では,集落は

8世紀第 2四半期までを一つの盛行期とし,若子の時間をおいて8世紀後半に再び営まれ,その後12

世紀後半～13世紀中葉にかけて再び盛行期を迎えると考えられている。今回の調査で出上した遺物の

時期は概ね合致しているが, 8世紀第 2四半期に比定されるものは少なく,過去の調査で明らかにな

った集落とは若千時間幅が異なると思われる。

また,遺跡が古代からの交通の要所に位置すること, 4棟の直線上に並ぶ掘立柱建物 (倉)が検出

されたこと,石帯が出土していることなどから,黒河尺目遺跡に官衛的性格が伺えるとする見解注3も

あるが,出土遺物は当該時期の一般的な集落遺跡と変わりがなく,集落の中心部は未調査であり,今
回の調査成果からは可能性を否定はできないが,積極的な肯定はできない状態にある。

(金三津道子)

注 1 永島暉臣慣他 1991 F長 原遺跡発掘調査報告Ⅳ』 (財 )大阪市文化財協会

注2 岸本雅敏 。関 清 1987 『七美・太間山・高岡線内遺跡群発掘調査概要 (5)』 富山県教育委員会

関 清・安念幹倫 1988 『七美・太閤山・高岡線内遺跡群発掘調査概要 (6)』 富山県埋蔵文化財センター

上野 章・原田義範 1992 『小杉町黒河尺目遺跡発掘調査概要』富山県小杉町教育委員会

稲垣尚美他 2002 『黒河尺目遺跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

注3 藤田富士夫 2002 「 2.古代婦負郡の「郷」擬定と栃谷南遺跡の位置」「栃谷南遺跡発掘調査報告書Ⅲ』富山市教育委員会
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観察表

第 4表 黒河尺目遺跡縄文時代土坑一覧

宣構番弓 平面形
規 模(m)

出土遺物 備  考 挿図番捐 ヨ版番号
長 さ 幅 深 さ

SX9 不整 544 縄文土器,土師器,須恵器,羽 口,打製

石斧,叩石

7

SK138 円 046 縄文土器 8

SK262 円 039 縄文土器 8 6

SK326 円 122 025 縄文土器

SX360 不整 073 縄文土器,土師器,須恵器,青磁,叩石,

剥片

8 6

SX364 不整 縄文土器,円板状土製品 9 6

SK366 楕 円 087 縄文土器 SK366<SK367,SK366>SK369 5

SK367 楕 円 078 縄文土器 SK367>SK366 369,SK367<SK368 5

SK368 楕 円 088 026 縄文土器,打製石斧 SK368>SK367 5

SK369 不 整 226 縄文土器,土器片錘,土師器,羽ロ SK369<SK367 SD330,SK369>SK385

SK384 不整 縄文土器 SK384<SD330 SK385

SK385 不整 042 縄文土器 SK385>SK384,SK385く SK369

SK411 田 縄文土器 8 6

SK481 不整 023 縄文土器 9 6

SK484 楕 円 054 033 縄文土器 9

SK485 円 062 縄文土器 9

SK492 円 047 縄文土器 9

SK493 楕 円 053 縄 文土器 9

SK513 不 整 052 縄文土器,土師器,須恵器,羽日,叩石 ,

餃津
SK513>SK514 515,SK513<SB21

SK514 楕 円 169 023 縄文土器,土師器 SK514>SK515,SK514く SK513,SK514く SB21

SK515 楕 円 072 037 縄 文土器 SK515<SK513・ 514

SK592 不整 086 縄文土器 SK592<SP592 8

SX1035 不整 224 060 縄文土器 11,12

SXl145 不整 縄 文土器 11,12

SXl146 不整 520 400 078 縄文土器,石錘 l112

SX1523 不整 088 縄文土器

SK1524 不 整 065 縄文土器

SK1526 不整 265 144 050 縄文土器 7

SK1527 不整 095 079 縄文土器,円板状土製品

SX1528 不 整 148 縄文土器,円板状土製品,磨製石斧 7

SK1529 不整 200 074 052 縄文土器,土偶,磨製石斧,打製る斧

SK1530 円 160 043 縄文土器 7

SK1531 円 080 074 縄文土器

SK1532 不整 縄文土器,打製石斧 7

SK1533 不整 067 縄文土器,打製石斧

SK1534 円 084 縄文土器

SK1535 不整 068 縄文土器

SK1536 不整 090 058

SK1537 不整 308 144 縄文土器

SK1538 不整 200 縄文土器

SK1539 不整 080 縄文土器

SK1540 074 060 053 縄文土器

SK1541 不整 200 067

SK1542 円 088 縄文土器 14 7

SK1548 円 縄文土器 14 7

SK1544 円 148 縄文土器 7

SK1547 不整 065 053 縄文土器 14

=∂`



第 5表 黒河尺目遺跡掘立柱建物一覧

建物番号 桁行×梁行
桁 行 長

(m)
梁行長
(m)

醸
⑪

棟方向 方位 柱形式 時代 備 考 挿図番号 図版番号

SBl 3× 2 1634 南北 N-16° 一E 総柱 9

SB2 2× 2 1023 南 北 N-21° ―E 総注

SB3 2× 2 1254 南 北 N-21° 一E 絡 位

SB4 2× 2 1394 南北 N-18° 一E 総オ主

SB5 2× 1 48 南 北 N-3° ―W 側柱 Ⅳ 40

SB6 6～ × 5 132～ 16764^ヤ (東西 ) N-75° ―E 総柱 N-15° ―MI 41,42

SB7 2× 2 1332 南北 N-10° ―W 総柱 40

SB8 2× 2 東西 ? N-69° ―E 総柱 N-21° ―W 40

SB9 2× 2 1085 東西 N-83° 一E 総 柱 Ⅳ N-7° 一W
S B10 2× 2 南 北 N-24° 一Ⅵ「 側 柱

SB 4× 2～ 60～ 594～ (南北) N-6コ ーMI 総柱 Ⅳ

SB 2 3× 2 42 南 北 N-2° 一lhT 総柱 Ⅳ 44

SB 2X2 1936 東西 ? N-83° ―E 側桂 Ⅳ N-7° ―W 4

SB 2× 1～ 30～ 153～ (南北 ) 側柱 45

SB 5 2Xl～ 25～ 120～ (南北 ) N 側桂 45

SB 6 2～ 2- 37～ 25～ 925～ (南北) N-22° ―W E

SB 7 2Xl 1952 南北 N-3° 一W 側柱 Ⅳ 46

S B18 2× 2～ 31～ 1519- (南 北 ) N-3° 一W 側 柱 Ⅳ 46 12

S B19 3× 2～ 27- 2025～ (南北) N-5° ―W 側柱 Ⅳ 46.47

S B20 3× 1～ 20～ 120～ (南北) N-5° ―W 領」注 Ⅳ

S B21 3× 2 東 西 N-69° ―E 絵 棧 Ⅱ N -21° ― W

S B22 5X5 77 3619 東西 N-85° 一W 総柱 Ⅵ N-5° 一E

S B23 3× 2 247 南北 N-6° 一E 総柱 Ⅵ

S B24 4× 3 6365 南 北 N-4° 一W 総柱 Ⅳ 13

S B25 2～ X2 54～ 2322～ (東西) N-86° ―W 側柱 Ⅵ N-4° ―E 48

S B26 4× 2～ 40～ 264～ (南北 ) N-10° ―E 側柱 Ⅵ

S B27 3× 2～ 37～ 2109～ (南北 ) N-6° ―E 側柱 Ⅵ

S B28 3× 2 312 東西 N-75° ―E 総柱 Ⅲ N-15° 一Ⅵ「 5ユ

S B29 2X2 1638 戻 西 N-70° 一E 総柱 I N-20° ―MI

S B30 3× 2 4015 南 北 N-7° ―E 総柱 Ⅵ

S B31 4Xl 2867 南 北 N-5° ―E 側柱 Ⅵ

S B32 2Xl 1113 南北 N-11や ―W 側柱 Ⅲ

S B33 2× 2 243 南 北 N-21° ―W 総 柱 Ⅱ

S B34 2× 2 215 東西 N-83° 一E 総柱 Ⅳ N-7° 一W
S B35 3× 2 1855 東西 N-90° 一E 総柱 V N, SX13坐

S B36 2× 2～ 48～ 215～ (南 北 ) N-20° 一覇「 側柱 ? I

S B37 3～ ×3 74～ 481～ (東西) N-80° ―E 総柱 ll N-10° ―ヽ V 14

S B38 3～ ×2 78～ (東西) N-66° ―E 絡 柱 Ⅱ N-24° 一W
S B39 3× 1 30～ 213～ (東西) N-73° 一E 側 71a Ⅱ N-17° 一W 57

S B40 3× 2 南】ヒ N-18° 一W 総柱 Ⅱ

S B41 3× 1 1512 東西 N-76° 一E 側柱 Ⅲ N-14° ―W 58

S B42 4× 4 8455 南北 N-19° ―W 総柱 E 59

S B43 2× 2 234 南北 N-17° ―W 総荘 Ⅱ

S B44 4～ Xl 91～ 2548～ (戻西 ) N-86° 一E 側柱 Ⅳ N-4° 一W

第Ⅲ章 黒河尺 目遺跡

第 6表 黒河尺目遺跡柱穴一覧 (1)

建物番号 遺構番号 平面形
規 49_(m

出土遺物 柱痕跡 備 考 IF図番号 図版番号
岳  答 幅 濃  ^

SBl SP468 円 縄文土器

SP469 円 053 063 020 縄文土器

SP511 056 045
SP518 円 021

SP519 円 068 072 縄 支 土 器 ⑫

SP520 円 064 058 縄文土器

もP521 円 055 059 縄文土器

SP522 円 049 049 ○ 38

SP523 058 縄文土器 C
SP524 円 054 028 縄文土器 38

SP525 円

SP526 円 ①

饂 2 SP579 円 055 052 縄文土器 ,磁石 ,剥片

SP580 円

SP583 円 056 046 縄文土器

SP649 楕 円 084 051 044 縄 文 土 器 SP649くSK647

SP650 円 040 035 縄文土器

SP657 円 0鬱 縄文土器

SP660 争円 090 029 縄 支 土 器 SP660<SD669'751

SP666 円 067 縄文土器

SP863 円 054 057 緞 支 十器
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観察表

第 6表 黒河尺目遺跡柱穴一覧 (2)

建物番号 遺構番号 平面形
求昇  届き(m)

出土遺物 柱痕跡 備  考 挿図番号 図版番号
さ 幅 決  さ

SB3 073 縄支土器

SP664 円 縄文土器

SP665 円 056 026 縄文土器

SP709 円 078

SP710 円 060 082 028 ⊂

SP712 円 058 058 026

SP713 円 048 054 土師器

SP714 円 073 縄文土器

SP724 円 061 053

SB4 SP742 円 SP742くSK739・ 740

SP743 円 065 ○

SP744 円 0鬱 須恵器 39

SP745 円 0雛 095 046 縄文土器 39

SP746 082 082 縄文土器 ,上 R顧器 ,鉄澤 SP746<SK753

SP747 円 083 077 040 縄支土器 .土師器 ①

SP748 円 066 068 046 縄 文上 器 ,//R思希

SP749 円 069 072 縄文土器 ○

SP750 円 083 079 024 縄文土器 .土師器 C

能 5 SP46 032
SP53 円 038 042
SP55 円 土 FRl器 、須 忌器 △

SP56 円 038 縄文土器

SP57 円 029 珠洲

SP58 円 046 040 須恵器

SB6 SP38 円 039 土師器

SP40 円
△

円 022 須恵器

SP68 円 縄 文土器 ,上師器 ,須思器 △

SP69 円

SP71 円 042 045 土師器

SP73 037 土師器

SP75 円 033

SP80 円 039 025 須恵器

SP85 円 031 縄文土器 ,須恵器

SP86 円

SP88 042 土師器

SP128 円 034 035 殊 洲 ○

SP130 円 037 011

SP132 円 034
SP137 円 035 縄文土器

SP149 円 030 027

SP393 円 032 025
SP1413 円 038
SP1427 円

SP1428 円 須恵器

SP1429 円

SP1430 円 039
SP1432 024 022

SP1434 円 037

SP1482 円 025
SP1483 縄文土器

SB7 SP91 円 028
SP92 円 045
SP93 円

SP151 円 008 縄支土器 ,柱根

SP153 円 044 007
SP154 精 円 052 023 十師器

SP155 円

SP1416 円 縄文土器

SB8 SP160 円 033 縄支土器 .須恵器 ○

SP161 円 縄文土器

SP163 032 028 40

SP168 円 027 020 土BF器

SP170 円 036 035 縄 文土器

SP429 円

SP1477 円

SB9 SP175 不 啓 008 縄文土器 ,土師器 ,須恵器 SP175<SK175

SP1385 円 027 020
SP1387 円 024
SP1388 円 040 030 008
SP1390 円 034
SP1391 円 017
SP1398 円 029
SP1478 円 033 027

SB10 SP281 円 SP281<SK280

SP287 円 033

SP289 円 027 022 011

SP296 029 029
SP299 円 037 035 縄 立 十器

円

SP401 SP401>SK402

SP1437 円 ∩
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第 6表 黒河尺目遺跡柱穴一覧 (3)

建物番号 遺構番号 平面形
模 (m

出土遺物 柱痕跡 備 考 挿図番号 図版番号
長  さ 幅 没  ト

SBll SP317 円 038 035 △

SP318 円

SP333 円 029 026 047
SP1371 円 043 049
SP 374 円 035 036 縄文土器

SP △ 43

円 土師器 ,須恵器

SP1379 円 035 033
SP138ユ 022
SP1382 円 028
SP1438 円 030 033
SP1447 円 縄文土器 ,上師器 ,須恵器

SP1448 円 土師器 ,須恵器 ,鉄澤

SB12 SP344 円 030 018
SP394 円 023 026 土 Rn器,須 息 希 △

SP3tJ6 円 030 028 045 土師器 ,須恵器

SP398 円 027 028
SP1439 円 029
SP1440 円

SP1441 円 028 020
SP1442 円 022 023 020
SP1443 円 024
SP1444 円 035 080 縄文土器 .土師器 ○ 44

SP1445 円 022 021 025
SP1446 円 029 029

SB13 SP15 円

SP18 円 032 017
SP22 円 土師器 ,須思器

SP105 円 017
SP1510 円 028
SP1511 円 044

SB14 SP206 028 縄文 ,土師器 ,須恵器 SP206>SP205

もP225 円 縄文土器 ,須恵器

SP236 円 033 035 縄 支 土器 .須恵 器

SP331 020 縄文土器 ,土師器

SB15 SP206 円 028 縄文 ,上師器 ,//1恵器 SP206>SP205

SP224 円 035 036 縄 文 上 器 .土 師

SP1359 円 032 035 縄文土器 ,上師器 ,須恵器 △

SP1436 円 021

SB16 SP208 円 034 034 縄支土器 .砥石

SP223 036 縄文土器 ,上師器 ,須恵器

SP365 円 033 縄文土器

SB17 SP376

SP383 桁 円 048 032 縄文土器

SP432 楕 円 078 052 縄文土器

SP452 円 042 縄文土器 ,上師器 SP452>SK453

SP64 桁 円 042 039 土師器 ,釘,鉄澤

SP463 円 049 047 023 而器 `後 澤

SB18 SP434 円 046 030 を上器

SP438 円 038 縄文土器 ,上師器

SP1396 円 026 030
SP1406 円 028 026 020

SB19 SP435 円 062 縄文上器 ,内黒土器

SP439 円 066 縄支土器 .土師器

SP456 円 縄文土器 ,土師器

楕 円

SP466 068 縄文土器 ,須恵器

SB20 SP458 円 022 土師器

SP464 楕 円 075 036 020
SP642 円

SP1394 楕 円 057 035 △

SB21 SP487 円 026 027 十 師器

SP586 円 024

SP548 円 須恵器

SP559 円 025
SP564 円 042 034 032 ○

SP1356 円

SP1400 円

SP1449 円 033 028
SP1450 円 030 025

SB22 SP537 円

SP538 円 023 034
SP541 円 025 SP541>SP540・ SK542

SP540 円 010
SP550 円

SP552 円 025
SP558 円 027 009
SP565 円

SP566 円 026
SP567 円 027 024 006
SP568 円 024 027 005
SP569 円

第Ⅲ章 黒河尺 目遺跡
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観察表

第 6表 黒河尺目遺跡柱穴一覧 (4)

建物番号 遺構番号 平面形
現見  おこ(m)

出土遺物 柱痕跡 備 考 挿図番号 図版番号
辱  ト 幅 深  さ

部 22 SP570 円

SP571 円 020
SP572 円

SP573 円 022
SP574 円 028
SP576 ト 須恵器

円

SP578 円 033 026
SP1451 円

SP1452 円 026
SP1453

「
SP1454

SP1455 円

SP1456 010
SP1457

SP1458 円

SP1459 027 008
SP1460 025
SP1461 円 024 022
SP1464 020
SP1465 円 028

SB23 SP533 円 50

SP534 019 羅 支 十 循烹器

SP539 円 017
SP540 円 須恵器 SP540く SP541

SP548 015 縄 支 十

SP545 円 50

SP581 円 042 022
SP1353 015 縄 支 十 土 師器

SP1354 円 025 縄文土器

SP1466 円 053
SP1468 023

SB24 SP499 円 055 040 縄文土器 ,磨製石斧 ○

SP501 円 050 043 縄文土 土師器

SP503 橋 円 055 052 縄 支 土

SP528 楕 円 055 縄文土器 ,須恵器 ○

SP589 円 055 028 縄文土 土師器

SP597 円 038 028
SP600 円 縄文土器 ,土師器 ○ 49

SP608 橋 円 054 029 縄

SP610 円 035 033 036 こ三と

SP612 円 045 055 縄 文土器 ○ SP612>SK614 49

SP621 054 060 十

SP635 楕 円 055 058 こ土器 ,土師器 ○ 49

SP640 楕 円 063 045 縄 文土器 ,上師器 ,須恵器 SP640<SK639
SP717 063 縄 支 十

SP1506 円 0も 056 039
SPl「J411 円 0711 025

SB25 038 020 縄 文 土 巻

円 042
SP617 円 風支 十 △

SP629 0招Э 057
SP638 円 032 032 025 縄文土器 ,須恵器

SB26 SP594 022 SP594>SK593
SP605 楕 円 052 縄 文 土 器

SP615 円 038 036
SP632 034 組 支 十

SP637 円 縄 文 土 ○ SP637<SK636 4875
SP720 円 縄文土器 ○ 48

SP1476 028 032 組 支 十

SB27 円 049 039 025 縄文土器 ○

SP611 円 縄文土器

SP681 円 044 縄 支 土

SP637 楕 円 022 縄文土器 SP637くSK636
SP715 円 04 十師器 △

SP718 楕 円 049 縄 文 土 器 .土 師器

SB28 SP652 円 024
SP676

SP681 円 028 028
SP686 円 O R7

SP689 円 020
SP694 円 028 030
SP701 円 030 034 023
SP791 円 028 024 028
SP1470 円 030 024
SP1471 030 028
SP1472 円 022

SB29 SP672 円 033 土 師器 ○ 51

SP677 025
SP693 円 025
SP707 円 029
SP紹38
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第Ⅲ章 黒河尺目遺跡

第 6表 黒河尺目遺跡柱穴一覧 (5)

建物番号 遺構番号 平面形
槙   (m)

出上遺物 柱痕跡 備  考 挿図番号 図版番号
長  さ 幅 深  さ

SB29 SP1355 円 026 022 ○

SP1474 円 043 028
SP1475 円 035 035 098

SB30 SP28 精 円 048 036 022 土師器

SP52 円

円 043 027 土師器

SP1417 円 026 028 010
SP1418 円

SP1419 円 046 034
SP1420 円

SP1421 円 023 023
SP1422 円 025 026
SP123 円

SP1424 円 040 025
SB31 SP34

SP35 円 52

SP36 円 029 縄文土器 ,土師器 52

SP39 円 土 RRl器 52

SP41 円 026 030
SP64 円 038 036 015
SP66 円

もP1414 円

SP1425 円 039
SP1426 円 005

SB32 SP855 円 須恵器 SP855>SK856

SP860 048
SP862 円 035 030 024 鉄津

SP866 円 026 縄文土器

SP1370 円

SB33 SP848 円 033 028 土師器

SP873 円 048
SP904 円 046
SP906 円 034 △ 58

SP1005 円 028 024 縄文土器

SP1066 円 028 028 縄 文 土 器

SP1071 円 058 039 032 △ 53

SB34 SP903 楕 円 034
円 048 55

SP907 楕 円 047 032 028
SP909 楕 円 040 028
SP916 023 縄文土器

SP918 円 027
SP1068 円 丈土器

SP1485 円 029
SB35 円 023 縄文土器

SP839 円

SP1346 円 035 027
SP1347 円 039 036 縄文土 △

SP1348 円 025 土

SP1488 円 030 035
SP1489 円 026 023
SP1490 円 047 024
SP1491 円 026 029
SP1492 円 028
SP1498 円 024
SP1494 円 040 031

SB36 SP818 円 027 026
SP928 円 024
SP952 円 028 絶文土器

SP959
SB37 SP944 縄 文土器 ,須恵器

SP948 円 036 029 縄文土器 ,土師器 SP948>SP949
SP9η 円

SP982 円 028 023 SP982>SK983

円 紹 支 十器

SP999 円 025
SP1039 楕 円

SP1048 田 026
SP1062 ○

SPl139 円 029 022 縄 文土器

SPll「D2 円 037 総 支 土器

SB38 SP942 円 028 024 037 △

SP949 円 026 縄文土器 SP949<SP948
SP963 円 041 038 SP963>SK964
SP968 円 057 039 縄文土器 ,土師器 SP96R>SK969 56

SP976 円 036
円 039

SP1032 円 053 035 縄文土器 △

SP1042 橋 円 縄 支 十器

SPl148 円 縄文土器 .土師器 ,須恵器

SB39 円 044
SPl138 円 組 支 土器 SPl138>SD656
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観察表

第 6表 黒河尺目遺跡柱穴一覧 (6)

建物番号 遺構番号 平面形 出土遺物 柱痕跡 備  考 挿図番号 図版番号
長  さ 幅 豫  さ

SB39 円 土師器 △

円 025 025 022

SPl157 円 026 028

SP 楕 円 047 033 縄文土器 ,白磁

SP 円 032 縄 文土器 ,上師器

SB40 SP1056 精 円 57

SP1060 円 029 SP1060<SK1059

SPl186 円 017 SPl186く SKl185

楕 円 088 057 036 縄 文 土 器 ,打製 右 弁

桁 円 088 029 磨製石斧

SPl198 楕 円 048 027 縄文土器 ,上師持 ,珠 Jl

円

橋 円 042

SP1218 円 032 土 師器

SP1221 円 C SP1221<SK1220

SP1229 円 032

SP1479 円 055 SP1479>SK1210

SB41 SPl168 円 022 035 SPl168>SKl167

SPl180 楕 円 58

SPl182 円 044 027
SPl190 円 026 025 036 SPl190>SKl189

SPl197 円 033
SP1204 円 丈土器 SP1204>SK1205

SP1207 円 060 055 縄文土器 ,上師器 ,珠洲 SP1207>SK1208

SP1217 円 025 025

SB42 SPl125 円 032 △

SPl180 円 035 SPl130>SKl131

SP1245 円 0も 046 023

SP1248 糖 円 044 土師器

SP1252 円 044 縄文土器 ,上師器

SP1255 円 044 043 032 縄支土器 .鉄津 ○

SP1256 036 032
SP1257 074 054

SP1264 円 030
SP1268 円

SP1273 楕 円 085
SP1274 楕 円

SP1275 円 042 042
SP1278 円 049 042 022

SP1281 円 045
SP1286 円 054 030

SP1293 楕 円 043 039 土師器

SP1294 円 044 047 034 土師器

SP1299 円 048 032

SP1301 円

SP1324 円 035
SP1325 円 038
SP1480 円 040 06

SB48 SP1258 円 縄 文上器 △

SP1261 円 029 58

SP1269 円 035
SP1276 円 032 026 58

SP1282 円 044 032

SP1288 円 025
SP1296 円 035 土師器

SP1300 円 045 須 烹 器

SP148ユ C
SB44 SP1807 042 60

SP1312 円 035 037

SP1315 円 045 045 60

SP1318 円 縄文土器 ,須思器

SP1331 田 080 034 △

SP1333 円 037 027
SP1338 円 029

SP1509 円

SAl A SP197 橋 円 005
A‐SP198 円 033 009
ASP199 04「D

AもP200 円 縄文土器

A SP201 楕 円 043 037
A_SP202 円 043 043
A―SP203 円 須恵器

A‐SP204 円 040 034 縄文土器 ,須恵器

A―SP205 円 SP205<SP206

A‐SP207 円 034 034 034
A―SP212 円 縄文土器 ,須恵器 ,磨製石斧

A‐SP21 円 035
AもP214 楕 円 038
A_SP215 円 029
A SP216 円 032 006

A‐SP217 円 030 035 006 縄文土器 ,須恵器

A SP218 円 027 027 003 縄文土器 ,須恵器
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第Ⅲ章 黒河尺 目遺跡

第 6表 黒河尺目遺跡柱穴一覧 (7)

建物番号 遺構番号 平面形 出土遺物 柱痕跡 備  考 挿図番号 図版番号
長  さ 幅 艇  ト

SAl A‐SP219 円 087
ASP221 円 037 縄文土器

ASP222 円 038 032
ASP226 円

A SP227 円 044 038
A_SP22R 円

A SP229 円

A SP230 円 028 038
A_SP231 円

A‐SP232 円

A SP233 円 027 縄文土器

A_SP235 円 縄支 土器 .//C恵器

A―SP237 円 006
A SP238 円 037 027
AもP239 円 007 SP239>SK332
ASP240 034 SP240<SP241 SP240>SK332

ASP241 円 011 SP241>SP240 SK332
A SP242 085 046 017 縄支土器

AもP243 円 047 036 007
A‐SP24 円 046 04R 00A
A SP245 027 035 007
A‐SP246 円 038 006
A_SP247 円 037 040
A‐SP248 円 030 009 縄支土器

A SP249 円 028 030 006
A_SP250 権 円 046
A‐SP251 048
AもP252 円 037 032
ASP253 円 027
A―SP254 円

A‐SP255 円 030 008
A_SP256 008
A―SP257 円 009
A‐SP258 円

A_SP259

第 7表 黒河尺目遺跡溝一覧

豊構番弓
婦

出土遺物 備 考 挿図番号 目版番ち
甲邑 決 さ

SD2 037 縄文土器 ,土師器 ,須恵器 ,珠洲 ,鉄津

SD7 062 021 縄文土器 SD7<SK6
SD10 096 020 須恵器 ,土師器

SDll 057 縄文土器 ,土師器 ,須思器 ,殊洲 ,土疑 ,磨裂石斧 ,石板 SDllく SK120・ 121

SD330 069 縄 文 土 器 ,上 師 器 ,叙思 器 ,敵石 SD380<SK356, SD330>SK369'384・ 385・

406

62

SD430 053 縄文土器 ,土師器 ,須恵器 SD430<SP463, SD430>SK娼 ユ

SD450 縄 文土器 ,土師器 ,須恵器 ,石錘 62

SD488 033 62

SD656 063 縄文土器,上師器,内黒土器,須思器,珠洲,人尾,自磁 ,

剥片,磨製石斧,鉄滓

SD656<SK955・ 1017・ SPl138,

SD656>SK1368
SD669 文土 器 ,土 師捨 ,須忌 器 ,次粕 SD669<SD751, SD669>SP660'SK661 723
SD722 文土 器 、土 Fn器 , i宅辞

SD75ユ SD751>SP660。 SD669

SD795 044 縄文土器 ,上師器 ,須恵器 ,珠洲 ,剥片 ,台石 ,鉄澤 SD795<SKl129・ 1133・ 1239,

SD795>SK786・ 858

SD875 087 022 縄 X■喬 ,■叩希 ,//R思喬 ,赤』 SD875<SD876. SD875>SX1344
SD876 縄 又 主 喬 ,主 HI「 希 SD876<SK953, SD876>SD875・ SK838

SX1344



観察表

第 3表 黒河尺目遺跡井戸一覧

遺構番号 平面形
規 模 (m)

出土遺物 備 考 挿図番号 図版番号
長 さ 幅 深 さ

SE43 円 142 土師器,須恵器

SE165 楕 円 082 縄文土器,土師器,須恵器,砥石

SE167 不 整 127 縄文土器,上師器,須恵器,珠洲,羽 口,鉄津 17

SE260 円 092 097 縄文土器,土師器,須恵器,砥石 17

SE486 方 18 縄文土器,土師器,須恵器,珠洲

SE575 方 07 縄文土器,土師器,須恵器,鉄津

SE781 円 100 縄文土器,土師器,須恵器,珠洲 18

SE799 円 089 28

SE850 不 整 153 100 20 縄文土器,須恵器,珠洲 68

SE853 円 105 083 須恵器,鉄津 SE853>SK851 852

SEl179 円 144 縄文土器,土師器,珠洲

SE1327 円 102 084 土師器,須恵器

SE1349 円 127 土師器,須恵器,鉄澤

SE1408 円 087 092 083 土師器,須恵器

第 9表 黒河尺目遺跡古代 。中世土坑一覧 (1)

遺構番号 平面形
規 模 (m)

出土遺物 備 考 薫図番号 図版番号
長 さ 幅 深 さ

SK3 楕 円 350 280 055 縄文土器 ,上 RΠ器 ,須思器 ,自磁

SK4 円 062 066 須恵器 71

SX5 不整 088 068

SK6 楕 円 089 067 縄支土器  土師器 .須恵器 SK6>SD7 71

SX8 長方 420 293 033 縄文土器,土師器,須恵器,灰釉,羽口,上錘 ,

打製石斧,鉄津

SX8>SX9・ SK420,

SX8<SK421

SK12 円 041 土師器 .須恵器

SK13 円 028 024 SK13<SK16
SK14 029

SK16 SK16>SK13
SK17 028 上師器 71

SK19 土師器 ,鉄津 71

SK20
SK2ユ 円 030 020 土師器 ,鉄津

SK23 円 027 026 縄文土器 .土師器

SK24 円 030 017 土師器

SK25 円 033 028 008
SK26 円 025 024 012
SK27 円 026 024 土師器

SK29 円 022 033 SK29<SP28
SK30 円 027 028 縄文土器 ,須恵器

SK31 円

SK32 円

SK33 精 円 038

SK37 円 042 025 土 R顧器

SK42 楕 円 029 023 土師器

SK44 楕 円 052 042 土師器 ,須恵器

SKも 円 0型 039 022

SK47 楕 円 050 035

SK48 円 025 026

SK49 円 030 025

SK50 楕 円 072 組支土器 .土師器

SK51 円 057 010

SK54 円

SK59
SK60 087 076 縄支土器 ,土師器

SK62 044

SK63 042 027
SK67 039 020
SK70 063 縄文土器 ,土師器 ,鉄津

SK72 034
SK74 円 032
SK76 楕 048 042 SK76>SK77
SK77 楕 030 SK77く SK76

SK78 円

SK79 不 整 027

SK81 円 023

SK82 円 032

SK88 円 037 027

SK84 円 028 縄文土器

SK87 円 037 012

SK89 円 033 030 縄文土器 ,土師器 ,鉄澤

SK90 円 055 020

SK94 楕 円 037
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第 9表 黒河尺目遺跡古代 。中世土坑一覧 (2)

遺構番号 平面形
と 櫻  (m)

出土遺物 備 考 挿図番捐 瓢版番ち
長 さ 幅 深 さ

SK95 円 025 023
SK96 円 020 021

SK97 円 024 027

SK98 円 018
SK99 円 037
SK 円 025
SK 円 022 009
SK 円 024
SK 円 023 022
SK 円 024
SK 円 023 009
SK 円 026 須恵器

SK 円 032 030 008

SK 円 023 020
SK 1 円 011

SK 円 025 023

楕 円 034 022

精 円

円 025 土師器、須恵器

SKl17 009
SKl18
SKl19 橋 円 019
SK120 024 024
SK121 026
SK122 024
SK123 024 027
SK124 円 023 028
SK125 円 024 029

SK126 円

SK127 不整 049 須恵器 ,鉄津

SK129 楕 円 048 031

SK131 円 022 020
SK133 円 013
SK134 円 027
SK135 円 025 015

SK136 円 028 上師器 ,鉄澤

SK139 円 037 025 縄文土器

SK 楕 円 064 縄 文土器 ,上月下器 ,須思器

SK 円 025 025 005
SK 円 035 025 ェ HIp希 ,鉄辟 SK142(SK176

SK 円 030 027 二 帥 喬 ,鉄 辞

SK 円 032 029 030

SK 円 025 022 026
SK 円

SK 円 022
SK148 円 020
SK

SK 52 049 043
SK 56 円 062 縄文土器 ,土師器 ,須恵器

SK 57 楕 円 063 052 縄文土器 ,土師器 ,須恵器

SK 58 円 040 縄文土器

SK 59 楕 円 037 縄文土器 ,須恵器

SK 楕 円 080 053 縄文土器

SK 64 円 055 056 022
SK 楕 円 縄文土器

SK 円 029 縄文土器

SK 楕 円 縄文土器

SK 楕 円 縄文土器

楕 円 087 077 074 縄文土器 ,上師器 ,須恵器

SK 楕 円 066 042 縄文土器 ,上師器 ,須恵器 SK175>SP175 72

SK 円 032 028 SK176>SK142

SK 円 029 026 008
SK 円 025 024

SK 円 030 025
SK180 円 026 026 縄 文 土 器

SK182 円 033 027 縄 文 土 浩 ,上 RRl器

SK183 不整 067 048 023
SK184 橋 円 052 縄 更 土 器 ,須 思器

SK185 円 028 SK185>SK187

SK187 SK187<SK185

SK188 円

SK189 楕 円 032
SK190 円 030
SK191 円 0ヽ

もK192 橋 円 029 06 SK192>SK198

SK198 楕 円 035 SK193く SK192

SK194 円 036 縄文土器 ,土師器

SK195 円 縄文土器

第Ⅲ章 黒河尺 目遺跡
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観察表

第 9表 黒河尺目遺跡古代・中世土坑一覧 (3)

遺構番号 平面形
規 43_(m)

出土遺物 備 考 挿図番号 ∃版番電
長 さ 幅 決 さ

SK196 円 008
SK210 円 030 034
SK211 円 008
SK220 円 005
SK234 円

SK240 楕 円 034 SK240<SP241

SK261 楕 円 124 020 縄文土器

SK263 円 032
SK264 円 022 026
SK265 円 034 035 縄文土器

SK266 円 025 031 縄文土器

SK267 円 022

SK268 円 025 025

SK269 027
SK270 024 024
SK2Щ 030 027 060

030 033 縄文土器

036 007
027 縄 文 土 器

くて
'7氏

008
SK276 円 054
SK277 円 049
SK278 032
SK279 円 028 028 土師器

SK280 円 030 029
SK282 円 004 SK282く SK283

SK283 円 028 025 SK283>SK282

SK284 円 035
SK285 円 024 028 019
SK286 円

SK288 円 050
SK290 円 SK290く SK291

SK291 円 025 027 SK291>SK290

SK292 円 079 縄文土器

SK293 楕 円 032
SK294 円 024 022
SK295 円

SK297 円 023 縄文土器

SK298 精 円 048 033
SK300 円 044 縄文土器 ,上師器 2

SK302 082 032 総 X■ 喬 ,//R思喬

SK303 橋 円 096 縄文土器 SK303>SK304
SK304 不整 068 縄 共 上 喬 ,■ H甲喬 SK304<SK303
SK305 精 円 08ユ 023 縄 文 土 器 SK305<SK304
SK306 038
SK307 円

SK308 円

SK309 円 037
SK310
SK3 円 026
SK3 2

SK3 3 円 024

SK8 4 楕 円 054 025
SK315 楕 円 037 土師器 ,須恵器

SK316 円

SK319 円 052 053 土師器

SK320 円 020
SK321 円 035 027 022
SK322 円 035 032
SK323 円 036 022
SK324 円 035 033
SK325 円 020 025 009
SK327 円 028 013 縄文土器

SK328 丸 078 050 027 瀧 X■ 喬 ,察 思 希

SK329 九 065 009 縄 文土器

SK332 SK332<SP239 SK240・ 241

SK334
SK335 026 026 026 縄 文 土 器

SK336 029 030 016 SK336>SK387
SK337 025 SK337<SK386
SK338 橋 円 064 SK338>SK339

008 SK339<SK338
SK340 円 030 縄 文 土 器

SK341 楕 円 055
SK342 円 025
SK343 円 025 縄文土器

SK345 円 025 024
SK346 円 037
SK347 円 027
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第 9表 黒河尺目遺跡古代・中世土坑一覧 (4)

遺構番号 平面形
規 模 (m)

出土遺物 備 考 挿図番弓 図版番号
長 さ 幅 深 さ

SK348 円 026
SK349 精 円 026 縄文土器 ,上 TIT器 SK349>SK350

SK350 楕 円 042 SK350く SK349

SK35〕 円 026 026 020 縄文

SK352 円 029

SK353 楕 円 045

SK354 円 026

SK355 円 026

SK356 円 029 SK356<SD330

SK357 楕 円 124 028 SK357>SK358

SK358 不整 200 083 026 縄 文 土 器 SK358く SK357 359

SK359 楕 円 060 044 023 SK359>SK358

SX370 不整 縄支土器、景」片 SX370<SK371 73

SK371 隅丸 277 044 縄支土器 .土師器 ,須恵器 ,鉄津 ,剥片 SK371>SX370 73

SK372 069 SK372<SK1364

SK373 縄支土器

SK375 円

SK377 円 277 044

SK878 潅

SK379 羅 026 土師器 SK379>SK443

SK380 円 028
SK381 円 SK381>SK382

SK382 雪円 035 060 016 SK382<SK381

SK386 円 027 024 009

SK387 円 026 縄文土器

SK388 不 整 157 095 023 縄文土器

SK389 楕 円 125 096 縄文土器 ,土師器 ,羽 口,鉄澤 SK389く SK390

SK390 円 045 029 羽 口 SK390>SK389

SK392 楕 円 058 035 羽口,鉄津

SK395 円 028 縄 文土器

SK397 円

SK399 円 026
SK400 円 035 020

SK402 円 022 縄文土器 ,笈思器

SK403 不 整 058

SK404 円 038 036
SK405 円 026 030
SK406 円 025 020 SK406く SD330

SK407 円 022 0 縄支土器、土師器、須恵器

SK408 円 033 028

SK409 円 029 027

SK410 円 033 019 〔土器

SK414 不 監 277 033 と土器 ,上師器 ,人尾 ,唐津 ,磨製石斧 ,鉄津

SK416 円 037

SK417 楕 ] 098 086 縄文土器 ,土師器 ,須恵器

SK418 042 037 縄文土器

SK419 064 048 縄文土器

SK420 縄文土器 SK420<SX8
SK421 権 132 縄文土器 ,上師器 ,須恵器 ,鉄澤 SK421>SX8
SK422 橋 円 054 縄文土器 ,鉄浮

SK423 円 0% 025

SK424 円 038 035 縄文土器

SK鬱 5 楕 円 015

SK426 不 整 047
SK427 円 0寄 縄文土器 SK427>SX9
SK428 円 040 縄文土器 ,上師器 ,須思器 SK428>SX9
SK431 楕 円 148 04「D 縄文土器 ,土印器 ,須思器 SK431>SX9.SK431<SD430

SK433 楕 円 045 025 縄文土器 SK433>SX9

SK436 円 縄文土器

SK487 円 032 029 025 縄文土器 ,上師器 SK437>SP438・ SK462 74

SK440 精 円 063 縄文土器 SK440<SK462

SK441 円 059 縄文土器

SK442 円 038 029 鉄津

SK空鰯 不 整 168 縄文土器,土師器 SK443く SK379

SK444 楕 円 050 035 027

SK445 楕 円

SK446 円 010 縄文土器

SK447 楕 円 縄文上器

SK448 円 029 土師器

SK449 045
SK45〕 052 020 SK451>SK452

SK453 円 025

SK455 円 025 SK455>SP454

SK457 楕 円 057 022
SK459 円

SK461 楕 円 086 075 縄文土器

SK462 楕 円 140 070 縄文土器 SK462<SK437 SK462>SK440

SK465 円 須恵器 Й

SK467 楕 円 075 056 縄文土器 ,土 RRl器 ,須思器 ,承」片 SK467>SK513.SK467<SK1350
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観察表

第 9表 黒河尺目遺跡古代 。中世土坑一覧 (5)

這構番号 平面形
規 模 (m)

出土遺物 備 考 挿図番号 劉版番号
長 さ 幅 深 さ

SK470 不 整 土師器 74

SK471 円 縄 文土器

SK472 楕 円 065 048 025 縄文土器 ,土師Fir SK472>SK474 475 74

SK473 円 032 026 須恵器

SK474 楕 円 039 SK474<SK472 犯

SK475 楕 円 063 033 026 縄文土器,土師器 SK475<SK472

SK476 楕 円 049 040 024 土師器

SK477 円 026 026

SK478 円 027 027

SK479 円 032 030

SK480 円 026 023

SK482 円 039 032 025 縄支土器 ,上師器 74

SK489 円 022 024 SK489<SE486

SK490 円 025

SK491 円 縄文土器

SK494 不 整 044 縄文土器

SK495 円

SK496 円 040 縄文土器 SK496>SK527

SK497 不 整 055 046 036 縄文土器

SK498 精 円 028 017 縄文土器

SK500 円 018

SK502 045 049 029 縄文土器

SK505 067

SK506 円 縄文土器

SK507 楕 円 047

SK508 糖 円 068 0も 縄文土器

SK509 精 円 050 024

SK510 円 039 023

SK512 不 整 078 028 縄文土器

SK516 楕 円 058 037 縄文土器

SK517 不整 070 縄文土器

SK529 円 048 0 6

SK530 不整 063 039 0 縄文土器

SK531 円 048 0 8

SK532 不整 060 0

SK535 円 027 030 0

SK542 円 033 SK5鬱 <SP541

SK544 円 052 042 024 縄文土器 .須恵器

SK546 円 028 026

SK551 楕 円 060 須恵器

SK554 不 整 065 026 縄文土器 SK554>SK555

SK555 円 005 SK555<SK554

SK556 円 028

SK557 円 022 025

SK558 円 030 縄文土器 ,上師器

SK560 円 027 縄文土器

SK561 円 020 縄文土器 ,上師器 ,鉄津

SK562 円 029 縄文土器 ,土師器 SK562>SK1411

SK563 桁 円 066 縄文土器 SK563>SP1458

SK582 橋 円 044 025

SK584 橋 円 059

SK585 橋 円 053 縄文土器 ,上師器 75

SK586 円 009

SK587 円

SK588 楕 円 045 縄文土器

SK591 円 104 096 070 縄文土器 ,上 llRl器,須忌器 ,珠謝 ,鉄犀 SK591>SB24

SK593 円 030 縄文土器 SK598<SP594

SK595 円 045 046 033 縄文土器

SK598 円 032 017

SK599 円 026 縄 文 土器

SK601 円

SK602 円

SK603 不 整 075 020 縄文土器 SK603<SK604

SK604 円 を上器 SK604>SK603

SK606 楕 円 040 丈土器

SK609 円

SK613 円 039 縄文土器

SK614 円 020 縄文土器 SK614(SP612

SK616 円 縄文土器

SK618 円 032 縄文土器

SK619 桁 円 027 SK619<SK620

SK620 円 029 029 023 縄文土器 SK620>SK619

SK622 円 042 035 021

SK623 円 040 縄文土器

SK624 桁 円

SK625 円

SK626 円 032 縄文土器

SK627 楕 円 053 043 015 縄文土器 SK627>SK630

SK628 楕 円 058 039 059 縄文土器
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第 9表 黒河尺目遺跡古代 。中世土坑一覧 (6)

遺構番号 平面形
チ党 模  (m)

出土遺物 備 考 挿図番号 図版番号
長 さ 幅 深 さ

SK630 不整 040 縄文土器 SK630く SK627,SK630<SP631

SK633 円 037 038 縄文土器

SK634 円 038 044 028 縄文土器

SK686 楕 円 060 049 024 土師器 SK636>SP637 75

SK639 円 035 SK639>SP640

SK641 円 075 縄文土器 ,土師器 ,須恵器

SK643 円

SK644 円 022 土師器

SK645 円 026 029 縄文土器 ,上師器 ,須恵器

SK646 円 040 033 縄文土器 ,須恵器

SK647 円 049 SK647>SP649

SK651 円 023
SK653 円 027
SK654 円

SK655 円 022 009

SK658 円 039

SK659 不 密 縄 支 土 器 、 土 RRl器 ,須恵 器

SK661 楕 円 SK661く SD669

SK662 円

SK667 円

SK668 不 整 縄文土器 ,上師器 ,近世磁器 ,鉄津

SK670 円 009
SK671 円 028
SK673 円 024 023 008
SK674 円 039 008
SK675 円 025 024 012
SK678 円 027 022
SK679 円 028 031 009

SK680 円 029 032
SK682 楕 円 052 038 須恵器

SK683 円

SK684 円 027 縄文土器 ,須恵器 SK684<SK685

SK685 円 SK685>SK684
SK687 円 022
SK688 円 024

SK690 円 025 007
SK691 円 020 015
SK692 円 022
SK695 円 032 038
SK696 円 縄文土器

SK697 円 028
SK698 円 022 012
SK699 円 023
SK700 橋 円 054 008
SK702 円

SK703 円 022
SK704 025 020
SKi05 022
SK706 023
SK716 083 023 縄文土器 ,土師器

SK719 桁 円 065 038 025 縄文土器

SK721 円 030 038 022 縄文土器 ,土師器

SK723 円 SK723<SD669

SK725 楕 円 047 038 008

SK726 円 046 049 土師器

SK727 円

SK728 楕 円 0 4FD 036
SK729 楕 円 065 040 縄文土器

SK730 円 075 土 師器

SK731 楕 円 土 師器

SK732 楕 円 022 須恵器

SK733 楕 円 縄文上器 ,土師器 SK733>SD795

SK734 楕 円 052 030
SK735 円

SK736 円 032 036
SK737 円 025 011

SK738 円 033 036
SK739 円 035 033 025 SK789>SP742

SK740 円 040 046 035 SK740>SP742

SK741 桁 円 048
SK' 円 須 思 器

SK753 楕 円 026 025 SK753>SP746 SXl145

SK754 円 037 縄文土器

SK755 円 027 029 縄文土器

SK756 円 045
SK757 円 033 037
もK758 円 036 024 縄文土器 ,須恵器

SK759 円 028 032
SK760 円 032
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観察表

第 9表 黒河尺目遺跡古代 。中世土坑一覧 (7)

遺構番号 平面形
規 模 (m)

出土遺物 備 考 挿図番号 図版番号
長 さ 幅 深 さ

SK761 円 040 033

SK762 楕 円 067 055

SK763 円 037 035
SK764 円 022 025 縄 文土器

SK765 円 024
SK766 円 031 032
SK767 080 066

SK768 045 027 028
SK769 044 027

SK770 060 048 027
SK771 023
SK772 SK772>SK774
SK778 030 SK773>SK775
SK774 077 038 土 SK774<SK772 SK774>SK775
SK775 025 SK775<SK773 774
SK776 056 009
SK777 036 022
SK778 034 022
SK779 楕 F 026 SK779>SXl145

SK780 円 024 023 022
SK782 楕 円 054 038 034 と上器,上師器 SK782>SX1035

SK783 円 035 037 縄文土器

SK784 円 028 030

SK785 円 034 023
SK786 不整 SK786<SD795

SK787 円 035 029
SK788 円

SK789 円 028

SK790 円 048 022

SK792 不整 243 土師器 SK792<SP1472 76

SK793 円 040 025 009
SK794 円 028
SK796 円 053 022
SK797 円 026
SK798 円 026

SK800 万 055 縄文土器,上師■ir,須思器,珠洲,人尾,打裂石

斧,磨製石斧,石錘,剥片,鉄津

SK800>SX1344 76

SK801 円 026 022 土 師器

SK802 円 056 縄 文 土 器

SK803 縄 文 土 器

SK804 蒲吾ト 054 032 028
SK805 ボ吾ト 032 と土基

SK806 円 024 土 RRl器

SK807 円 028 028
SK808 円 030 を上器

SK809 楕 円 と土器

SK810 円 026 022 と土器

SK8ユユ 円 027 026 〔土器,土師器

SK812 円

SK813 円 023 036
SK814 楕 円 037 029 025 縄文土器

SK815 円 022
SK816 円 027 縄文土器

SK817 円 027 026 縄文土器

SK819 円 028 024
SK820 円 026 026 022 縄文土器 ,土師器

SK821 楕 円 080
SK822 円 062 025 縄文土器 SK822>SK823

SK823 円 048 023 SK823<SK822

SK824 円 028
SK825 円 025 縄文土器 ,土師器 ,鉄澤

SK826 円

SK827 円 縄 文 土 蕃

SK828 楕 円 059 縄 文 土 器 SK828>SK846
SK829 円 023 027 026
SK830 円 034 文上 器

SK831 033 029 を上宅

SK832 円 027 023

SK834 円 023 〔土器

SK835 円 032 縄 文 土 器

SK836 円

SK837 楕 円 055 028 縄 文土器

SK838 円 020 縄 文土器 SK888く SD876

SK840 円 033 SK840>SK84〕

SK841 円 024 縄 文土器 SK841<SK840
SK842 円 縄文土器 SKM2>SK843
SK843 円 029 縄文土器 SK843<SK842,SK848>SK877
SK844 円 059 019 縄文土器

SK845 円 ? 088 039 縄 X■ 喬 ,■ 叩 喬
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第 9表 黒河尺目遺跡古代・中世土坑一覧 (3)

遺構番号 平面形
規 模 (m) 出土遺物 備 考 挿図番号 コ版番捐

長 さ 幅 深 さ

SK8盟 6 065 縄支土器 .土師器 ,珠洲 .青磁 ,鉄津 SK846く SK828

SK847 縄支土器

SK849
SK851 022 SK851<SE853

SK852 円 022 鉄 津 SK852<SE853

SK854 円 須恵器

SK856 円 SK856<SK855 857

SK857 円 SK857>SK856

SK858 円 SK858<SK859 SD795

SK859 円 059 縄文土器 SK859>SK858

SK861 円 085
SK864 円 032 028
SK865 円 028 027 024

SK867 円 033 縄文土器

SK868 円

SK869 円 SK869>SD795

SK870 円 024
SK871 円 046 須恵器

SK872 楕 円 066 047 023
SK874 円 025 縄 文土器

SK877 円 024 008 SK877<SK843

SK878 円 037 028 025 縄文土器

SK879 円 023 026

SK880 円 043
SK881 円 025
SK882 楕 円 028 016

SK883 円 022
SK884 円 022 016

SK885 022

SK886 円 033
SK887 円 036
SK888 糖 円 022 縄文上器

SK889 043
SK890 045 縄文土器

SK891 026 025
SK892 042 023 縄文土器 ,土師器

SK893 043 029 SK893>SK931

SK894 040 035 縄文土器

SK895 円 034

SK896 円 034 035

SK897 円 077 縄文土器 ,土師器

SK898 円 050
SK899 円 045 縄文土器

SK900 楕 円

SK901 円 028 020

SK902 円

SK908 円 033 028
SK910 円 032 029 012 縄 文 土 器

SK911 円 029 027 縄 文 土 器

SK912 円 030
SK913 円 037 030 023

SK914 楕 円 057 047 縄 支 土 器

SK915 円 033 024

SK917 円 縄文土器

SK919 円

SK920 不 整 066 038 珠 洲

SK921 橋 円 054
SK922 小 整 050
SK923 円

SK924 円 土師器

SK925 円 縄 文土器

SK926 円 029 027 020

SK927 円 縄 文土器

SK929 楕 円 039 縄 文土器

SK930 楕 円 021

SK931 楕 円 052 027 023 縄文土器

SK932 円 037
SK938 円 032 018 須恵器

SK934 脩 円 032 017 縄文土■ir

SK935 円 033 024

SK986 円 025 029
SK937 円 022 027 縄 文 土 器

SK938 円

SK939 円

SK940 楕 円 036 022

SK941 円 024 縄文土器

SK943 円 032 021 縄 文 土 器 ,須思 器

SK945 円 030 030 022
SK946 円 033 017

第Ⅲ章 黒河尺 目遺跡
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観察表

第 9表 黒河尺目遺跡古代 。中世土坑一覧 (9)

遺構番号 平面形
規 模 (m)

出土遺物 備 考 挿図番号 コ版番号
長 さ 幅 深 さ

SK947 隅 丸 057

SK950 035

SK951 円 052 縄文土器

SK953 円 020 縄文土器 ,土師器 SK953>SD875

SK955 円 035 028 須恵器

SK956 楕 円 037 023

SK957 楕 円 055 030 044 縄文土器

SK958 不整 085 056 025 縄文土器 ,須思器

SK960 円 043 033 018 縄文土器 SK960>SK961

SK961 円 040 SK961<SK960

SK962 円 033 032 022
SK964 円 033 006

SK965 円 036 030 026

SK966 円 038 037 025

SK967 円 048 04ユ

SK969 円 024

SK970 030 縄文土器

SK971 020

SK972 縄支土器

SK973 028
SK974 橋 円 033
SK975 032
SK978 037
SK979 円 034 035 029
SK980 円 039 035
SK981 楕 円 057 032 029 縄文土器

SK983 円 027 009

SK984 楕 円 055 038 土師器 SK984>SD656

SK986 不 整 029 SK986>SK987

SK987 円 027 SK987<SK986

SK988 円 020
SK989 円 縄文土器

SK990 円 023 002

SK991 円 021

SK992 不 整 052 018

SK993 円 025 021

SK994 円 030 020 縄文土器

SK995 円 026

SK996 円 025 030

SK997 円 028 030

SK998 円

SK 円 027

SK 002 円 022 縄文土器

SK 003 楕 円 047

SK 0鬱 036

SK1006 026 009 SK1006>SK1009

SK1007 028
SK1008 031 磨 石

SK1009 円 075 050 縄文土器 SK1009く SK1006

SK1010 円 028 028 縄文土器

SK1011 円 027

SK1012 示整 縄文土器 ,土師器 ,須恵器 ,鉄澤

SK1013 楕 円 023 SK1013>SK1014

SK1014 円 017 土師器 SK1014<SK1013

SK1015 円 土師器

SK1016 楕 円 045 024 縄 文土器

SK1017 楕 円 065 035 030 SK1017>SD656

SK1018 円 042 033

SK1019 円 027 028 019
SK1020 円 038 SK1020>SK1050

SK1021 円 038

SK1022 楕 円 縄文土器

SK1023 円 028 036
SK1024 楕 円 055 縄 文 土器

SK1025 楕 円 033

SK1026 円

SK1027 円 030
SK1028 円 039
SK1029 橋 円 044 縄文土器 SK1029>SK1030

SK1030 小整 SK1030<SK1029

SK103ユ 円 036 縄文土器

SK1033 円

SK1034 円 033 縄文土器

SK1086 楕 円 029

SK 円 023 024 SK1037>SK1038

SK 円 040 SK1038<SK1037

SK 039 楕 円 042 033
SK 041 不 整 125 042 縄文土器 ,土師器 77

SK 043 不 整 044 089
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第Ⅲ章 黒河尺 目遺跡

第 9表 黒河尺目遺跡古代 。中世土坑一覧 (10)

遺構番号 平面形
規 模 (m)

出土遺物 備 考 挿図番号 図版番号
長 さ 幅 深 さ

SK1044 円 037 062 縄文土器

SK1045 円 025 SK1045<SP1032

SK1046 円 022

SK1047 円 030 028

SK1049 円 035 013

SK1050 円 026 SK1050く SK1020

SK1051 円 025
SK1052 円 027 027 020

SK1053 円 028 SK1053>SK1054

SK1054 円 033 024 SK1054<SK1053

SK1055 栢 円 085 縄支土器 ,須恵器

SK1057 橋 円 049 036

SK1058 028

SK1059 034 037 SK1059>SP1060

SK1061 030 縄文土器

SK1063
SK1064 030 020
SK1065 032 020 縄文土器

SK1067 円 033 020 縄文土器

SK1069 027 028 土師器

SK1070 025 縄文土器

SK1072 034 029

SK1073 楕 円

SK1074 円 022

SK1075 円 028

SK1076 円 須恵器

SK1077 円 縄文土器

SK1078 円 146 縄文土器 ,須恵器 ,打裂石斧

SK1079 円 167 146 縄文土器

SK1080 円 048 縄文土器

SK1081 円 028 縄文土器

SK1082 円 040 縄文土器 ,土師

SK1083 円 036 022 縄 文 土 器 ,上 H聴

SK1084 楕 円 039 034 縄 文 土

SK1085 楕 円 037 022

SK1086 円 026 030 046 縄支土器

SK1087 円 029 029 縄 文 土器 ,上 Fm器

SK1088 円 024 文土器 SK1088<SK1089

SK1089 円 069 029 縄 文 土 器 SK1089>SK1088

SK1090 精 円 025

SK1091 円 029 028 土師器

SK1092 024 SK1092<SK1093

SK1093 037 086 SK1093>SK1092

SK1094 048 039 033 縄文土器

SK1095
SK1096 円 030 020

SK1097 円 067 032 縄文土器 ,珠洲 ,鉄澤

SK1098 円 038 縄文土器

SK1099 楕 円 027 縄文土器

SK 円 023

SK 円 028

SK 円 022 028 縄文土器

SK 不整 177 025 縄文土器

SK 円 037 縄文土器

SK 円 045 040 032 縄文土器 ,土師器 ,須思器

SK 円 028

SK 107 円 033 020

SK 楕 円 028 035
SK 円 083 028

SK 円 029 026

SK 円

SK 円 029 032

SK 円 0乾

SK 円 025 縄文土器

SK 円 025 029

SK 円 縄文土器

SK 117 円 029 024
SK 円 024 028

SK 円 024
SK 120 円 025 縄文土器

SK 桁 円 026

122 楕 円 019 縄文土器

123 楕 円 022 縄文土器 ,弥生土器

SK 楕 円 025 032

SK 円 038 038 035

SK 楕 円 035 027 020

SK 楕 円 045 026 024

SKl129 円 033 032
SKl131 円 036 SKl131く SPl130
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観察表

第 9表 黒河尺目遺跡古代 。中世土坑一覧 (11)

遺構番号 平面形
規 模 (m)

出土遺物 備 考 挿図番号 図版番号
長 さ 幅 深 さ

SK 円

SK 楕 円 025 022 縄文土器 SKl133>SD795

SK 楕 円 038 035 縄文土器 SKl134>SD656・ SKl135

SK 35 円 023 縄文 J 土肺器 SKl135<SKl134

SK 36 円 縄 文

SK 37 円 032 027 縄 文

SK 40 楕 円 036 028

SK 円 030 028 035 SKl141>SKl142

SK 円 SKl142(SKl141

SK 円 046

SK 円 029 025 011

SK T 円 022 028 土器 ,土師器

SK 49 円 009

SK 不 整

SK 153 楕 円 縄文土器 SKl153く SPl152

SK 154 楕 円 022 縄文土器

SK 156 023 012

SK 158 027 縄 文土器

SK 160 025 SKl160<SKl161

025 012 SKl161>SKl160 1162

056 033 025 縄文土器 SKl162く SKl161

SK 022 025 012

SK 018 縄文土器

SK 032 縄文土器 ,土師器

SK 038

SK 025

SK 円 縄文土器

SK 円 028 縄文土器

SK 円 036 025 縄文土器

SK 円 縄文土器

SK 74 円 033 034 縄文土器

SK 円 020

SK 円 023 017

SKl177 円 025 縄文土器

SKl178 円 023 020

SKl18] 円 028 025 土 器

SK 円 027 024

SK 184 円 044 027 縄文土器

SK 楕 円 056 022 SKl185>SPl186

SK 187 円

SK 189 円 SKl189<SPl190

橋 円 057 032 縄文土器 SKl191<SPl190

SKl192 円 028 025 土師器

SK 楕 円 026 縄文土器 ,土師器 ,鉄浮

SK 030 033 023

SK 029

SK 050 040

SK1200 035 027

SK1201 038

SK1203 025 027 020

SK1205 円 003 SK1205<SP1204

SK1206 円 044 043 縄文土器

SK 208 円 028 SK1208<SP1207

SK 円 030

SK 不 整 096 SK1210く SP1479

SK 円 033

SK 円 038 036 022

SK 円 030 023

SK 楕 円 033 039 023

SK 円 032

SK 円 025

SK1220 円 SK1220>SP1221

SK 222 円 046 026 縄文土器

SK1223 円 052

SK1224 円 034

SK1225 円 032

SK1226 円 032 028 026

SK1227 円 030 026 023

SK1228 円 028 土師器

SK1230 円 040 040 025

SK1231 円 027 024

SK1232 円 023 026

SK1233 円 059 050 025

円 040 023 SK1234<SK1235

235 円 026 SK1235>SK1234

S 楕 円 053 026 020

円

円 036 022

楕 円 044 032
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第 9表 黒河尺目遺跡古代・中世土坑一覧 (12)

遺構番号 平面形
規 模 (m)

出土遺物 備 考 挿図番号 コ版番捐
長 さ 幅 深 さ

SK 楕 円

SK 楕 円 020
SK 円 025
SK 円 033
SK 円 030
SK 楕 円 032 026 縄文土器 ,上師器

SK ヨ円 063 036 023 縄文土器

SK 025 025 020
SK 円 056 048 048 77

SK 円 043 026 024
SK 042 038 027 打製石斧

SK 円 024
SK 157 縄支土器 、土師器 .須恵器 ,鉄津 77

SK 円 077 065 土師器

SK 円 025 023
SK 円 024
SK 円 030 026 027
SK 円 038 022
SK 円 028 024
SK 円 024 028
SK 円 050 047
SK 272 円 030
SK 277 円 032 034
SK 円 034 025 須恵器 SK1279>SK1280

SK 円 025 SK1280<SK1279 77

SK 円 039
SK 円 035 027

SK 楕 円 068 017 須恵器

SK 287 円 040 005
SK 289 楕 円 036 022 縄文土器 ,土師器 SK1289>SK1290

SK 290 楕 円 029 SK1290<SK1289

SK 円 028
SK1292 円 044 042 013
SK1295 楕 円 063 032 015
SK1297 円 030 009
SK1298 円 032
SK1302 精 円 020
SK1303 円

SK1304 044
SK1305 箱 円 020
SK1306
SK1308 円 032
SK1309 030 025 028
SK1310 糖 円 050 048 023 土師器

SK13■ 円 縄文土器

SK1314 円 038 028
SK1316 円 028 018
SK1317 円 030
SK1319 円 030
SK1320 円

SK1321 円

SK1322 円 023
SK1823 円 038 須恵器

SK1326 円 040 040
SK1328 不整 197 093 SK1328>SK1329

SK1329 楕 円 078 048 SK1329<SK1328

SK1330 円 025 029 023 土 師器

SK1332 僑 円 055 022
SK1334 円 035 028 縄 文 上 恭

SK1335 橋 円 034

SK 円 025 SK1336<SK1337
SK 337 円 土 R雨器 SK1387>SK1386
SK 339 不 堅

SK 340 円 027 022 縄 文 土 器 ,土 帥恭

SK 橋 円 0鬱 縄 文 土器

SK 342 円 033 037
SK 円 038
もX1344 万 縄文土器,土師器,須恵器,珠洲,打製石斧,砥

石,鉄津,炉壁

SX1344<SD875・ 876,

SX1344>SK800
SK 不 整 035 縄文土器

SK 円 縄文土器 SK1350>SK467

SK 円 縄文土器 SK1351>SK1352
SK 円 007 SK1352く SK1351

SK 円 027 023
SK 不 整 088 縄文土器 ,上師器 ,須思器 78

SK 円 027 022
SK 円 029 028 008
SK 円 025 022
SK 円 035 SK1363<SK350

第Ⅲ章 黒河尺目遺跡
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観察表

第 9表 黒河尺目遺跡古代 。中世土坑一覧 (13)

遺構番号 平面形
模 (m)

出土遺物 備 考 挿図番号 図版番捐
幅 深 さ

SK 円 025 020 SK1864>SK372
SK 円

SK 円 025 030
SK 367 円

SK 368 円 034 縄文土器 SK1368<SD656
SK 円 025 縄文土器

SK 円 028 030 縄文土器

SK1373 円 029
SK1375 円 028 020
SK1376 円 025 024
SK1380 円 024
SK1383 円 033 025
SK1384 円 025 027 009
SK1386 円 028 028 縄文土器 ,土師器

SK 389 円 024
SK1392 円 022
SK1395 円 024
SK1397 円 080 026 026 土師器
SK1398 円 土師器
SK1399 円 022
SK1401 円 033 030 土師器

SK 402 円 024 須恵器

SK 403 円 033 047 SK1403>SK1411 1412
SK 404 円 045 縄文土器

SK 405 円 026 028
SK 407 楕 円 048 033
SK 不 率 056 SK1410<SK513
SK 橋 円 064 024 SK1411<SK562 1403
SK 小 整 縄 文土器

SK 円 029 026
SK 円 043 029
SX 486 不 整 025 縄文土器 ,須恵器 ,打製石斧 78
SK 円 026 縄文土器

SK 496 円 025 025 縄文土器

SK 円 033 縄文土器

SK 498 楕 円 027 縄文土器 ,土師器

SK 円 030
SK1500 円 039 縄文土器

SK1501 円 033 033
SK1502 円

SK1503 円 036 027
SK1504 0も

SK1505 円 060 056
SK1507 円 036 042
SK1508 橋 円 073 048 035
SK1512 円 028 028
SK1513 円 035 025 038
SK1514 円 068 032 縄 文上器

SK1515 円 025 SK1515<SP718
SK1516 円 025 034 025 縄文土器

SK1517 円 028 030 028
SK1518 円 032 032
SK1519 円 023 縄文土器

SK1520 円 025
SK1521 円 020 縄文土器 SK1521>SK1520
SK1522 円 027
SK1525 円

SK1545 円 032 上 H甲喬 ,宏 思 希 78
SK1546 円 023
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SX
9

10
YR

7/
4

に
ぶ
ラ

筆
橙

色
中

期
後

葉
I田

新
I

SX
9

ll
lY

R8
れ

燈
色

中
期

?

"
SK
26
2

明
色

中
期

後
葉

?

あ
SX
36
0

10
YR
7/
2

中

%
土

器
t案

`

例

36
0

土
器

ヱ朱
`

潔

24
 1

K1
83
Y7
4

縄
文

20
 1

SX
36
4

縄

17
中

コ
と葉

串
田

新
I

SX
36
4

75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙
色

中
期

後
詞

串
田

新
I

串
田

新
I

SX
36
4

75
YR
7/
4

に
ぶ
い
栓
色

中
期

SX
36
4

75
YR
7/
4

初
SX
36
4

10
YR
y3

色
中

″

喬
75
YR
7/
4

に
ぶ
い
橙
色

中
期

後
葉

串
田

采

SK
36
6

10
YR
5/
1

褐
灰

色
中

期
を葉

～
中

期
末

葉
串

田
素

″
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黒
河
尺

目
遺
跡

土
器
・

土
製

品
一
覧

(2
)

醐 朔 洲

聘 釈



第
10
表
 

黒
河

尺
目
遺

跡
土

器
。
土

製
品

一
覧

(3
)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
 

物
座
 

標
種
 

類
器

種
底

色
調

(記
号

)
色

調
(和

名
)

時
 

期
詳

細
時

期
備
 

考

,″
SK
15
27

岬 一

,2
5

26
SK
15
27

ゴ2
8

中
身

21
 1

深
つ

27
25

28
75

11
3

25
YR
5/
8

明
,

中
期

27
5

81
7

75
YR
6/
6

橙
文

21
 1

32
0

75
YR
7/
4

に
ぶ
ヤ

中
期

眸
野

13
01

28
 1

|
75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙
色

中
期

中
上

山
田

。 天
ネ
申
山

Ⅲ
～

Ⅳ

27
 1

縄
文

土
器

深
鉢

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
貢
橙
色

中
期

後
葉

串
田

新
Ⅱ

縄
文

土
器

深
鉢

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
責
橙
色

中
期

後
棄

串
田

新
I

27
 1

X2
10
Y8
8

縄
文

土
器

深
鉢

,D
F9

SX
15
28

X2
10
Y8
7

縄
文

土
器

,2
中

期
末

葉
～

岩
際

野

I“
SX
15
28

X2
09
Y8
8

X2
10
Y8
8

中
期

串
田

新

,ε
∂

SX
15
28

中
期

,7
'

SX
15
28

全
乗

田
新

Ⅱ

ユ
74

SX
15
28

X2
10
Y3
8

,〃
SX
15
28

X2
08
Y8
9
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表
 
黒

河
尺

目
遺
跡
土
器
・

土
製
品
一
覧

(4
)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
 

物
座
 

標
種
 

類
器
 

極
色

調
(記

号
)

色
調

併
日
名

)
時
 

期
詳

細
時

期
備
 

考
日

径
器

高
底

径

SX
15
28

X2
16
Y8
6

縄
文

土
器

深
鉢

中
期

後
葉

田
新

I

X2
10
Y8
6

縄
文

土
器

吋
10
YR
7/
3

に
ぶ
い
責
橙
色

中
期

後
葉

～
中

期
末

棄

SX
l骸

8
X2
10
Y8
7

縄
文

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
責
橙
色

中
期

後
葉

田
新

I

SX
15
28

X2
09
Y8
6

縄
文

土
器

深
鉢

栓
色

期
後

葉

19
望

SX
15
28

X2
10
Y8
6

75
YR
6/
4

に
ぶ
い
橙
色

】θ
7

X2
10
Y9
0

10
YR
73

に
ぶ
い

期

X2
10

Y9
0

10
YR
7/
3

″
鋸

深
鉢

10
YR
6/
3

に
ぶ
い

彦
銘

深
錬

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
貢
橙
色

中
期

中
薬

″
09

10
YR
7/
3

SK
15
29

土
偶

95
61

深
鉢

9お
10
YR
7/
4

Ⅱ

SK
15
31

縄
文

深
鉢

日
新

I
SK
15
32

縄
文

土
器

75
YR
7/
4

に
中

"5
SK
15
34

縄
文

土
お

75
YR
7/
6

橙
色

"∂
X2
10
Y8
8

23
■

田
新

Ⅱ

10
YR
5/
2

雰
4

田
新

Ⅱ

75
YR
6泡

23
7

75
YR
7/
6

醐 朔 糾

』 毬


